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オバケがシツジの夏なつ休やすみ
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














































[image: １　とーちゃくモモキガハラ！]







　ドロドロにとけそうなほど暑あつい、夏なつ休やすみ３日か目め。

　オレはひとり、電でん車しゃにゆられてる。

　なんだよ、このすずしさは！　そうか、ここが天てん国ごくか！

　できることなら、ここを隠かくれ家がにしたいんですが！

　……そんなことを、半はん分ぶんホンキで考かんがえちゃったオレの名な前まえは、眠ねむり田だ涼りょう。

　先せん月げつ11歳さいになったばかりの、小しょう学がっ校こう５年ねん生せいだ。

　今日きょうはバァちゃんのお見み舞まいに、水みずヨーカンと、イモなんとかってお酒さけの小こビンを持もって──

　……あれ？　なんかちょっと、赤あかずきんちゃんみたいになっちゃった。

　でもオレは男おとこだし、ずきんなんて、かぶってない。

　バァちゃんだって、だまってオオカミに食たべられるようなタイプじゃないし。

　むしろ、返かえりうちにするようなタイプだ。

　オオカミをなげ飛とばしているバァちゃんを想そう像ぞうし、くふふと笑わらいをこらえてると。

『──モモキガハラ、モモキガハラ』

　いつのまに、おりなきゃいけない駅えきについてた！

　あわててリュックをせおい、電でん車しゃからおりる。

　すぐに回まわれ右みぎし、電でん車しゃの中なかへともどりたくなった。

　……なんなんだ、この暑あつさは！　さては、ここが地じ獄ごくか！

　ムワモワした外そとの空くう気きが、息いきぐるしくて、たまんない！

　オレがホームで絶ぜつ望ぼうしてると、発はっ車しゃベルがなる。

　あっあっあっ！　まだいかないでっ！　オレの楽らく園えん！

　……しかし、楽らく園えんはオレをおいて、旅たびだってしまったのでした。

　そんなオレが立たっている駅えきは、「モモキガハラ」。

　ジィちゃんとバァちゃんが住すんでる、町まちの名な前まえでもある。

　ちいさな無む人じんの駅えき舎しゃから外そとにでると、目めの前まえには、田たんぼがどどどどーん！

　イヤになるほど天てん気きがいいから、緑みどりがテカテカギラギラ光ひかってやがるぜ。

「……うん！　夏なつ休やすみってカンジ！」

　この風ふう景けいを見みるたび、オレはいっつも、そう思おもうんです。

「いざいざ、ジィちゃんちへ！」

　駅えき前まえから、山やまにむかってまっすぐのびてる一いっ本ぽん道みちを、大おおまたで歩あるきだす。

　ジィちゃんちへは、この道みちをたどっていくだけ。

　迷まい子ごになるほうが、むずかしいんだ。

　せっかくだから、何なん歩ぽでつくか、数かぞえてみることにした……ものの。

　オレのおおいなる野や望ぼうは、ことごとくジャマされた。

　……だって、人ひととすれちがうたび、声こえをかけられるんだもん！

「あらぁ眠ねむり田ださんのお孫まごさん！　ぎっくり腰ごしのお見み舞まい？」

「おばぁちゃん、腰こし、たいへんねぇ」

「お母かあさんはお元げん気き？　おばぁちゃん、腰こしをわるくしたんですってねぇ」

　まさか町まち中じゅうの人ひとが知しってるのか！　……バァちゃんのぎっくり腰ごし！

　あとなんで、みんなオレがバァちゃんの孫まごだって知しってるの!?

　───モモキガハラ、おそるべし。

　そう、うなりながらズンズン進すすんでいると……。

　ジィちゃんちの、見みおぼえのあるカワラやねが、見みえてきた！
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　１００年ねん以い上じょうも前まえに建たてられたらしいジィちゃんちは、やたらでっかい。

　ふだんは使つかってない部へ屋やが、いくつもある。

　この家いえで生うまれ育そだったオレのお母かあさんでさえ、

「２、３回かいしか入はいったことのない部へ屋やがある」

　……って言いうんだから、びっくりする。

　オレも小ちいさいころに探たん険けんしたことがあるんだけど……。

　ライトを取とりつけてもすぐにこわれちゃう、昼ひるでもまっ暗くらな、廊ろう下かとか。

　四し方ほうのカベに、鏡かがみがスキマなくかけてある、窓まどのない部へ屋やとか。

　どういうわけか、外そとからひらかない、物もの置おきとか。

　そういう場ば所しょがいくつもあって、こわいったらなかった！

　でも一いち番ばんこわかったのは、探たん険けんしてるオレを見みつけたバァちゃんから、

『かってにこんなところに入はいって、連れていかれても知らないからね！』

　……って怒おこられたことだったりする。

　ダレが、ドコに、連つれていくんでしょうね？
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　顔かおをながれる汗あせをぬぐってると、聞ききおぼえのある声こえがする。

「リョウちゃあああん！　よくきたね！」

　門もんの前まえで手てをふってたのは、オレのジィちゃんだった。

　名な前まえは、眠ねむり田だ宗そう次じ郎ろう。

　なんかちょっとカッコイイと、オレは思おもう。

　だけど本ほん人にんはヒョロッとやせてて、どことなく気きがよわそうなカンジ。

　ちょっと背せが高たかいから、今いまみたいに手てを大おおきくふり回まわしてると、すごくめだつ。

　大おおきな犬いぬがシッポをふってるみたい、って言いってたのは、お母かあさんだったかなぁ。

　オレが全ぜん速そく力りょくでかけだすと、ジィちゃんはやっと手てをふるのをやめた。

「駅えきまでいけなくてごめんねぇ、リョウちゃああああん！」
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「声こえがでかいよ！　それに、小ちいさな子こじゃないんだから平へい気き！　あ、これ、おみやげね」

　おみやげの入はいったふくろをわたすと、ジィちゃんは顔かおをかがやかせた。

「わぁ、ニャンコ堂どうのヨーカン！　これ、おバァちゃんの大だい好こう物ぶつだよぉ！」

　……あ！　そうだった！

　今日きょうはバァちゃんのお見み舞まいにきたんでした！

「バァちゃんのぐあい、どう？」

「あぁ、中なかで休やすんでるから、まずは顔かおを見みせて……って、わわっ！」

　門もんをくぐり玄げん関かんへむかっていると、ジィちゃんはいきなり立たちどまる。

　なんだなんだとオレもそっちを見みてみると……。

　ハデハデなピンクのパジャマを着きた人ひとが、ヨロヨロと、外そとにでてきてた！

　あのすごいピンクは……バァちゃんだ！

「バァちゃん、起おきてて大だい丈じょう夫ぶなの!?」

　あわててかけよると、バァちゃんは「涼りょうかい」とつぶやき、ジロリとオレを見みた。

　オレより少すこしだけ背せが高たかいバァちゃんの目めは、ギョロリと大おおきい。

　オマケに、ギリリとつり上あがってるもんだから、かなりハクリョクがある。

　腰こしの痛いたみのせいか、今日きょうはいつもの30倍ばいは顔かおがけわしくて……やっぱりこわい！

　でも、こんな顔かおしてても、べつにおこってるわけじゃないんだよなぁ。

　家か族ぞく以い外がいの人ひとには、すぐには信しんじてもらえないんだけど。

「ちっとも大だい丈じょう夫ぶじゃないが、ねてたって、なにもできないからね」

　オレの頭あたまを軽かるくポンポンとたたき、ニヤリと笑わらう。

　これがバァちゃん流りゅうの、あいさつなんだ。

「座すわってればいいのに。歩あるきまわるのタイヘンでしょ？」

「ずっと座すわってるのも、なかなかつらいもんなんだよ。それに、ゆっくりだったら大だい丈じょう夫ぶ。ほら、病びょう院いんでコルセットをもらったしね」

　バァちゃんは、腰こしにまいてるまっ白しろなハラマキみたいなのをバチバチたたく。

　でも、急きゅうにしかめつらになっちゃった。

　やっぱり、まだまだ痛いたいんじゃないかなぁ？

「ところで……今日きょうは、アンタ１人ひとりできたのかい？」

　とつぜん、バァちゃんはフキゲンそうな声こえになった。

　ひええぇっ！　こ、こわい！

「う、うん。そうだけど、どうして？」

「───アタシは『麗れい一いち郎ろうと２人ふたりでこい』って、言いったはずなんだけどねぇ」

　そう言いったバァちゃんの目めが、ギリリととがるのを、オレは見みてしまった！
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　麗れい一いち郎ろうってのは、オレの兄にいちゃんのことだ。

　中ちゅう学がく１年ねん生せいで、頭あたまも運うん動どうもふつう、らしい。

　そして性せい格かくは……わるい。

　チョーわるい。サイアクだ！

　イヤになるほどイジワルで、ずるいヤツなんだ。

　お父とうさんお母かあさん、それにバァちゃんにもよく怒おこられてるのに、ぜんぜんまともにならない。

　ああいうのが、死しんでもなおらない、ってヤツじゃないかな！
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「で、でもオレ、兄にいちゃんから『おまえ１人ひとりで行いけ』って言いわれたんだけど……」

　きのう、バァちゃんからの電でん話わをとったのは兄にいちゃんだ。

『バァちゃんが「涼りょうをてつだいによこしとくれ」だってさ』

　……なーんて、オレに言いってたクセに！

　またウソつきやがったな！　アホ兄にいちゃんめ！

「麗れい一いち郎ろうのバカめ……。いつもいつも逃にげまわって。こんど会あったらタダじゃおかん！」

「れ、レイちゃんも中ちゅう学がく生せいになって、いろいろいそがしいんじゃないかな！　それより、暑あついからはやく家いえに入はいろう？」

　ジィちゃんってば、兄にいちゃんをすぐにかばうんだよなぁ。

　兄にいちゃんなんて、一いっ回かいバァちゃんから地ちのはてまで、ぶっ飛とばされればいいのに。

　……なんてことを考かんがえてるあいだにも、ジィちゃんはオレの背せ中なかをグイグイとおす。

　そして、家いえの中なかへとおしこまれた、そのとき。

「アタシからは、ぜったいに逃にげられないからねぇ……麗れい一いち郎ろう」

　バァちゃんが、ボソボソとつぶやいてるのが聞きこえた！

　聞きこえてしまった！

　聞ききたくなかった！

　だから聞きこえてないことにした！

　…………ととと、と、とりあえず、おじゃましまーす！










[image: ２　「視えない」オレと「視えちゃう」兄ちゃん]







　今いまは、昼ひるの１時じをちょっとすぎたころ。

　お昼ひるごはんは、ジィちゃんのゆでた、ふにゃふにゃのソーメンだ。

　バァちゃん特とく製せいのネギたっぷりツユは、すさまじく、うまい。

　夢む中ちゅうになって、ズルズル食たべてると。

「涼りょう、ちょっといいかい？」

　テーブルのむかいに座すわっていたバァちゃんが、話はなしかけてきた。

「んぅ？　ばぁび？　んぐ、ソーメン、おかわり？」

「ちがうちがう。……今いまから大だい事じなことを言いうから、よく聞ききな」

「……な、なんなのトツゼン」

　オレは思おもわず、背せすじをピンとのばした。

「明日あしたからしばらく、バァちゃんのかわりに、やってほしいことがあるんだがね」

「うん、いいよ。なにをすればいいの？」

「神かみ様さまのお社やしろの水みずを、かえてほしいんだ」

「うちの中なかの、神かみ棚だなのこと？」

「いいや。まぁ、そっちも、てつだってもらうけどね」

　じゃあ、いったいどこの神かみ様さまだろ？

　首くびをかしげていると、バァちゃんもピンと背せすじをのばした。

「うちの裏うら庭にわに、『御お山やま』につながってる道みちがあるのは、知しってるだろう？」

「う、うん。行いきどまりに小ちいさいお社やしろがある道みちだよね？」

「そう。そのお社やしろにおそなえしてる神かみ様さまのお水みずを、キレイなものに、かえてほしいのさ」
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「御お山やま」ってのは、この家いえの裏うらにある、ちっちゃな山やまのことだ。

　おわんをサカサマにしたような形かたちをしてる。

　近きん所じょでは、「眠ねむり田だの御お山やま」ってよばれてるみたいだ。

　裏うら庭にわから御お山やまへつづく道みちをのぼってくと、山やまの中なかほどのところに、ふるいお社やしろがある。

　そこにまつられている神かみ様さまは……なんと！

　オレの遠とおい遠とおい、ご先せん祖ぞサマらしい！

　モモキガハラでは、ご先せん祖ぞサマを神かみ様さまとしておまつりするのは、よくあることなんだって。

　小ちいさいころは、バァちゃんといっしょに、お参まいりに行いってた。

　でも、子こどもだけで行いくのは、ぜったいに、ゆるしてもらえなかった。

『御お山やまには、大おお昔むかしから、オバケが住すみついてるから』

　ジィちゃんとバァちゃんはそう言いうんだけど……。

　ホントのところは、よくわからない。

　だって兄にいちゃんは、なんども、１人ひとりで入はいってたし。
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「で、でもさバァちゃん。御お山やまって、子こどもだけで行いっちゃダメなんだろ？」

「小ちいさい子こはね。でも、今いまは大おおきくなったんだし大だい丈じょう夫ぶさ」

　11歳さいは……いちおう、大おおきくなったっていえる、かなぁ？

「……ひ、１人ひとりで？」

「もちろん１人ひとりで。この家いえにいるあいだは、毎まい朝あさね」

「毎まい朝あさっ!?」

　これまでは入はいっちゃいけないって言いわれてた場ば所しょに、いきなり、たった１人ひとりで!?

　すると、ソーメンをズルズルしてたジィちゃんが、キッと顔かおをあげた。

　ピピッとソーメンのツユが飛とびちって、ちょっときたない。

「ちょっとまって吹雪ふぶきさん。それはさすがに、あぶなくないかい？」

　やけにマジメな顔かおで、ジィちゃんは言いった。

　ちなみに、「吹雪ふぶき」っていうのはバァちゃんの名な前まえだ。

「そんなこと言いったって、今いまのアタシじゃ、腰こしがいたくて山やま道みちなんて登のぼれない。ジィさんは朝あさ早はやくから、いそがしいだろう？」

　バァちゃんはムスッとした顔かおになる。

「本ほん当とうはね、麗れい一いち郎ろうにやらせるつもりだったんだ。あの子こは小ちいさいころから、アタシらの言いいつけをやぶって、御お山やまに入はいって、あそんでたぐらいなんだから」

　……くそぅ、うらんでやるからな、バカ兄にいちゃん！

　兄にいちゃんのムカつく笑え顔がおを思おもいうかべ、顔かおをしかめる。

　それに気きづいたジィちゃんは、頭あたまをグリグリと、なでてくれた。

「たしかに……リョウちゃんはレイちゃんとはちがって『視みえない』から、逆ぎゃくに大だい丈じょう夫ぶかな？」

　……ちょっとまってくださいジィちゃん。

『視えない』って、いきなりなんの話はなし？

「そうさ。水みずをかえるだけなんだ。『視みえない』なら、なにも起おこりようがない」

　ば、バァちゃんまで！

　だから、『視みえない』って、どういうことさ!?

「ねぇねぇ『視みえない』ってなに？　本ほん当とうにオバケがいるの？　兄にいちゃんには視みえるんでしょ？」

　オレはガマンできず、２人ふたりの話はなしに乱らん入にゅうしてしまった。
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　ここだけの話はなしだけど、兄にいちゃんは生うまれつき、オバケが視みえちゃう人ひとらしい。

　いや、兄にいちゃんだけじゃなく、バァちゃんやジィちゃんにも視みえてるんだって。

　いわゆる「霊れい能のう力りょく者しゃ」ってやつだ。

　２人ふたりは、そのよばれ方かたが、好すきじゃないみたいだけど。

　オレはといえば、じまんじゃないけど、オバケなんてさっぱり視みえない。

　霊れい感かんってのも、ゼロだ。

　でも、オレのお父とうさんもお母かあさんも、視みえないんだし。

　やっぱり、兄にいちゃんやジィちゃんたちが……うん、特とく別べつなんだと思おもう。
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「なぁに、視みえないんだから、なにも気きにしなくていいんだよ」

　バァちゃんは、あっさりと言いった。

「で、でも、御お山やまにオバケがいるのは、まちがいないんだよね？　オレに視みえてないだけで」

「そうだねぇ」

「だったら、ちょっと、行いきたくない……ん、です、けど」

　オレがおそるおそる言いったとたん、バァちゃんの目めが、ギリギリとつり上あがる。

　あ、まずい。

　そして、やばい。

「……涼りょう、アンタは今いま、何なん年ねん生せいだい？」

「ご、５年ねん生せいになります、ハイ」

「そしたら来らい年ねんは６年ねん生せいだろ。いつまでも、なさけないこと言いうんじゃない！」

　バァちゃんは、カミナリみたいにピシャリと言いう。

　そして、また、ソーメンをズルズルと食たべはじめちゃった。

　ジィちゃんも、ニコッと笑わらって、「がんばってね！」って言いうだけだ。

　……オレ、知しってるぞ。

　こういうの、リフジンっていうんだ！

　でも、こうなったら、もう、バァちゃんの言いうことをきくしか、道みちはない。

　観かん念ねんしたオレは、もう一いち度ど、はしを手てにとる。

　そして、ソーメンを１本ぽんずつ、ちゅるちゅる食たべるのだった。
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　昼ひるごはんのあと、オレは家いえに電でん話わをかけた。

『ジィちゃんちについたら連れん絡らくしなさい』

　……ってお母かあさんに言いわれてたのを、忘わすれてたんだ。

　５回かいのコールのあと、電でん話わをとったのは……。

　げげげっ！　兄にいちゃん！

『おぅおぅ、涼りょうクン。バァちゃんはどうだ？　仮け病びょうだっただろ？』

「なーに言いってんだ！　本ほん当とうにぎっくり腰ごしだったよ！」

『マジでぇ？　てっきりオレを呼よびだすための、ウソだと思おもってた』

「だからオレをだまして、１人ひとりで行いかせたのかよ！」

『人ひと聞ぎきのわるい言いいかたするなよ。言いわなかっただけだ』

「おなじだよ！　兄にいちゃんのせいでオレ、明日あしたから御お山やまのお社やしろの水みずを……」

『あ、友ともだちきたから切きるわ。プール行いくんだよ。じゃ、ジィちゃんたちによろしく』

　　　ガチャブツッ

　と、いきおいのいい音おとをたてて、電でん話わが切きれる。

　受じゅ話わ器きをたたきつけたい気き分ぶんだったけど！

　……ジィちゃんちの電でん話わだから、ぐっとこらえた！

　バカ兄にいちゃんめ……。

　ぜったいフクシューしてやるからな！　おぼえてろ！

　オレもプール、行いきたい行いきたい行いきたいッ！
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　その日ひの夜よる、オレはちっとも、ねむれなかった。

　……なーんてことは、なかった。

　家いえのそうじやら、庭にわの草くさむしりやらで、クタクタになったんだ。

　ジィちゃんちにくると、お手て伝つだいさせられまくるんだけど、今こん回かいはいつもよりすごい。

　そうじと草くさむしりが終おわったあとは、晩ばんごはんのしたく。

　晩ばんごはんを食たべて、あと片かたづけして。

　おふろに入はいって、座ざ敷しきにふとんをしいて。

　……気きづいたら、もう次つぎの日ひの、朝あさだった。

　なんてこった！

　きのうの夜よる、見みたいテレビがあったのに！

　時と計けいをみたら、朝あさの５時じ半はん。

　外そとは、まだほんのちょっとだけ、うすぐらい。

　でも、バァちゃんと、６時じ前まえにおきる約やく束そく、しちゃったんだよね……。

　だからオレはカクゴを決きめ、ふとんからはいだした。

「バァちゃんおはよ……ジィちゃんは？」

「おはようさん。ジィさんなら、もう朝あさの修しゅ行ぎょうにでかけたよ」

　あいかわらずジィちゃんは朝あさはやいなぁ。

　……で、修しゅ行ぎょうって、ナニ？

「ほらほら、ボサッとしない。顔かおをあらって着きがえといで。御お山やまに行いかなきゃならないんだよ」

「えっ！　あ、朝あさごはんは？」

「……おまえ、神かみ様さまより先さきに、ごはんを食たべる気きかい？」

　バァちゃんはそう言いうと、れいぞう庫こから、２リットルのペットボトルをだしてくる。

　なんのラベルもはってないそのボトルには、黒くろのマジックで「神かみ様さま用よう」って書かいてあった。

「神かみ様さま用よう？　これなに？」

「神かみ様さまのお水みず。神しん聖せいなお水みずだから、こぼさないようにね」

　神しん聖せいなお水みずを、ペットボトルにいれていいのかなぁ。

　……まぁ、いいんだろうな。

　オレはバタバタと、洗せん面めん所じょにかけこんで、顔かおをあらう。

　そして服ふくを着きがえると、ペットボトルをかかえた。

　あ、そうだ。

　ねんのため、お父とうさんのおさがりの、スマホも持もっていこう。

　電でん話わもメールもあんまりしないから、写しゃ真しんをとるぐらいなんだけど。

「いいかい、くれぐれも山やま道みちからはずれるんじゃないよ。林はやしの奥おくに入はいっちゃダメだからね」

　バァちゃんは、まずそう言いった。

　これは小ちいさいころから言いわれてることだから、イヤになるほど知しってる。

「お社やしろについたら、まず、白しろい器うつわに入はいってる、きのうの水みずをすてて、ペットボトルの水みずで器うつわをあらう。そのあと、新あたらしい水みずをいれて、おしまいさ。カンタンだろう？」

「う、うん。……ねんのために聞きくけど、もしオバケがでたら、どうすればいい？」

　オレはオバケなんて視みたことないけど！

　万まんが一いちってことも、あるかもしれないしね！

　だから、バァちゃんに確かく認にんしてみたんだけど……。

「おまえは、オバケがぜんぜん視みえないだろ？　なら、いないも同おなじなのさ。……ほら、さっさと行いきな。あんまりおそくなると、神かみ様さまからしかられるよ！」

　けっきょく、なにも教おしえてもらえないまま、お勝かっ手て口ぐちから裏うら庭にわにでる。

　裏うら庭にわの奥おくに行いくと、御お山やまへの登のぼり口ぐちにたってる、ほそい木きの柱はしらが見みえてきた。

　柱はしらは、登のぼり口ぐちの両りょうはじに、１本ぽんずつたってる。

　まだキレイな、おフダっぽい紙かみがはってあるけど……。

　……これ、オバケとはカンケーないんだよね？　ねっ？

　前まえにふみだすのを、ためらってると、バァちゃんが軽かるく背せ中なかをおした。

「うわっ……とと！」

「じゃあ行いっておいで。神かみ様さまへのお参まいりも、わすれずにね」

「は、はぁい。……い、行いってきます！」

　ようやくカンネンし、オレはデコボコ坂さか道みちへと、足あしをふみいれたのだった。
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　お社やしろへは、あっというまについた。

　オバケに会あうヒマなんて、ないくらいだ。

　ちいさいころは、30分ぷんぐらいはかかったと思おもったけど……。

　５分ふんも、かからないでやんの。

　ちょっと拍ひょう子しぬけだけど、遠とおいよりはマシだし、まぁいいか。

　セミたちが鳴なきわめくなか、ひさしぶりに見みたお社やしろは、とてもちいさくて、古ふるい。

　むこうがわには、うす暗ぐらい雑ぞう木き林ばやしがある。

　近ちかづくと、なにかに引ひきずりこまれそうだ。

　あ、あんまりそっちは見みないようにしよう、そうしよう。

　お社やしろは、ゴツゴツした岩いわの台だい座ざの上うえに、ちょこんとのっかってる。

　高たかさは、オレの身しん長ちょうとあんまりかわらないかな？

　けど、手て前まえにある石いしの鳥とり居いは、ちょっと大おおきくて、りっぱだ。

　ぴったりと閉とじたお社やしろのトビラの前まえに、ぽつんと、白しろい器うつわがおかれてるのが見みえた。

　たぶんこれが、バァちゃんが言いってた神かみ様さまの水みず入いれなんだな。

「神かみ様さまのご先せん祖ぞサマ、お水みずかえますね！」

　オレは慎しん重ちょうに、器うつわを手てにとる。

　神かみ様さま用ようのだから上じょう等とうなものだろうと思おもいきや。

　子こども用ようの、ちいさなマグカップだ。

　ヘンな犬いぬのイラストまで、かいてある。

　……こんなの使つかったら、ご先せん祖ぞサマが怒おこるんじゃないかなぁ。

　そう思おもいながらカップをすすぎ、新あたらしい水みずをそそいだら、任にん務む完かん了りょう。

　お社やしろの前まえで目めをとじ、ぱんっと両りょう手てをあわせ、ぺこりと頭あたまをさげた。

「神かみ様さまご先せん祖ぞサマ、どうか一いち日にちも早はやくバァちゃんの腰こしがよくなりますように！　……あっ、あと、できれば兄にいちゃんに天てん罰ばつをあててください。お願ねがいします！」

　よし、お参まいり、おわり！

　がんばったなオレ！

　おなかも鳴なってるから、早はやく家いえにもどって朝あさごはんだ！

　クークーいってるおなかをさすりながら、最さい後ごにもう一いち度ど、お社やしろに頭あたまをさげた……そのとき。

　　　ぽちゃん！

　水みずがはねたような音おとがしたかと思おもうと、顔かおにすこしだけ、冷つめたいものがかかった。

「う、うわっ！　なんか、水みずの器うつわに落おちてきた!?」

　なにかが上うえから落おちてきたのが、たしかに見みえたぞっ!?

　虫むしがはいったか、鳥とりのフンか。

　どっちにしても、また、水みずをかえないといけないじゃないか！

　だけど、水みずにうかんでいたのは、虫むしでも鳥とりのアレでもなかった。

「へ？　キノコ？」
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　ぷかりと浮ういていたのは、キノコだったんだ。

　なんの種しゅ類るいかは知しらないけど、とても、小ちいさなやつ。

　それに、なんだろう……なんだかうっすらとケムリがでてるような？

「でもなんで、空そらからキノコ？」

　カップを持もったまま、空そらを見みあげても、見みえるのは、くもり空ぞらだけだ。

　鳥とりがはこんでる最さい中ちゅうに、落おとしたのかなぁ？

　それにしても、イヤ～なくもり空ぞらだ。

　今いまにも雨あめがふりそうだから、やっぱり早はやく家いえにもどろう……って、あいてっ！

　な、なんかまた、ふってきた！

　今こん度どは顔かおにあたったぞ！　あ、また！　……って、キノコ!?

　ポコンポコンとふってきてるのは、まちがいなくキノコだった。

　それも、いろんな種しゅ類るいの。

　オレはキノコにくわしくはないから、名な前まえまではわかんないけど。

　大おおきいのから、小ちいさいの。

　かたいのから、やわらかいのまで、ボコポコとふってくる！

　もしかしてこのへんって、キノコがふるのかな。

　７月がつ28日にちの天てん気き予よ報ほうです。

　モモキガハラ地ち方ほう、くもり、ときどき、キノコがふってくるでしょう。

　……なんて言いってる場ば合あいか！

　キノコの中なかには、さわっただけでヒドイ目めにあうのもあるって、聞きいたことがある。

　もしそんなのがまざってたら、大たい変へんじゃないか！

　オレは神かみ様さまの水みずをそっともとにもどすと、一いち目もく散さんに、坂さか道みちをかけおりた。

　　　バラバラバラバラバラバラ！

　キノコは、オレを追おいかけるようにふり、うっかりふみつけ、ころびそうになる。

　うわあああ！　キノコですべってころぶって！

　めずらしいけど、かっこわるすぎだろおおお！

　間かん一いっ髪ぱつで体からだをおこし、ふぅ、と深しん呼こ吸きゅうしたとき。




「キィヒヒヒヒヒヒ！　アヒャヒャヒャ！」




　うわああああ!?

　びっくりした！　びっくりした！

　なんか、上うえのほうから、きもちわるい笑わらい声ごえが、聞きこえてきてるんですが！

　そのまま逃にげちゃえば、よかったんだけど……。

　どうしても、どうしても声こえが気きになって、ゆっくりと空そらを見みあげたら。

「キャハハハハハ、ハハ！」

「なんだよ……コイツ」

　米こめつぶみたいな形かたちで、でかくてまっ白しろで。

　ネコみたいに、ギラリと光ひかって、とがった目めをしたヤツが。

　オレの頭あたまの上うえをぐるぐると飛とびまわりながら、赤あかい口くちを大おおきくあけ、笑わらってた。
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「ヒキャキャキャキャキャ！」

　とつぜん目めの前まえにあらわれた、そいつ。

　かん高だかく、キモチのわる～い声こえで笑わらいながら、キノコをバラまきつづけてる。

　なんなんだよ、コイツ。

　空そら、飛とんでるし、キノコ投なげてくるし、ずっと笑わらって…………あれ？

　もしかしなくても、コイツってオバ、オバ……

　ち、ちがう！　オバケじゃない！

　だってオレは、オバケなんて視みえないんだから！

　……そ、そうか！　兄ちゃんだな!?

　兄にいちゃんが、こっそりモモキガハラにきて、イタズラしてるんだ！

　くっそぉ……ジィちゃんたちに言いいつけてやる！

　オレは目めをギリリとつり上あげると、また走はしりだした。

「ヒィヤハハハハハ！」

　ヘンテコな笑わらい声ごえは、まだ、おいかけてくる。

　けど、もう、だまされないんだからな！

[image: ]

　なにも考かんがえず、走はしりまくる。

　汗あせがダラダラ顔かおをながれてくけど、ぬぐってるヒマなんてない！

　バラバラと落おちるキノコも、ぜんぶムシして、走はしる走はしる走はしる。

　さいごは50メートル走そうのゴールみたいに、登のぼり口ぐちの２本ほんの柱はしらのあいだを、かけぬけた。

　運うん動どう会かいのときより、気き合あいが入はいってたんじゃないかな！




　　　ドドドドドドドド……ドッカーン！




　イキオイあまって、お勝かっ手て口ぐちのドアへゲキトツしちゃったけど！

「あぶないねぇ、そんなに走はしって、ころんだらどうするんだい！」

　あきれかえってるバァちゃんにかけよると、オレは地じ面めんをドスドスふみならした。

「バァちゃん、に、兄にいちゃんがきてるよっ！」

「はぁ？　麗れい一いち郎ろうがぁ？」

「ヘヘ、ヘンなモノ使つかってイタズラするんだ！　なんとかしないとっ！」

「ヘンなモノ？　……おちつきな、涼りょう。なにがあったんだい」

　オレは、キノコや、まっ白しろくてでかい米こめつぶのことを、説せつ明めいした。

「空そら飛とぶでっかい米こめつぶ……涼りょう、アンタまさか、『視みえる』ようになったのかい？」

「……なっ!?　なにも視みえてないよ!?　オレが見みたのは兄にいちゃんのイタズラで」

「ほら。アンタが視みた米こめつぶってのは、アレのことだろう？」

　バァちゃんが指ゆびさすほうを、おそるおそる、ふりかえると。

　……そこにはあの、米こめつぶが。

「キャハハハハハハハハハハハ！」

「ついてきてるううう！　なんでっ、なんでええええ!?」

　柱はしらのまわりをグルグルしながら、米こめつぶは笑わらう。

　オレは、バァちゃんのうしろに、ババババッとかくれた。

　は、柱はしらにはってあるおフダって……魔まよけとか、そういうのじゃなかったの!?

「どうしようバァちゃん！　あいつキノコなげてくるんだ！　毒どくキノコかも！」

　バァちゃんは腰こしのベルトをポン、とたたくと、オレをチラリと見みた。

「この手てのオバケは、たいしたことはないんだよ。視みえるヒトにちょっとイタズラするぐらいで、ふつうは、追おってきたりは、しないんだけどねぇ」

「こいつがオバケぇ!?　ででで、でもでもでもっ！」

　オレは、オバケが視みえない体たい質しつなんだから、この米こめつぶが、オバケのはずなんてない。

　だけど、バァちゃんはぶんぶんと、首くびを横よこにふる。

　……まさか、まさかまさか、まーさーかー！

「視みえるようになったんだよ、おまえも」

　　　ガ──────ン！

　そんな音おとが、アタマの中なかでひびいた気きがした。

　オレ、別べつになにもしてないのに、なんでいきなり？

　修しゅ行ぎょうなんかしてないし、ナゾの宇う宙ちゅう人じんにナゾのパワーも、もらってない。

　フシギな木きの実みだって食たべてないし、神かみ様さまから力ちからをさずけてもらったり……してない！
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「ふむ。いつもなら、このていどのオバケは消けしちまうんだが……涼りょうが初はじめて『視みた』記き念ねんだし、ちょっともったいないか」

「な、なに言いってんのバァちゃん！　別べつにもったいなくないよ！」

「アンタを追おいかけてここまできたのも、なにかの縁えんか、ご先せん祖ぞ様さまのおみちびきさ。コイツは『めしつかい』のつもりで作っておくかねぇ」

　バァちゃんは、飛とびまわる米こめつぶを見みあげながら、イミのわかんないことを言いう。

　そして、米こめつぶにむけて、ゆっくり右みぎ手てをのばした。

　いったいなにをするつもりなんだ……そう、思おもった瞬しゅん間かん。

　　　しゅるり！

　米こめつぶが、バァちゃんの手てにむかって、飛とびこんでいった！

　掃そう除じ機きで、ぬいぐるみを、すいよせちゃったときみたいに！

　米こめつぶの頭あたまのてっぺんが、バァちゃんのてのひらに、くっついてる。

　小ちいさい手て足あし（だと思おもう）をジタバタさせ、米こめつぶはギーギーと泣なきわめいた。

　でも、バァちゃんは、それを気きにもしない。

　オバケがくっついたままの右みぎ手てを、オレへとさしだした。

「見みてごらん。これが、アンタがはじめて視みたオバケだよ」

「えっ、ちょっ……だ、だいじょうぶかなぁ？」

　本ほん当とうはヤだけど、バァちゃんにはさからえず、おそるおそる見みてみる。

　ギラギラした目めに、大おおきくさけた口くち……うう、きもちわるいっ！

　大おおきさは……ちょっとふとったネコぐらい、かなぁ？

「バァちゃん、こいつどうするの？　御お山やまにもどすの？」

「いいや、しつけるんだよ」

「し、しつけ？　犬いぬにやるみたいに？」

　このヘンなヤツに「お手て」や「おすわり」をさせるってこと？

　そんなことしたって、ちっともかわいくないと、思おもうんだけど。

「犬いぬのしつけとはちがうよ。……そうだね、カンタンなそうじぐらいが、できるようにすれば、アタシもアンタも楽らくができるってもんだ」

「そ、そうじぃ!?　できるの？　そんなこと!?」

「できるとも。眠ねむり田だの家いえは、むかしから、そういうことをやってきたんだ。アンタの母かあさんは『視みえない』し、アンタも今いままでは視みえてなかったから、すぐにはわからないだろうけど」

　ギーギーさわぐ米こめつぶを、てのひらにぶら下さげたままで。

　バァちゃんにしては、本ほんっ当とうにめずらしく、ニコニコ顔がおになった。

「視みえるようになったからには、アンタもウチのことを少すこしずつ勉べん強きょうしなきゃねぇ？」

　……もしかしてバァちゃん、オレが『視みえる』ようになったのが、うれしいのかな。

　だとしたら、オレもちょっとうれしいかも。

　なんて、照てれくさく思おもってたのも、つかの間ま。

「ところで涼りょう、神かみ様さまの水みずのペットボトルはどうしたね？　まだ、のこりが入はいってたろう？」

　　　ぎくり。

　…………あ、あああ、あああああああ！

「ご、ごめんバァちゃん。お社やしろのところに、おいてきちゃい、ました」

「バカモノ！　今いますぐとっておいで！　でなけりゃ４キロ先さきの山やままで、くみに行いってもらうよ！」

「えええええ！　い、今いまからまた、お社やしろまで行いくの？　オレ、視みえるようになっちゃったのに!?」

　またオバケに会あったらどうする、ってうったえたけど、許ゆるしてくれるはずもなく。

　オレはもう一いち度ど、１人ひとりでお社やしろへとむかったのでした。ダッシュで。

　でも、運うんのいいことに、今こん度どはなんのオバケとも、会あいませんでしたとさ。

　……たぶんね？

[image: ]

　おそめの朝あさごはんのあと。

　バァちゃんは米こめつぶオバケをかかえ、自じ分ぶんの部へ屋やにひっこんだ。

　さっそく、しつけるんだってさ。

　オバケは、おフダがついたロープでしばられてたけど、それでもギャーギャーさわがしい。

　ホントに言いうこときくようになるのかなぁ？　ちょっと心しん配ぱい。

　……まぁ、そんなわけで。

　広ひろいジィちゃんちで、オレは今いま、ひとりぼっちです。

　とくにやることもないから、リュックから宿しゅく題だいをとりだしてみた。

　別べつに、マジメなわけじゃないんです。

　最さい低ていでも３ページはすすめてないと、バァちゃんのカミナリがおちるんだ……。

　……でも、昼ひるからは、外そとであそんじゃうもんね！

　そう決きめて、計けい算さん問もん題だいをといていると。

「ヒギエエエエエエエ！」

　ものすごい、さけび声ごえが、バァちゃんの、部へ屋やの、ほうから！

　ここここ、これって、あの米こめつぶオバケの声こえだよね!?

「ギエエエ、エエエエエエエ！」

　ギャッ、また！

　まさかバァちゃん、あのオバケにひどい目めにあわされてるんじゃ……。

「いいかげんに観かん念ねんしな！　アンタには涼りょうのオバケになってもらうんだからね！」

「フエエエエ、エエエエ！　ふええええエん！」

　あ、ちがう。

　これ、ひどい目めにあわされてるのは、オバケのほうだ。

　なんとなくオバケの悲ひ鳴めいが泣ないてるように聞きこえたのは、気きのせいでしょうか。
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「涼りょう、ちょっと、おつかいを、たのみたいんだがねぇ」

　昼ひる寝ねから目めざめると、真ま上うえからバァちゃんがのぞきこんでた。

　オバケかと思おもった、だなんて、口くちがさけても言いえないや。

「おおおおお、おつ、かい？　いいけど、晩ばんごはんの買かいもの？」

「そうじゃない。町ちょう内ない会かいの配くばりものと、畑はたけでとれたスイカをね、持もっていってほしいんだよ」

　バァちゃんはオレの目めの前まえに、小ちいさめのスイカの入はいったアミと、大おおきめの封ふう筒とうをおいた。

「届とどけさきは『早そう田ださん』って家いえだよ。アンタの足あしだと、10分ぷんぐらいってとこかねぇ？」

「早そう田だ、さん？」

「あぁ。ウチと同おなじように、代だい々だい、オバケが視みえる家いえなんだ」

「え！　ウチのほかにも、オバケが視みえる人ひとたちがいるのっ!?」

「もちろん。このモモキガハラは、もともと、そういった人ひとたちがたくさん住すんでたところさ。今いまは、すっかり少すくなくなっちゃったけどねぇ」

「そんな話はなし、はじめて聞きいたんですけど！」

「そりゃそうだ。アタシも、アンタに話はなすのは、はじめてなんだから」

「なんで今いままで教おしえてくれなかったのさ！　そんなスゴイこと！」

「視みえてなかったときのアンタに教おしえたって、信しんじやしなかっただろ？」

　……う！　それはバァちゃんの言いうとおりかも。

　だって、あーんな、でっかい米こめつぶみたいなのが、飛とびまわってるだなんて。

　想そう像ぞうできるヒトのほうが、少すくないだろ！

「でも、視みえるようになったからには話はなしは別べつだ。知しっておいたほうがいいこともある」

　バァちゃんはいつもよりやさしい声こえで言いうと、オレの頭あたまをなでてくれた。

「まようような所ところじゃないが、ねんのため、かんたんな地ち図ずを書かいておいたからね」

　バァちゃんはオレに紙かみをわたし、ニヤリと笑わらう。

「おつかいがすんだら、外そとであそんでおいで。夕ゆう方がたには、アイツのしつけもすんでるだろうさ」

「ホントに!?」

「あぁ。楽たのしみにしてな」

　た、楽たのしみ……のような、そうでもないような……。

　でもそれを言いっちゃうと、しかられそうだから、オレはうなずくだけにした。

　水みずをたっぷり飲のんだら、いざ出しゅっ発ぱつ。

　封ふう筒とうと、小ちいさなスイカの入はいったアミを持もち……おっと、ぼうしもわすれずに。

　日ひざしはギラギラで、スイカは思おもったより重おもいけど、ひきうけたからには、やりとげねば！

「じゃあ行いってきまーす！」

　玄げん関かんで見みおくるバァちゃんに大おおきく手てをふり、オレは門もんの外そとへと、かけだしたのだった。
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「早そう田ださん」ちは、近ちかいようで遠とおかった。

　バァちゃんが書かいてくれた地ち図ずのとおりに歩あるいていくと……？

　あれっ!?　まわりに田たんぼしかない！

「ほ、ホントにこの道みちでいいのかな」

　バァちゃんの地ち図ずを信しんじ、田たんぼのなかの道みちをすすんでく。

　すると、ぽつんとたってる一いっ軒けん家やが見みえてきた。

　門もんには、「早そう田だ」って表ひょう札さつが、かかってる。

　この家いえでまちがいないみたい。

　玄げん関かんへいってみると、トビラがばばーんとひらき、アミ戸どだけがしまってた。

　ちょっと不ぶ用よう心じんだな。

　よびだしのチャイムをおしてみると……。

　家いえの中なかから、やたらと明あかるいチャイム音おんがきこえてくるだけ。

「こんにちはー。眠ねむり田だともうしまーす！」

　こんどはちょくせつ、声こえをかけてみたけど……しーん。

　返へん事じもないし、物もの音おとひとつしない。

「おるすですかー？」

　やっぱり、しーん。

　こまったなぁ。封ふう筒とうは郵ゆう便びんうけに入いれておけばいいけど……スイカはどうしよう。

　やっぱり、日ひかげに、おいて帰かえるのが正せい解かいだよね？

　でも、目めだたないところだと、気きづかれないかもしれないし……。

　あたりをキョロキョロと、見みまわしてると。

　　　ちりん。

　かすかに、鈴すずみたいな音おとがする。

　どこかで風ふう鈴りんでもなったのかな、と思おもった、そのとき。

「──どちらさま？」

「わわわわわわわっ!?」

　いきなり、うしろから声こえをかけられ、オレは小ちいさくジャンプしてしまった。

　いつのまにか、女おんなの子こが立たってたんだ……！

　気け配はいを消けして近ちかづくだなんて、さては忍にん者じゃか……。

　オレよりすこし背せのたかい女おんなの子こは、ニコリともせず、こっちをじぃっと見みつめてる。

　色いろが白しろくて目めがすっとしてて、ちょっとかわいい。

　白しろい（ワンピースっていうんだっけ？）服ふくを着きて、髪かみを、頭あたまのうしろで結むすんでる。

　大人おとなっぽいけど……中ちゅう学がく生せいかなぁ？

　なんだか、ふんいきがバァちゃんに似にてて、なんとなく、おっかない。

「……なんの用ようなの？」

　オレがジロジロ見みちゃったからだろう、女おんなの子こはイライラした声こえで言いった。

　そうだった！　カンジンなこと、わすれてた！
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「あのオレ、眠ねむり田だ涼りょうって言いいます！　バァちゃんのおつかいで、これを持もってきました！」

　スイカと封ふう筒とうをさしだしながら、そう言いうと。

「あ、そう」

　２つをうけとりながら、女おんなの子こは、つぶやく。

　そして、小ちいさく首くびをかしげた。

「あんたが眠ねむり田だの……うん、なるほどね？」

「へ？　なるほど、って、なにが？　ですっ!?」

　とっさに言いい返かえすと、女おんなの子こは少すこしだけ笑わらった……ような気きがした。

　すぐに、もとの顔かおに、もどっちゃったけど。

「なんでもないわ。……ごくろうさま」

　女おんなの子こはそう言いうと、クルリと背せを向むけ、家いえの中なかへ入はいっていこうとする。

　そのとき。

　　　ちりりん。

　また、鈴すずの音おとがして……今こん度どは、どこから聞きこえてるのか、わかった。

　女おんなの子この髪かみのむすび目めに、小ちいさな鈴すずが、ついてたんだ。

　それにしても……この子この髪かみ、すごく長ながいなぁ。

　頭あたまのうしろでむすんでるのに、髪かみの毛けの先さきが、腰こしのあたりまでとどいてる。

　バァちゃんも昔むかしはびっくりするぐらい髪かみが長ながかった、ってジィちゃんが言いってたけど。

　この子こみたいなカンジだったのかなぁ？

　そんなことをぼんやり考かんがえていると、女おんなの子こが、クルリとふり返かえった。

「まだなにか？」

「い、いいえ！　おじゃましましたぁ！」

　声こえも顔かおも、なんだか、怒おこってるみたいだったので。

　オレは大おおあわてで早そう田ださんちから逃にげ…………ちがう！

　べつに、逃にげたりはしてないのだったっ！
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　キンチョー感かんに満みちたおつかいのあとは、まちにまった、自じ由ゆう時じ間かん。

　今日きょうは、田たんぼや虫むしの写しゃ真しんを、スマホのカメラでとりまくった。

　まっ昼ぴる間まの日ひざしはキョーレツで、長ながいことひなたにいると、頭あたまがクラクラしてくる。

　なので、ときどき、ひかげに逃にげこみながらの撮さつ影えい会かいだ。

　とった写しゃ真しんは、オレんちに帰かえってからプリントして、自じ由ゆう研けん究きゅうに使つかう予よ定てい。

　テーマは「田たんぼの生いきもの」。そのまんまだね。

　なかなかいい写しゃ真しんがとれたから、友ともだちの、セイジにじまんしてやろうっと。

　そんなことを考かんがえつつ、しばらく、近きん所じょを歩あるきまわってると。

　　　ぽにょんっ。

　スマホから、メールの着ちゃく信しん音おんがした。

　めずらしいな、お母かあさんからかな……げげっ、兄にいちゃんだ！

　タイトルは「リョウくんへ♡」……うげ、キモチわるい！

「えっと……『今日きょうは海うみにきてまーす★　セイジ君くんもいっしょでーす！』」

　そしてトドメは、海うみをバックに、兄にいちゃんの自じ撮どり。セイジつき！

　……………う！　ぜ！　え！

「なんで兄にいちゃんが、オレの友ともだちと、海うみに行いってんだ！」

　ガマンできず、オレがそうさけんだ直ちょく後ご。

　町ちょう内ない放ほう送そうのスピーカーから音おん楽がくがきこえてきた。

　……たしかこれ、夕ゆう方がたの５時じになったら流ながれるやつだ！

　まずい、早はやく帰かえって家いえのてつだいをしなきゃ！

　猛もうダッシュでジィちゃんちへと飛とびこむと、玄げん関かんでくつをぬぎながら声こえをはりあげた。

「ただいまー！　おそくなってごめ───」

「はじめましてご主しゅ人じんさまああああ！」

　　　ずどどどどお──────ん！

「うわあああああああ!?」

　なんだなんだなんだ！

　なにかが、体たいあたりしてきたぞ！　いってぇ！

　そして、玄げん関かんですっころんでしまった、オレが見みたものは……。

　まっ白しろで、米こめつぶみたいな形かたちの……ナゾの生いきもの。

「こ、こいつっ！　米こめつぶオバケじゃないか！」

「米こめつぶじゃないですぅぅぅー！」

　米こめつぶは、手て足あしをジタバタさせ、わめいた。

　……ひっ、人ひとのことばをしゃべれるようになってる!?
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「おかえり、涼りょう。どうだい？　話はなしができるようになってるだろ？」

　声こえをかけられて顔かおをあげると、バァちゃんが、とくいげにオレを見みおろしてた。

「本ほん当とうだ……バァちゃんすげぇ！　どうやって言こと葉ばをおぼえさせたの!?」

「方ほう法ほうはいろいろさ。神かみ様さまの力ちからをおかりしたり、テレビを見みせたりラジオを聞きかせたり」

　神かみ様さま？　テレビ？　ラジオ？

　よ、よくわからないけど、たぶん、説せつ明めいしてもらってもわかんないだろうな。

　バァちゃんは「ただねぇ」と、うでぐみした。

「そうじまでは、おぼえさせられなかったんだよ。思おもったより、アタマがわるくて」

「シツレイな！　フブキ様さまの教おしえかたがヘタクソ……うわ！　ウソですウソです！　たすけてご主しゅ人じんさま！」

　バァちゃんから頭あたまをわしづかみにされた米こめつぶは、バタバタあばれる。

　そう言いえばコイツ、なんか、顔かおがかわってる！

　マジックで書かいたみたいにグリグリした、黒くろい目め。

　それと、毛け糸いとをはりつけたみたいに、ヘニョヘニョな口くち。

　……すげぇ、ブキミじゃなくなってる！

「ほら、きちんとあいさつしな！」

　バァちゃんにつかまれたまま、命めい令れいされた米こめつぶは、なぜか胸むねをはる。

　そして、自じ己こ紹しょう介かいをはじめた。

「ご主しゅ人じんさま、ボクのことは『シツジ』ってよんでください！」

「シツジってなに？　ヒツジじゃなくて？」

「シツジはシツジですよ、ご主しゅ人じんさま！　シツジも知しらないんですかぁ？　バーカ！」

「ご主しゅ人じんさまに向むかってバーカって言いうのかよ！　だいたい、シツジっていったいなんなんだ！」

「たぶん『執しつ事じ』のことだろうねぇ。さっき、テレビでやってた外がい国こくのドラマをみてたから」

　ニコニコしながらそう教おしえてくれたのは、家いえの奥おくから出でてきたジィちゃんだ。

「ジィちゃん帰かえってたんだ。あ、あのね、オレ、オバケがね……」

「うんうん、吹雪ふぶきさんからきいたよ」

　ジィちゃんはそれでも笑わらいながら、オレの頭あたまをなでる。

　そして『シツジ』について、かんたんに説せつ明めいしてくれたけど……。

　いまいち、よくわからない。

　身みのまわりの世せ話わをする人ひと、でいいのかな……って、え!?

　こいつまさか、オレの身みのまわりの世せ話わをするつもりなの!?

「どーしましたご主しゅ人じんさま？　ぽかーんって口くちあけて。ボク、そういうの知しってます。マヌケづらって言いうんですよ！」

　バァちゃんに頭あたまをつかまれたまま、『シツジ』はウシャシャシャと、ヘンな声こえで笑わらう。

　その頭あたまにくる笑わらいかたは、なおせなかったのかなぁ。

「でもなんで、オレがこいつのご主しゅ人じんさま？　バァちゃんやジィちゃんじゃなくて？」

「そりゃあ、アンタが見みつけたオバケだからね。口くちがわるいのは、まぁ個こ性せいだと思おもってあげな」

　えー……。

　口くちがわるいのを「個こ性せい」っていうのは、ちょっとズルくないか？

「うーんと、『ご主しゅ人じんさま』ってよぶのは、やめてくれない？」

「ふぇ？　だったら、なんてよべばいいんです？」

　シツジは黒くろい目めをパチクリさせて、フシギそうにオレを見みた。

　そうしてると、ちょっとだけかわいい。

　ちょっとだけ、ね。

「オレのことは涼りょうってよんでよ。リョウ、だよ」

「リョウ？　ヘンな名な前まえですねぇ。ぷぇーくくくく！」

「……オレにこの名な前まえつけたの、バァちゃんなんだけど」

「ぷきききき、いたいっ、いたいですフブキ様さま！　リョウ、リョウってすごくいい名な前まえだと思おもいますよ！　ヘンだけど……って、いたいです、いたいですぅ！」

　必ひっ死しに、バァちゃんにあやまってはいるけど。

　リョウって言いうたび、ニヤニヤしてる。……ダメだこりゃ。

「もういいや。なら『ご主しゅ人じん』ってよんで。ご主しゅ人じんさま、じゃなくて、ご主しゅ人じん、ね？」
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　こうして、このヘンテコな米こめつぶは、オレのめしつかい（って言いっていいのかなぁ）として、バァちゃんちに住すみつくことになっちゃった。

　でもバァちゃんが言いったとおり、家いえの仕し事ごとはまだ、ぜんっぜんダメ。

　オレよりもできないって、どういうことなんだよ。

　ふとんをしかせたら、シーツも、まくらカバーも、めちゃくちゃのグチャグチャ。

　カーテンをしめさせたら、ぶらさがって、あそんじゃう。

　庭にわのそうじをさせようとしたら、ホウキでオレのことをポカポカなぐってくる。

　食しょっ器きをあらおうとしたら、コップを落おとしそうになったから、あわててやめさせた。

　おふろのお湯ゆをためても、すぐにせんをぬいて、空からっぽにしやがった。

　……おてつだいどころか、オレの仕し事ごとをふやしてるじゃないかコイツ！

　しかも、オレがてつだってんのに、自じ分ぶんだけテレビ見みて大おお笑わらいしてるし！

　どうしたものかと、頭あたまをかかえてたんだけど。

「───おまえ、いいかげんにしないと消けすよ」

　バァちゃんのこのひと言ことで、ようやく、マジメに仕し事ごとをするようになったのだった。
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　いつもの様ように、朝あさ５時じ半はんに目めがさめると……なにも見みえない。

　それもそのはず。

　シツジがオレの顔かおの上うえにのっかり、目めをふさぐようにして、ねてた。

　もうちょっと下しただったら、ちっ息そくしてたじゃないか！

　シツジのやつ、オレが寝ねる時じ間かんになっても、テレビの前まえから、うごかなかったのに。

　いつのまに、オレのところにきたんだろ。

　ひっぺがしたシツジは、そのへんに投なげとばしてやったもんね！

　身みじたくしたら、ペットボトルをかかえ、お勝かっ手て口ぐちへむかう。

　するとまたいつのまにか、さっきまでグーグーねてたはずのシツジが、おきてきてた。

「ご主しゅ人じん、朝あさっぱらからムニャどこいくですか？　家いえ出でするムニャですか？」

　ムニャムニャと、ヘンなしゃべりかたをしながら、背せ中なかにくっついてくる。

「こんなに堂どう々どうと家いえ出でするわけないだろ。神かみ様さまのお社やしろの水みずをかえに行いくんだ。……おまえが、きのう、ジャマしたやつ！」

「あのころは、ボクもコドモでしたからねぇ」

「きのうのことじゃないか！　……もういいや。バァちゃん、行いってきまーす！」

　今日きょうもぶじ、水みずかえができますように……って、え？

　なんで、シツジも外そとにでてくるわけ!?

　……そして、そのメガネと、首くびのとこの赤あかい蝶ちょうネクタイは、なにごとだ!?

「ボクとご主しゅ人じんは、イッシンドータイってやつなんです！」

「それだけはゼッタイに、いーやーだ！」

　なんで、こんな米こめつぶオバケと一いっ心しん同どう体たいにならなきゃならないんだよ！

「涼りょう、せっかくなんだ、そう言いわずに行いっておいで」

　バァちゃんまで、そんなことを言いう。

「そんなぁ……だいたいオマエ、そのかっこうは、なんなんだ！」

「いいでしょ！　フブキ様さまからもらったんですよ！」

「やった覚おぼえはないよ。ジィさんの部へ屋やから、勝かっ手てにとっていったヤツは、知しってるが」

「おーまーえーなー！」

　オレが蝶ちょうネクタイをひっぱると、シツジは「うわーん」と悲ひ鳴めいをあげた。

「まぁ、ジィさんのお古ふるだから、かまわないがね。……さ、早はやいとこ、行いってきな」

「でも、シツジをお社やしろにつれてって大だい丈じょう夫ぶ？　シュッて、消きえちゃわない？」

「ええええ！　ボク、シュッて消きえるのはヤですからね！」

　シツジはそう言いって、オレの頭あたまのうしろにしがみついてくる。

「大だい丈じょう夫ぶ。そいつをしつけたときに、神かみ様さまの力ちからをおかりしたって言いったろ？　それに、いっしょに生せい活かつするうちに、おまえがうまく力ちからをコントロールできるようになれば、言いうことをきかせるのだって、楽らくになるんだ。修しゅ行ぎょうのつもりで、いっしょに行いきな」

　バァちゃんにそんなふうに言いわれちゃうと、納なっ得とくするしかない。

　しかたなく、オレはいつもの山やま道みちへと、ふみだしたのだった。
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「ご主しゅ人じん、ボク、つかれましたー！　おんぶー！」

　シツジがそんなことを言いい出だしたのは、山やまをのぼりはじめて、１分ぷんもたたないうちだった。

　はじめはプカプカと浮ういてたのに、いきなり、オレの頭あたまにしがみつく。

「あのなぁ、まだ出しゅっ発ぱつしたばっかり……いでででで！　髪かみをつかむなよ！」

「ボクとご主しゅ人じんはイッシンドータイ！　タスケアイ！」

「だから一いっ心しん同どう体たいじゃねぇ！　動うごきまわるな！」

　シツジはオレの肩かたや頭あたまにのぼったり、おりたりを、くりかえす。

　ジャマだから、ふり落おとしてやろうと思おもったけど……ん？　そんなに重おもくないや。

　オバケだからなのかな？

「しょうがないなぁ。おとなしく、してろよ！」

　……あっちこっちに飛とんでいかれるよりは、マシだもんな。

　そう考かんがえて、許きょ可かすると、シツジはぺしりと、オレのひたいを、たたいた！

「ボク、いつも、おとなしいのに！」

「ふざけんな！　やっぱり、おりろ！」

「やなこった～！　はーらくちんです～」
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　すっかりゴキゲンのシツジをのっけて。

　オレは、ひきつづき、お社やしろを目めざしましたとさ……って、あ。

　もう、着ついちゃった。

　ほんと、あっというまだ。

　今日きょうは天てん気きがいいから、朝あさ日ひにてらされたお社やしろが、いつも以い上じょうにありがたく見みえる（今日きょう一いち日にち、シツジがヘンなことしでかしませんように）。

　決きめられたとおりに水みずをかえ、お社やしろにしっかりと手てをあわせた。

　そのあいだ、シツジは、ぼ～っとオレを見みていたものの。

　いきなりお社やしろに近ちかづいたかと思おもうと、なにかを、ぽちゃんと、水みずの器うつわにおとした。

「ちょっ！　おいっ！　なにするんだよ！」

「ボクもオソナエモノしたんです。ご主しゅ人じんみたいに」

　えへん、と言いわんばかりに、とくいげな顔かおになる。

「なんで神かみ様さまの水みずに入いれるんだ！」

「えー、オソナエモノを入いれるところじゃないんですか？　これ」

「ちがう！」

　あわわわわ！　ご先せん祖ぞサマごめんなさい！

　水みずの器うつわをのぞきこむと、小ちいさなキノコが、ぷかぷかと水みずにういてる。

　キノコからは、うっすらとケムリみたいなのが、たちのぼってたものの、すぐに消きえた。

　これ、前まえにも見みたけど……キノコの胞ほう子しってヤツなのかな？

　なんであれ、神かみ様さまの水みずを、キノコ水みずにするわけにはいかない。

　キノコを指ゆびでつまみ上あげ、なげすてようとすると、シツジが手て首くびにぶらさがってきた。

　ちょっと！　重おもいって！

「あー！　すてないで、すてないで！　ボクのオソナエモノなんですから！」

　仕し方かたがないので、水みずの器うつわのとなりに（シメジっぽいけどちょっとちがう）キノコをおきなおして、もう１回かい、手てをあわせる。

　チラリと横よこを見みれば、シツジも同おなじように手てをあわせようとしてた。

　……手てがみじかいせいで、すごーくやりづらそうだけど。

「そう言いえば、おまえって、キノコのオバケなの？」

　やたらキノコを持もってるから、もしかしてと思おもって、聞きいてみたら。

「はァ？　なにヘンなこと言いってるんです？　ちがいまーす！」

「……じゃあ、さっきそなえたキノコって、どこから取とってきたんだよ？」

「この奥おくの林はやしのトコからです。そこに、キノコのバケモノがねむってるんですよぅ！」

　………………へ？

　今いま、なんて言いった？　コイツ。

「キノコのバケモノって、なにそれ」

「むかしからいるヤツなんです。ボクは見みたことないですけど、ソイツがねてるところには、たくさんキノコが生はえてるんです。ちぎっても生はえて、ちぎっても生はえて。だから、キノコ投なげホーダイでした！　わーお！」

「やめろ！　なんてことすんだ！　バケモノが起おきたらどうする！」

「起おきませんよぉ。ご主しゅ人じんのおくびょうもの～腰こしヌケ～、オマエのバァちゃんオニアクマ～！」

「臆おく病びょう者ものでけっこう！　あと、さいごのやつ、バァちゃんにチクってやるからな」

「うわ～ん！　ごめんなさい！」

　シツジはペコペコと、頭あたまをさげていたものの……。

　なにを思おもいついたのか、楽たのしそうな顔かおになると、口くちを大おおきくあけた。

「そうだご主しゅ人じん！　キノコのバケモノのところ、見みにいってみます？」

「はぁ!?　何なに言いってんだ！　お、お社やしろの道みちからはなれたらダメなんだぞ？」

「ダイジョウブですよぉ。ボクがいっしょなんですから！　ほら、こっちですよぉ！」

「それがいちばん、不ふ安あんなんだけど……って、待まてよっ」

　シツジはオレの返へん事じなんて待またずに、雑ぞう木き林ばやしへと１人ひとり（１匹ぴき？）でガサガサ入はいってく。

　オレはあわてて、それを追おいかけた。

「おいっ！　ちょっと待まてってば！」

「ほら、すぐそこなんです」

　シツジに案あん内ないされ、背せのたかい草くさや、木きの枝えだをかきわけながら、奥おくへ奥おくへすすんでいく。

　すると、なにも生はえていない場ば所しょにでた。

　まるで、そこだけ、さっき草くさかりしたばかりみたいに、なんにもない。

「これ！　これ見みてください、ご主しゅ人じん！」

　大おお声ごえでよばれ、シツジがいるほうへと、顔かおをむける。

　そこには、コケまみれの岩いわが、でんっ、とおいてあった。

　よく見みると、その岩いわを中ちゅう心しんにして、木きや草くさが生はえてないみたいだ。

　なんでだろう、と不ふ思し議ぎに思おもっていると、シツジがケラケラ笑わらいながら言いった。

「この下したで、キノコのバケモノが、ねてるんですよぉ」

　───グケケケケケケッ！

「ひぇっ！」

　ヘ、ヘンな声こえが、聞きこえなかったか!?

　肌はだがビリビリして、ヤな感かんじだ！　さむけもするし！

　もう帰かえるぞ、と言いおうとしたら、シツジが頭あたまのうえで「あれぇ？」とヘンな声こえをあげた。

「な、なんだよ。どうした？」

「キノコがなくなってますぅ」

「そう言いえば、さっきおまえ、キノコがいくらでも生はえてくるって、言いってたよな」

「そうなんですぅ。岩いわのまわりにびっしりはえてたのに」

　首くびをかしげてるつもりか、シツジは体からだをナナメにかたむける。

「おまえが、ぜんぶ取とっちゃったんじゃないの？」

「でも、とっても、すぐにまた、はえてたんですよぉ！」

　そんな話はなしをしてるあいだにも、肌はだのビリビリがひどくなってくる。

　ときどき、静せい電でん気きがおきたときみたいに、バチッ、バチッて感かんじもするんだ。

　イヤな予よ感かんがジワジワとして、オレはとなりにういてたシツジの頭あたまを、ギュムとつかんだ。

「わわわわ、なにするですかご主しゅ人じん！　いたいですよ！」

「かえろ。オレ、ここキライだ」

「えー、ボクはぜんぜんヘイキなのにー。ご主しゅ人じんのよーわーむーしー！」

「うるせぇ！　弱よわ虫むしでけっこう！　オバケのおまえと、いっしょにすんな！」

　シツジをしっかりつかんだまま、オレは早はや足あしで歩あるきだす。

　そして、あと３歩ぽほどで雑ぞう木き林ばやしをぬけられるところまできた、そのとき。




　　　　ミタ　オまエ、オボエタ、ぞ




　　　ビリビリビリビリ……

　耳みみのすぐそばで紙かみがやぶれたような、おかしな音おとがした気きがして。

　でも、気きのせいだった気きもして。

「シツジ、いま、なんか言いった？」

「モガモガガッ……言いってまふぇんよ！　ご主しゅ人じんがボクの口くちのとこ、ギュッとしてたのに！」

　…………う、う、うわあああああああ！

　オレはダッシュで雑ぞう木き林ばやしをとびだす。

　山やま道みちにもどれなくなってたら、どうしようって、心しん臓ぞうがバクバクしてたのは、ヒミツだ。
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　だから、ぶじにお社やしろの前まえへもどってこられたとき。

　オレはお社やしろにむかって、頭あたまをさげまくった。

　もちろん、お礼れいだって言いいまくりだ。

「なにもありませんでしたねー。つまんない！」

「つまんなくていいんだよ。ほら、もう帰かえるぞ！」

　シツジの口くちのあたりをギュッとつかみ、山やま道みちを小こ走ばしりで帰かえる。

「シツジ、キノコのバケモノのところに行いったこと、バァちゃんたちには、ぜぇええったい、ヒミツだからな」

　道みちをはずれたことがバレたら、怒おこられるどころのさわぎじゃないもん！

「なんでですかー？　こんどはフブキ様さまもいっしょに……」

「もしバァちゃんにバレたら、おまえ、消けされちゃうかもしれないぞ！」

「ひぃ、それはイヤです！」

　全ぜん速そく力りょくで帰かえりつくと、軒のき下したにほしてたタマネギを取とりこんでる、バァちゃんがいた。

　オレがゼェゼェと、息いきをきらしてたからだろう。

　バァちゃんは、顔かおをしかめながら言いった。

「おそかったねぇ。そいつがイタズラでもしたかい」

「し、してませんよ！　ねぇご主しゅ人じん、ボク、いい子こでしたよね!?」

「いい子こじゃあなかったけど、イタズラはしてない………………かな？」

　神かみ様さまの水みずにキノコを入いれたのは、おそなえものらしいから、カウント外がい、だし。

　キノコのバケモノのところに行いったのは、オレもいっしょだったから……同どう罪ざいってことで。

「もうご主しゅ人じん！　そこは『してない』って、ハッキリ言いってやってくださいよぅ！」

「いててっ！　背せ中なかにのぼるな！　かみの毛けひっぱるな！」

　ジタバタするオレとシツジに、バァちゃんは、あきれ声ごえで言いった。

「なにもなかったんなら、いいことさ。さ、朝あさごはんにしよう。今朝けさはたまごやきだよ」

「わーい！　たまごやき、たまごやき！　で？　たまごやきってなんです？」

　シツジは大おおよろこびしながら、さきに家いえの中なかに入はいってく。

　ごはんを食たべるひつようなんて、ないクセに。

　オレは、グチャグチャにされたかみの毛けをととのえながら、そのあとにつづいた。

　あれだけ大おおさわぎしたのに、おなかがへってない気きがするのは……。

　かくしごとを作つくっちゃったせいだよなぁ、やっぱり。
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　朝あさごはんが終おわったら、日にっ課かの（ジィちゃんちにいる間あいだだけだけど）の宿しゅく題だいタイムだ。

　今いまはバァちゃんがとなりの部へ屋やにいるから、マジメにやらないと、お説せっ教きょうになっちゃう。

　こうなったら７月がつ中ちゅうに終おわらせて、あとは、遊あそびホーダイにしてやる！

　そんな野や望ぼうをいだき、テーブルの上うえにドリルやノートを目めいっぱい広ひろげてると。

　　　コロコロコロコロコロコロコロ

　シツジが、こっちへ、ころがってきた。

「ご主しゅ人じんは、ころがらないんです？」

「ころがらないんです。今いまから宿しゅく題だいやるから、おまえ１人ひとりで、ころがってろ」

「シュクダイってなんです？　ハンザイシャですか？」

「ちがう！　夏なつ休やすみが終おわったら、学がっ校こうにもっていって、先せん生せいにわたさなきゃならないもの！」

「ナツヤスミ？　ガッコウ？　センセイ？」

　……ことばの意い味みが、よくわかってないみたいだなぁ。

　犯はん罪ざい者しゃとか、みょうなことばは、知しってるくせに……。

「ええとな、カンタンに言いえば、オレのお仕し事ごとだよ」

「すわってできるなんて、ずいぶんとラクなお仕し事ごとですねぇ～」

　あッ、頭あたまにくるなぁコイツ！

　オレが言いいかえそうとしたとき、シツジはテーブルの上うえに、とびのる。

　そしてノートの上うえをのしのし歩あるくと、オレの手てからエンピツを取とっちゃった！

「なんだかオモシロそうですねぇ～」

　うわあああ、まてまてまて！

　漢かん字じの書かきとりが終おわったページに、ラクガキするなよ！

「バカバカやめろ！　ラクガキ帳ちょうじゃないんだぞ！　エンピツかえせ！」

「やなこったー！」

　ころがって逃にげようとするシツジを押おさえつけると、手て足あしをバタバタさせて、あばれだす。

　そのせいで、わぁわぁと、とっくみあいのケンカみたいになってしまった。

　……だから、こっちに近ちかづいてきてる、バァちゃんの足あし音おとなんて、気きづけるわけがない。

「なぁに、さわいでるんだい、おまえたち！　お客きゃくさんがきてるんだよ！」

　バァちゃんの声こえに、オレたちはすばやく起おきあがると、その場ばにならんで正せい座ざする。

　おそるおそるバァちゃんを見みあげれば……。

　しかめつらをしたバァちゃんのとなりに、見みおぼえのある、黒くろ髪かみの女おんなの子こが立たっていた。

　きのう、早そう田ださんの家いえで会あった女おんなの子こだ！

　女おんなの子こはあいかわらず、ニコリともしないまま、じっとオレを見みてる。

　……って、ちょっとまて。

　今いまのって、オレがたった１人ひとりで、タタミの上うえをころげ回まわってたように、見みえてた!?

　ゼッタイ、ヘンなやつだって思おもわれたじゃん！

　すると女おんなの子こは、オレのいるほうを、スッと指ゆびさした。

「おばさま、あの白しろいのが、さっきお話はなしされてたオバケですか？」

「あぁ。半はん日にちでしつけたから、いまいちなんだけどね。まぁ、孫まごのあそび相あい手てにはちょうど良いいよ」

　女おんなの子こはこくりとうなずくと、また、こっちをじっと見みる。

　……も、もしかしてこの子こ、シツジが視みえてるの？

　オレがそう、口くちをひらこうとした、そのとき。

「おぅおぅおぅおぅ！　おまえダレだ！　ヒトを指ゆびさすとは、いいドキョウだ！」

　シツジが、すごいいきおいで飛とんでいった。

　あいつ、また体たいあたりする気きだな！

「やめろシツジ！」

　オレは、さけぶのがせいいっぱいで、シツジをつかまえようとした手ては、とどかない。

　いっぽう、女おんなの子こはシツジをよけもせず……。

　てのひらでガシッと受うけとめると、ぺいっと、タタミへ投なげつけてしまった！

　うわぁ、バァちゃんみたい……いやいやいや、そうじゃなくって。

　この女おんなの子こ、やっぱりシツジが視みえてるんだ！

　　　て───ん！

　　　……てんてん、てん、てん…………ころり。

　オレがビックリしてるあいだにも、シツジはタタミをころがる。

　そして、またオレのそばまで、コロコロコロ……と、ころがってきた。

　ピクリとも動うごかなくなったけど……生いきてるのかな？
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　バァちゃんはそんなシツジをジロリと見みると、いつものように、ため息いきをついた。

「米こめつぶは、ほっときな。それより、あらためて紹しょう介かいしとくよ。この子こは、早そう田ださんのうちの娘むすめさんで、亜あ綺きっていうんだ」

「えええ、えっと、き、きのうはどうも！」

　タタミに正せい座ざしたまま、オレはふかぶかと、頭あたまをさげる。

　するとバァちゃんは、オレと女おんなの子こにこう言いった。

「アキも５年ねん生せいだから、涼りょうと同おないどしだね」

「えっ！　同おないどしぃ!?」

　おどろきすぎて、ひっくり返かえりそう。だってぜんぜん、オトナっぽい！

　アキちゃん───いや、まだ早そう田ださんのほうがいいのかな───はオレにぺこりと頭あたまをさげた。

　……きのうの態たい度どとは、大おおちがいだ。

「もうわかってると思おもうけど、アキも『視みえる』子こでね。いろいろと、教おしえてもらうといいよ。アンタの兄にいちゃんは、アテにならないだろうしねぇ」

　バァちゃんの言こと葉ばに、オレは思おもわずうなずいた。

　その通とおり。兄にいちゃんはアテにならない。

　そして、まったくアテにしたくない！

　むしろ、キケンなのだ！

「じゃ、アタシはお茶ちゃでもいれてくるかねぇ。……シツジ、アンタはいつまでも、ころがってないで、お茶ちゃのしたくぐらい、てつだえるようになりな！」

「ええええええー！　ごムタイなー！」

「おばさま、どうぞ、おかまいなく」

「ほら、あのムスメもおかまいなくって言いっ……ぶぎゃっ！　ご主しゅ人じん、たーすーけーてー！」

　シツジは、いつものように、バァちゃんにわしづかみにされ、台だい所どころへと連つれさられた。

　バァちゃんとシツジがいなくなったとたん、座ざ敷しきは急きゅうに、しずかになる。

　シツジはうるさいから、しばらく帰かえってこなくていい……なんて、思おもってたけど。

　よく考かんがえたら、今いま、この座ざ敷しきにはオレと早そう田ださんの２人ふたりきりってことじゃん！

　どうしよどうしよ！

　お客きゃくさん、しかも女おんなの子こを相あい手てにって、いったい、なにを話はなせばいいんだ!?

　マンガやテレビの話はなしじゃダメだよね、やっぱり……。

　昆こん虫ちゅうの話はなしは……もっとダメかぁ！

　オレがカチコチになっちゃってると、早そう田ださんはテーブルの向むこうがわへと、移い動どうする。

　そして、オレとむき合あうように正せい座ざすると、また、こっちをじーっと見みつめだした。

　……言いいたいことでも、あるのかな？

　しばらく待まってみたけど、早そう田ださんはいつまでも、オレを見みるだけ。

　このままだと、にらめっこ勝しょう負ぶになりそうだから、話はなしかけてみることにした。

「あの、そ、早そう田ださんはバァちゃんに、よばれたんですか？　オレにいろいろ教おしえるために？」

　……返へん事じしてくれなかったらどうしよう。

　そんな心しん配ぱいをしちゃったけど、そんなことはなかった。

「いいえ、きのうのお礼れいを持もってきただけ。そしたらおばさまが、あんたにアドバイスしてやってくれっておっしゃるから」

「そ、そうで、ござりましたか」

　なんだかいろいろと、申もうしわけない気き分ぶんになって、オレはぐぐぐと頭あたまをさげた。

「ヘンな敬けい語ごはやめて。それと『アキ』でいいよ」

　よかった、じつは敬けい語ごって、ニガテなんだよね。

　けど、名な前まえを呼よびすてにするのは、むずかしいかもなぁ。……だって。

「じゃ、『アキちゃん』でいい？　人ひとを呼よびすてにすると、バァちゃんが怒おこるんだ」

　おそるおそるお願ねがいしてみると、アキちゃんは、うなずいてくれた。

　そのとき。

『うわーん、ちょっとかじってみただけじゃないですかー！』

　台だい所どころのほうから、シツジの悲ひ鳴めいがきこえてきた。

　お、お客きゃくさんの前まえで、はずかしいヤツ……。

　オレが背せ中なかをまるめてると、アキちゃんは、ほんのちょっと笑わらった。

「よくしゃべるのね、あの白しろいの」

「う、うん。バァちゃんにしつけられる前まえは、もっとうるさかったよ。今いまもうるさいけど」

「御お山やまにいたんですって？　あそこは低てい級きゅうなのが多おおいから、話はなしができるようにしつけるのって、とてもたいへんなのに」

「テイキュウ？」

「オバケとしての、力ちからが弱よわいってこと」

「なるほどぉ。……ええと、バァちゃんは朝あさから始はじめて、夕ゆう方がたにはあんなのになってた」

「あんたのおばぁちゃんだから、できたことよ。眠ねむり田だの家いえは、モモキガハラで一いち番ばんだからね」

「うちが、一いち番ばん？　……なにが？」

「なにがって……霊れいを、オバケをあつかう力ちからに決きまってるじゃない！　知しらなかったの？」

　アキちゃんは目めをほそめると、あきれたような声こえで言いう。

　でもオレは、コクコクとうなずくので、せいいっぱいだった。

　オ、オレんちって、そんなにすごいのっ!?

　今いまの今いままで、聞きいたこともなかったんですけれどもっ。

　だってお母かあさんは眠ねむり田だのこと「代だい々だいつづく、ゆいしょ正ただしい米こめ農のう家か」って言いってたんだもん！

　な、なんか、すげぇぞ！　どうしよう。

　外そとに飛とびだして、さけびたい気き分ぶんになっちゃった！

　アキちゃんはなんか、つめたい目めで、オレを見みてるけど！
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「知しらないみたいだから、昔むかし話ばなしを、教おしえといてあげようか」

　コホンとひとつ、せきばらいをして、アキちゃんは話はなしはじめた。

「──むかし、むかーし。邪じゃ悪あくなバケモノがモモキガハラにあらわれ、暴あばれまわりました。山やまも川かわも、畑はたけも田たんぼも、家いえもヒトも、おとなしいオバケたちですら、めちゃくちゃにされたのです」

「オバケも、めちゃくちゃ……」

「そう。……そしてついに、モモキガハラが、なくなってしまいそうになったとき。１人ひとりの霊れい能のう力りょく者しゃがあらわれました。７体たいの、玉たま虫むし色いろのオバケたちをしたがえた、その霊れい能のう力りょく者しゃは、モモキガハラの人ひとたちと協きょう力りょくし、邪じゃ悪あくなバケモノを封ふうじこめたのです」

「な、７体たいのオバケ……」

「その後ご、霊れい能のう力りょく者しゃは、モモキガハラの地ちにのこり、悪わるいオバケたちを見み張はることにしました。そのおかげで、モモキガハラは平へい和わな土と地ちになりましたとさ。……おしまい」

　アキちゃんは、もう一いち度ど、コホンとせきばらいした。

「そんな昔むかし話ばなし……はじめて聞きいた」

「今いまでは、ほとんど伝つたわってないみたいだからね。あんたが知しらなかったのは、さすがにびっくりだけど」

「……そ、そ、それで？　その霊れい能のう力りょく者しゃって、ダレだったの!?」

　オレが身みをのりだして質しつ問もんすると、アキちゃんは、あきれ顔がおになった。

「だから、それが、あんたのご先せん祖ぞ様さまなんじゃない。裏うらの山やまにまつられてるでしょ！」

「マジで!?」

　オレが思おもわず立たち上あがってさけぶと、アキちゃんは、こくりとうなずいた。

「眠ねむり田だやウチをはじめとして、この町まちには大おおむかしから、そういう家いえが集あつまっててね。今いまはお米こめや野や菜さいを作つくったりしてるけど、むかしは、そとの村むらや町まちから、霊れい能のう力りょくをたよりにされてたんですって」

「そういう家いえって、どのぐらいあるの？　今いまは少すくなくなったって、バァちゃん言いってたけど」

「ええと、眠ねむり田だと早そう田だを入いれて、５、６軒けん、ぐらい？」

「そんなに!?」

　それだけあれば、じゅうぶんだと思おもうんだけど……。

「まぁ今いまは、町まちの人ひとでも、そのことを知しらない人ひとが、ふえてるけどね」

　口くちをパクパクさせておどろいてると、アキちゃんは、こまったような顔かおで言いった。

「え、なんで？　……ほかの人ひとに、教おしえないの？」

　そんなすごいことなら、どんどん町まちの人ひとに知しってもらえばいいのに。
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「ムリよ。ちょっと想そう像ぞうしてみて。あんた、夏なつ休やすみがおわって、学がっ校こうがはじまったとき、クラスのみんなに『オバケが視みえる』って言いって、信しんじてもらえると思おもう？」

　さっそく、言いわれたとおりに想そう像ぞうしてみる。

　…………ダメだ、笑わらわれる未み来らいしかみえてこない。

「だから、ほかの人ひとには、言いわないほうがいいの」

「そういや、兄にいちゃんも『オバケが視みえることは人ひとには言いわない』って言いってた」

　兄にいちゃんは、オレにオバケの話はなしをしてくれたことなんて、ほとんどない。

　オレもどうせ信しんじないと思おもってるのかな、なんてことを考かんがえてると。

　ダス、ダス、と、バァちゃんの足あし音おとが近ちかづいてきた。

　だいぶ力ちからづよくなってるってことは、腰こしはずいぶん、よくなってるみたいだなぁ。

「またせてすまなかったね。このバカ、お茶ちゃの用よう意いもできなくってねぇ」

　バァちゃんは、横よこでおぼんを持もってるシツジをにらんだ。

「ひどいやフブキ様さま！　あんな、つめたい石いしがあるなんて、きいてないですぅ！」

「あれは氷こおりって言いうんだよ。おぼえときな」

「むむむむむむむむ……！」

　シツジはどんどん、ふくれっ面つらになってく。

　なんか、イヤーな予よ感かんがするぞ……。

　オレがサッと、シツジの手てから、おぼんを取とりあげた直ちょく後ご。

　シツジは体からだを丸まるめ、ボールみたいになる。

　そして、その場ばでとびはね始はじめた！

　　　ボヨ～ン、ボヨ～ン、ボヨ～ン……

「フブキ様さまのアホー！　ご主しゅ人じんのマーヌケー！」

「……涼りょう、ジャマだから、米こめつぶをむこうに、ころがしときな」

　バァちゃんがそう言いったから、オレはシツジを部へ屋やのスミへと軽かるくころがした。足あしで。

「ご主しゅ人じんひどい！　せめて手てでぇ！」

　もとの形かたちにもどったシツジが、悲ひ鳴めいをあげた。

「だって、おぼんで手てがふさがってるし。いいからそこで、しずかにしとけ。命めい令れいな」

「ゼッタイ、いーやーでーすぅー！　ダンコ、キョヒしますぅー！」

「……確かく認にんしとくけど、オマエのご主しゅ人じんって、ホントにオレなんだよね？」

　お茶ちゃをアキちゃんの前まえにおきながら、シツジに言いうと……あ！

　このヤロウ、プイッて、そっぽむきやがった！

「いいからほっときな、涼りょう。……で？　なにかおもしろい話はなしは、聞きけたかい？」

「そうだった！　バァちゃん、うちが、モモキガハラで一いち番ばんの霊れい能のう力りょく者しゃの家いえだって、ホント!?」

　アキちゃんから聞きいたショーゲキの事じ実じつを、確かく認にんしようと……あ、あれ？

　なんでバァちゃん、そんなにフキゲンそうになってるの？

「……一いち番ばんってのは、なんの一いち番ばんなんだい」

「えっ!?　ええと、うちのご先せん祖ぞサマが、ジャアクなバケモノを封ふう印いんしたんだから……」

「バ───ッカモノ！」

　　　バチィイイイン！

「いいいってぇええええ！」

　バァちゃんの、キョーレツなデコピンだ！

「ごめんなさい、私わたしが昔むかし話ばなしを教おしえたんです！」

　バァちゃんとオレの間あいだに、アキちゃんが、わって入はいってくる。

　するとバァちゃんは、オレとアキちゃんの顔かおをかわるがわる見みながら、こまった顔かおをした。

「たしかに……昔むかし話ばなしでは、邪じゃ悪あくなバケモノを封ふうじたのは、ウチのご先せん祖ぞ様さまだってことになってはいるがね。実じっ際さいは、たくさんのヒトの協きょう力りょくがあってのことだったと、アタシは思おもうんだよ」

　バァちゃんはタタミの上うえに正せい座ざしながら、ゆっくりと、そう言いった。

「いいかい２人ふたりとも。アタシらの力ちからには、一いち番ばんも二番ばんもない。それぞれの家いえには、それぞれの役やく割わりがある。たとえば、眠ねむり田だは、バケモノを封ふうじ、ときには使し役えきし……というぐあいにね。だから、一いち番ばんだいじなのは、その役やく割わりを、真しん剣けんにつとめあげることなんだ。それを忘わすれちゃいけない」

　オレとアキちゃんが、だまってうなずくと、バァちゃんはニヤリと笑わらってオレを見みた。

「それにしても、アンタもすぐ調ちょう子しにのる子こだね、涼りょう。そういうとこは、麗れい一いち郎ろうの兄きょう弟だいだ」

「えええっ!?　か、カンベンしてよ！」

　オレ、兄にいちゃんとにてるって言いわれるのがキライだって、知しってるくせに！

　だけど、バァちゃんはオレにはおかまいなしだ。

「でも、いい機き会かいだ。涼りょうに、ご先せん祖ぞ様さまたちからうけついでる、眠ねむり田だの仕し事ごとを教おしえておこうか。アキも聞きいていきな」

　はい、とアキちゃんが返へん事じをする横よこで、オレはなんだかドキドキしてきた。

「カンタンに言いうと……モモキガハラのオバケたちを、見張ってるんだよ」

　バァちゃんはそう言いうと、麦むぎ茶ちゃをひと口くちのんだ。

「モモキガハラには、たくさんのオバケがいる。ほとんどは、おとなしいが、中なかには悪わるさをするのもいてね。そんなヤツらを眠ねむらせ、起おきてこないよう、見み張はるのさ」

「悪わるさするオバケって……シツジみたいなヤツ？」

　オレがおそるおそる質しつ問もんすると、バァちゃんは体からだをゆすって、笑わらいだした。

「ははは！　このていどだったら、ずいぶん楽らくなんだけどねぇ」

「ははははーはーははは！　ラクですねぇ！」

　いつの間まに、機き嫌げんがもどったのか、シツジもいっしょに笑わらってるけど……ぜったいイミわかってないだろ。

　バァちゃんは、しばらくシツジと笑わらっていたものの、急きゅうに、真ま顔がおになった。

「いいかい、涼りょう。アタシやジィさんが、決きまりごとをアレコレ言いうのは、ちゃーんと理り由ゆうがあるんだ。アンタがそれをやぶったら……どうなるか、わかるだろ？」

　バァちゃんの顔かおが、グググと近ちかづいてきて……オレは、冷ひや汗あせをかいた。

　今朝けさの、お社やしろの奥おくの雑ぞう木き林ばやしのことを、思おもい出だしちゃったんだ。

　だ、大だい丈じょう夫ぶ。もう、あそこには、ゼッタイに行いかないんだから……。

「だから、万に一つも起こしちまうなんてことは、あっちゃならない。……わかったら返へん事じしな」

「は、はいぃっ！」

　オレがさけぶと、バァちゃんは、アキちゃんへと顔かおを向むけた。

「さてと。今いまからアキんとこのジィさんに渡わたしてほしいものを用よう意いするから、もうちょっと待まってておくれ」

　バァちゃんがそう言いって、座ざ敷しきを出でようとしたとき。

「まーだ帰かえらないんですか！　このコムスメ！」

　いきなり飛とびおきたシツジが、両りょう手てをふりまわしながら、アキちゃんとバァちゃんのほうへと、すっとんでいった。

　あー、あんなに近ちかづいたら……。

「とっとと、うせろぉ……ギェエ～～～～～～～～～ッ！」

　シツジが、ものすごい悲ひ鳴めいをあげたのは……。

　ほっぺのあたりを、バァちゃんとアキちゃんの２人ふたりから、思おもいっきりつままれたからだ。

　それも、左さ右ゆう同どう時じに。

　　　むにゅーっ、びよーんっ！

　シツジのほっぺが、おもしろいように伸のびる。

　……口くちはわざわいのもとって、こういうことなんだな。

　気きをつけようっと。

「ひーん！　おぼえてろよー！」

　シツジはタタミの上うえをコロコロところがり、フスマにぶつかり動うごかなくなる。

　しばらくメソメソ泣ないていたと思おもったら、そのままグースカねてしまった。

　……いそがしいヤツだなぁ。

　アホなシツジを観かん察さつしているあいだに、座ざ敷しきはまた、オレとアキちゃんだけになってた。

「なかがいいのね、その白しろいのと」

　アキちゃんからの質しつ問もんに、オレは頭あたまをひねって考かんがえてみる。

「ど、どうだろう。こいつがここにきて、まだ１日にちだし……」

　なかは、悪わるくはないけれど、いいってわけでもないもんなぁ。

　でも、なんでアキちゃんはそんなこと聞きくんだろ？

「忠ちゅう告こくしておくけど。その白しろいののこと、『友ともだち』だなんて思おもわないほうがいいよ」

　つめたいお茶ちゃをひと口くちのんで、アキちゃんは静しずかにそう言いった。

「えっ？　……と、友ともだちとは、ぜんっぜん、思おもってないけど？」

「じゃあ、白しろいのがしゃべれるようになったとき、友ともだちになりたいって思おもわなかった？」

　オレはぶんぶんと首くびを横よこにふった。

　だって、どんなヤツなのか、まだぜんぜん、わからなかったんだもん。

「……今いまは、友ともだちになりたいって、思おもう？」

　アキちゃんが、うわめづかいで、そんなことを聞きいてくる。

「えぅっ？　ま、まだわかんない。なかよくはしたほうがいいと、思おもうけど……友ともだちっていうのは、ちょっと、ちがうかも。コイツ、ワケわかんないし」

　オレがそう答こたえてみると、アキちゃんは安あん心しんしたみたいに、ゆっくりうなずいた。

「ならいいけど。───わすれないで。オバケはしょせん、オバケなんだからね」

　オレの目めをまっすぐに見みながら、アキちゃんは少すこしだけ、つよい口く調ちょうで言いう。

　それがなんとなくさみしそうに見みえたのは……オレの、気きのせいなのかな？

　アキちゃんがかえったあとも……

「オバケはオバケ」

　……ってことばが、頭あたまにくっついて、はなれなかった。

　その日ひの夜よる、ねむくなって、ふとんにもぐりこんでも。
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　そして今朝けさもオレの一いち日にちは、お社やしろの水みずかえから、はじまる。

　きのうのことがあったから、なにか起おこるんじゃないかって、不ふ安あんだったけど……。

　御お山やまもお社やしろも、なーんにも、かわりがなかった。

　水みずかえが終おわり、家いえに帰かえってると、太たい陽ようが、どんどこ照てりつけてくる。

「今日きょうも、あつくなるのかなぁ。やーだなぁ……」

　こういう日ひこそ、プールがあればいいのに。

　モモキガハラには、オレが入はいれそうなプールって、ないしなぁ。

　８月がつに入はいって、オレんちにもどったら、ぜったいセイジとプールに……。

「……そういや、セイジ、兄にいちゃんと海うみに行いったんだよな」

　兄にいちゃんの超ちょうウザいメールを思おもい出だした、そのとき。

「ウミ!?　ご主しゅ人じん、ボク、ウミ知しってますよ！　テレビでみました！」

　シツジがオレの頭あたまの上うえで、ボヨンボヨンと飛とびはねだした。

「水みずがたーくさん、あるとこです。ほら、あっちにあるんですよ！」

　へ？　……御お山やまから、海うみなんて見みえたっけ？

　首くびをかしげつつ、木きのスキマから、シツジが向むいてるほうを見みてみると。

「なーんだ、あれは海うみじゃなくって、川かわっていうんだ…………川かわ!?」

　そうだ！　そうじゃないか！

「海うみがなんだ！　オレには川かわがある！」
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　───と、いうことで、オレはいま、『ライリュウ川がわ』にきています。

　ライリュウ川がわは、モモキガハラを横よこぎってる、大おおきな川かわだ。

　ジィちゃんちから、歩あるいて10分ぷんもかからないところを、流ながれてる。

　夏なつ休やすみにこっちにきたら、かならず、一いち度どはあそびにいくんだ。

　上じょう流りゅうにいくと、釣つりもできちゃう。

　でも、今日きょうみたいに、あっつい日ひは、水みずあそびにかぎるぜ！

　……まぁ、オバケ連づれなんですけどね。

「カーワー！　ながーい！　水みずたくさーん！」

　シツジは川かわを目めの前まえにして、やたらコーフンしてる。

　だれかに気きづかれやしないかと、まわりを見みまわしたけど、さいわい、だれもいなかった。

　まだ午ご前ぜん中ちゅうだからか、地じ元もとの子こたちは、きてないみたい。

　モモキガハラに、友ともだちがいるわけじゃないけど……１人ひとりなのも、ちょっとさみしい。

　……いや、バァちゃんには、「アキをさそったらどうだい？」って、言いわれたけどさ！

　さすがに、女おんなの子こと２人ふたりきりで川かわ遊あそびっていうのは、ダメじゃないかな!?

　ヘンなうわさとか、立たたない!?　アキちゃん、困こまっちゃうよね!?

　考かんがえただけで、はずかしくなり、オレは川かわへとトツゲキした。

「うぉおおお、水みずがつめてーっ！　でも、きもちいいーっ！」

　浅あさ瀬せで仁に王おう立だちし、天てんをあおいで、ほえまくる。

「見みたか、兄にいちゃん！　川かわの水みずは、しょっぱくねぇんだぞっ」

　……うん。自じ分ぶんでもムナシイって、自じ覚かくはある。

　それでも、川かわ面もをバシャバシャふみながら、１人ひとりでさわいでいると。

「ご主しゅ人じん、アタマ、だいじょうぶです？」

　よりにもよって、シツジに、そんなことを言いわれてしまった。

「ほっとけ。……おまえも、川かわに入はいってみれば？」

　さっきから宙ちゅうにういたまんまの、シツジを、さそってみる。

　……ところが、シツジは顔かおをしかめやがった。

「えー。ボク、さっきのご主しゅ人じんみたく、アタマおかしくなるのヤなんだけどなぁ」

「失しつ礼れいだなオマエ！」

　オレはシツジをギュムとつかまえると、下したはんぶんを、水みずにつけてやった。

　そのしゅんかん、シツジの体からだがブルルルルとふるえだす。

「ふぉおおお!?　つめたい！　つめたいですよご主しゅ人じん！」

　ぷるぷるふるえたまま、シツジはさけぶ。

　さわいでるシツジを見みているうち……。

　オレのイタズラ心ごころが、むくっとわいた。

「うぉりゃっ！」

　　　ジャババッ！

　両りょう手てで水みずを、すくいあげ……いきおいよく、シツジにあびせてやったんだ！

「つべたい！　なにするですかご主しゅ人じん！　ひどい！」

「スイカみたいに冷ひやしてやる！」

「ひどい！　せっかくオンセンをタンノーしてるというのに！」

「おまえ、温おん泉せんをよく知しらないだろ……。ほら、もういっちょ！」

　すっかり楽たのしくなったオレは、シツジにむかって水みずをかけつづける。

　するとシツジもバチャバチャと手て足あしを動うごかしはじめた。

「おのれぇ、ご主しゅ人じんのブンザイで！　テウチにしてくれる！」

「おっ、きのうテレビでやってた時じ代だい劇げきだな……って、うわわわっ！」

　シツジはその場ばで、ドリルみたいにクルクルまわりはじめた。

　　　バシャシャシャシャシャシャ！

　水みずしぶきが、ものすごい勢いきおいで飛とびちる。

　でも、ヒトにはできないワザだ。正しょう直じき、すげぇ。

「うわっぷっ！　時じ代だい劇げきにはそんな攻こう撃げきないだろ！」

「アンシンいたせ、イノチまではとら、とら……とら……ぬぬぬぅ～？」

　シツジの回かい転てんが、だんだんと、ゆっくりになったと思おもったら。

　　　バシャーン！

　水みずの中なかに、たおれこんで、動うごかなくなった。

　さては目めを回まわしたな……ってオバケも目めを回まわすのかよ。

　あわてて川かわからかかえ上あげると、シツジは「あーうー」と、うめき声ごえをあげる。

「ご、ご主しゅ人じん……ボクのカタキを、きっと、とってください……」

　せっかくだから、時じ代だい劇げきごっこに、のってやるか。

「しっかりしろ！　ダレにやられたんだ！」

「ご主しゅ人じんに、やられました……ぐふぅ」

「……なんでじゃ！」

　時じ代だい劇げきごっこ、これにておしまい！
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　ひとまず岸きしにもどろうした、そのとき。

　　　ビビーッ、ビビーッ、ビビーッ！

「う、うわっ!?　びっくりした！」

　この音おとは、兄にいちゃんからの電でん話わだ。わざと、イヤな着ちゃく信しん音おんにしてるんだよね。

　いそいで岸きしにもどり、タオルで手てをぬぐうと、スマホを手てにとった。

「…………もしもし？」

『もしもーし！　カッコイイお兄にいちゃんですよー！』

「オレにカッコイイ兄にいちゃんは、いません」

『ふざけんなよおまえ。……ねぇ、なんでキゲン悪わるいの？　なんで？』

「いったい、なんのご用ようですか？　オレ、いそがしいんだけど」

『１人ひとりさびしい涼りょうクンに、海うみの話はなしでも聞きかせてあげようかと。いいお兄にいちゃんですネ！』

「ば──────かっ！　オレだって、ライリュウ川がわにいるんだもんねーっ！」

　アタマにくるあまり、スマホを地じ面めんにたたきつけそうになるのを、寸すん前ぜんで、こらえる。

　……そして、気きづいた。

「あ──────ッ！　シツジ！」

　オレ、シツジをかかえてない！

　着ちゃく信しん音おんにビックリしたとき、川かわに落おとしたんだ！

　やばい、川かわに流ながされちゃったかも!?

『うるせぇぞ！　羊ひつじがどうした？』

「羊ひつじじゃない、シツジ！　オレの、めしつかいオバケなんだよ！」

『──────あ？　オバケ？』

　兄にいちゃんの声こえが低ひくくなった気きがしたけど、それどころじゃない。

　あわてて、川かわのほうをふりかえると。

「ふぁふぁんふぁ、ふぁんふぁんふぁ～～～～ん♪」

　川かわのどまん中なかで、おふろで歌うたうような歌うたを、ヘっタクソに歌うたってる、オバケがいた。

　よかった。おぼれてたら、どうしようかと思おもった……！

『おい！　聞きいてんのか、涼りょう！』

「なんだよ兄にいちゃん、まだなんか用よう？」

『おまえさっき、オバケって、言いわなかったか？』

　……あれ？　兄にいちゃんの声こえが、みょうに、かたいな？

「う、うん……実じつは」

　シツジが視みえるようになるまでの出で来き事ごとを、オレが、カンタンに説せつ明めいすると。

『はぁ──────ッ!?』

　電でん話わのむこうの声こえが、ぐっ、と低ひくく、ねちっこくなった。

　うわっ、やばいっ！

　……これって、兄にいちゃんが、フキゲンになってるときだ。警けい戒かい警けい報ほう！

　いったい何なにを言いわれるのかと、オレがみがまえてた、そのとき。

「スキありぃいいいい！」

　とつぜん川かわから飛とびだしたシツジが、オレにトツゲキしてきやがった！

　間かん一いっ髪ぱつで、かわしたまでは、よかったんだけど。

　　　バシャ──────ン！

　シツジが川かわにつっこんだせいで、水みずしぶきが、はねあがる。

　ギャ───！　オレのスマホ！　スマホがぬれる！

　オレは腕うでをピンとのばして、スマホを高たかくもち上あげた。

　そのとたん、あたりに、水みずしぶきが飛とびちり。

　太たい陽ようのひかりにまじって、キラキラしてる。

　そしてそのキラキラにまじり、白しろくてまん丸まるなものが、うかんでは消きえ……

　…………は？

　……なんだ？　今いまの？？？？

　水みずしぶきにまじって、ナニかがいっしゅん、視みえてた、ような？

　思おもわず手てをとめてみたけど、そこにはなんにもない。

　そこでもう１回かい、足あしで、水みずをバシャバシャしてみると……。

　また、白しろい球たまみたいなのが、でてきた！

　それも１個こや２個こじゃない。あちこちに、いくつも!?

「なんだこれぇぇ!?」

『さっきからうるせぇ！　オレの話はなしの、とちゅうだろうがっ』

「だだだだ、だって！　いま、なんか視みえた、なんか視みえたっ！」

『オバケが視みえたって話はなしだろ？』

「ちがう！　ししし、白しろくって、まん丸まるいの！　いっぱい視みえたけど、すぐ消きえた！」

　兄にいちゃんは、ちょっとだけだまりこんだみたいだけど、またすぐに、声こえがした。

『たぶん、それもオバケだ。そのへんに、ただよってるのが、視みえたんだろ』

「こ、こんなのもオバケなの!?　イタズラしてくるかな？」

『しねぇよ。小ちいさな虫むしみたいなもんだ』

「マジかぁ……こんな白しら玉たまだんごみたいなヤツらも、オバケなのかぁ」

　ため息いきまじりに言いうと、兄にいちゃんの、あきれ声ごえがした。

『白しら玉たまだんご？　オマエ、オバケが食くいものに見みえてんのか。ヒツジってのも、ラム肉にく？』

「ちがう！　……でも米こめ粒つぶみたいだから食たべものかも……いや、ちがう！」

『どっちだよ。……ま、いいや』

　兄にいちゃんはなんだか、ぶっきらぼうに言いう。

　でも、またすぐに、いつものウザい調ちょう子しにもどると。

『あ、そうそう。セイジ君くんから伝でん言ごんな。「海うみで食たべるヤキトウモロコシ、おいし』

　　　ブツッ。

　この電でん話わは、終しゅう了りょうさせました！

　スマホを岸きしにおいて、シツジのところに向むかうと……あ！

　シツジのヤツ、オレのタオルを、頭あたまにのっけてやがる！

「それ、お気きにいりのタオルなんだぞ！　いつのまに持もってきたんだっ。かえせ！」

　オレが、ザブザブ近ちかづいていくと。

　シツジはいっちょまえに、みじかい手てで、顔かおをかくした。

「もう～。バシャバシャしないでくださいよぅ、ご主しゅ人じん！　コドモじゃあるまいし！」

「ざんねんながら、まだ子こどもなんだよ、オレは！」

　水みずをバッシャバッシャとやっていると、視し界かいのスミを、白しろい玉たまがフワフワとただよう。

　あっちこっちを飛とびまわる、まぁるいヤツら。

　こいつらに、オレは心こころの中なかで、こっそり「シラタマ」と名なづけた。

　だってもう、白しら玉たまだんごにしか見みえないんだから、しょーがない。
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　ヘトヘトになるまで遊あそんで、帰かえりじたくを、はじめたころ。

　シツジはいつのまに、オレの頭あたまにしがみつき、うれしそうに言いった。

「ご主しゅ人じん、カワであそぶの、楽たのしかったですねぇ」

「う……うん？　まぁ、楽たのしかったかな？」

　まぁ、けっこう、予よ想そう以い上じょうに……な？

　オレがボソボソ答こたえていると、シツジは両りょう手てをブンブンさせた。

「ボク、お山やまと、眠ねむり田だのおうちの外そとにでるの、ハジメテです！」

「えっ、そうだっけ!?」

「そですよー。ムカシは、お山やまから出でようとしたら、ビリビリッてしてましたもん」

　そうだったのか……。

　１人ひとりで行いくよりはマシだと思おもって、連つれてきただけだったけど……よかった、のかも？

「また、いっしょに、お出でかけしましょーね、ご主しゅ人じん！」

「……そーだな」

「ヤクソクですよ！」

「お、おぅ。ヤクソクな」

　イキオイで、返へん事じをしちゃった、オレなのでした。
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　ライリュウ川がわからの帰かえりは、川かわによりそうようにつづいてる、ほそい道みちを歩あるいた。

　車くるまはとおれないけど、歩あるくなら、こっちが近ちか道みちなんだ。

　それにしても、全ぜん力りょくで遊あそんだから、くたびれた！

　帰かえったらゼッタイ昼ひる寝ねしよう……そう思おもってると。

「はぁー……いいお湯ゆでしたねー」

　シツジがうっとりと言いった。

　……オバケの好このみって、よくわからん。

「オマエがつかってたのはお湯ゆじゃなくって、水みずだったはずなんだけど」

「もうー！　ご主しゅ人じんってば、すぐそんな、むずかしいことを言いう！」

　……いま、そんなに、むずかしいこと言いった？　オレ。

　川かわや田たんぼをながめ、ときどき「わーお！」とさけぶシツジを、つっつく。

　そんなことをくりかえしながら、ダラダラ歩あるいていると。

　大おおきなクスノキが、見みえてきた。

　あの木きのある家いえの角かどを、左ひだりにまがると、ジィちゃんちが見みえてくるんだ。

「冷れい凍とう庫こにアイスあったよなぁ」

　心こころはすでにジィちゃんち……の冷れい凍とう庫こへとむかわせ、早はや足あしになる。

　そのとちゅう、５歳さいぐらいの男おとこの子ことすれちがった。

　虫むしとりアミを持もったその子こは、キョロキョロしながら、歩あるいてる。

　あたりにはトンボがたくさん飛とんでるから、それを、つかまえようとしてるんだろう。

　でも、ちょっとあぶないかも……って、ほら！

　やっぱり、ころんじゃった！

「わわわっ、だいじょうぶ？」

　オレはあわてて、男おとこの子こにかけよる。

　ヒザとヒジをすりむいてて、うっすら血ちがにじんでた。

　オレからすると、大たいしたケガじゃないんだけど、小ちいさい子こにとっては、一いち大だい事じだ。

　でも、男おとこの子こは泣なくのをぐっと、こらえてる。

　それに気きづいたオレは、お兄にいちゃん気き分ぶんで、「えらいぞ」と、ほめた。

　……ところが。

「バーカ、バーカ！　マヌケ！」

　男おとこの子この上うえを、グルグルまわりながら、シツジが言いいだした！

「シツジ！　小ちいさい子こにむかって、そんな言いいかたはないだろ！」

　オレはシツジを見みあげ、思おもいっきりさけぶ。

　すると、男おとこの子こは、泣なきだしそうだったのもわすれ、フシギそうにオレを見みた。

　……そっか、この子こはシツジが視みえないんだ。

　だからオレが、なにもないとこにむかって、さけんでるように、見みえてるんだ。

　視みえないのをいいことに、シツジのヤツ、ベロベロバーなんてしてやがる！

「えー！　だって、コイツがころぶのがわるいんですもん！　ドジドジー！」

　また、ひどいこと、言いいやがった！
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「おまえ、あとでお説せっ教きょうだ！　おぼえとけ！　……えっと、きみ、おうちはどこ？」

　とりあえずシツジはムシだ、ムシ。

　体からだをかがめ、男おとこの子こにしつもんする。

　すると、男おとこの子この顔かおが、くしゃりとゆがんだ。

　やっぱり、ケガがいたいんだな。

「うちまで、送おくってあげようか？」

　オレが男おとこの子こに話はなしかけてる間あいだも、シツジは上うえをグルグル飛とびつづける。

「こんなヤツ、田たんぼに、おとしちゃいましょうよー」

　……って、おい！

「おちろー、おちろー、田たんぼにおちろー！」

「シツジ！　いいかげんにしろ…………あっ!?」

　オレがシツジを見みあげながら、そう、怒ど鳴なったとき。

　　　パシッ！

　男おとこの子こが、オレの手てをふりはらった。

「お兄にいちゃん……だれと、しゃべってるんだよぅ！」

　男おとこの子こは虫むしとりアミを乱らん暴ぼうにつかむと、オレからすぅっと、距きょ離りをとる。

　そして、走はしって、逃にげて行いっちゃった……。

　どんどん遠とおざかってく、男おとこの子こを。

　オレはぼうぜんと、ながめた。

　……あの子こ、オレを、おびえた目めで、見みてた。

「なんだアイツー！　失しつ礼れいなヤツですねー！」

　シツジが、ほっぺをふくらませながら、そんなことを言いい出だした。

　まるで男おとこの子こが悪わるいみたいな、いいぐさに、オレはカチンとくる。

「失しつ礼れいなのはどっちだ！　オマエが、ひどいことばっかり、言いうから！」

「ドジにドジって、いっただけですもん。アイツ、よわそうでしたし～」

「よわそうって……小ちいさい子こなんだぞ!?」

「ボクよりは、大おおきかったですよ？」

「そういうイミじゃ、なくて！」

「いーじゃないですかー。どうせ、ボクのこと、視みえてなかったでしょ」

「いいワケあるか！　……それに、オレはあの男おとこの子こにっ！」

　───おびえられたんだ。

　あの子こには、シツジが視みえてなかったから。

　オレがヘンなひとに見みえたのは、しかたがないことだけど。

　そう、きっと、たいしたことじゃ、ないけど。

　……でも、シツジさえ、あんなコトを言いわなけりゃ！

「いいかシツジ、命めい令れいだ！　あんなヒドイこと、二に度どと言いうな！」

「わっかりましたよー。ご主しゅ人じんの、バーカ！」

　シツジは宙ちゅうにういたまま、口くちをとがらせ、おりてこようともしない。

　……ホントに、わかってんのかなぁ!?
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　そのあとは、ジィちゃんちにつくまで、オレはシツジとひと言ことも口くちをきかなかった。

　シツジはベラベラしゃべってたけど、ゼッタイに、へんじをしてやらなかったんだ。

　ジィちゃんちについて、やっと、そのことに気きづいたんだろう。

　シツジはオレの顔かおのまん前まえで、口くちをとがらせた。

「ごー主しゅー人じん！　なんで、おこってるんですかー？」

「さーあー！　なんででしょうねー？」

　ついつい、シツジの口くちマネをしちゃったけど。

　今いまは、シツジの顔かおを見みたくないキブンだぜ。

「でも、ボク、今日きょういいコにしてましたよねぇ？」

　……いちいち、ツッコミをいれるのも、つかれた。

　どこがだ、と、つぶやくことしかできない。

　それでも、シツジには、聞きこえてしまったらしい。

「えー!?　ご主しゅ人じんの目めは、フシアナでしたか！」

「うるさあああい！　オレは本ほん気きで、おこってるんだからな！」

　あああああああ！　ハラたつなぁ！　もう！

　コイツ、自じ分ぶんがひどいこと言いっただなんて、ぜんっぜん、思おもってないんじゃないか!?

　そう言いえば……オレとはじめて会あったときだって、そうだ。

　キノコですべってころびそうになったオレを見みて、大おお笑わらいしてたっけ。

　バァちゃんに「しつけ」される前まえではあったけど、ザンコクなヤツだった。

　───「オバケはオバケ」って、こういうことなのかなぁ。

　まさか、アキちゃんが言いってたことばの意い味みに、こんな形かたちで気きづくなんて思おもわなかった。

「シツジが、御お山やまから出でられないままだったら……良よかったのに」

　そうしたら、だれも……オレも。

　イヤな思おもいをしないで、すんだかもしれないのに。
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　気きがつけば、いつの間まにか寝ねる時じ間かんになっちゃってた。

「オレはだんだん、ねむくなーる、ねむくなる」

　自じ分ぶんにサイミン術じゅつをかけるみたいに、つぶやきながら、ふとんをしく。

　こういうとき、シツジは決きまってジャマしにくるんだけど、今日きょうはこない。

　それどころか、近ちかくにもいないことに、今いまごろ気きづいてしまった。

　いつもはそのへんで、かってに大おおさわぎしてるから、気きにもしてなかった。

「シツジー、もう、ねるからなー！」

　大おおきな声こえでよんでみたけど、出でてこないし、へんじもない。

　いじけて、かくれちゃったんだな。

　それとも、また、テレビに夢む中ちゅうになってるとか。

　……まぁ、いいや。

　どうせ明日あしたになったら、でてくるんだし。

　ジィちゃんたちにおやすみを言いったあと、飛とびこむようにして、ふとんに寝ねころがる。

　ねむれなかったらどうしようって、心しん配ぱいだったけど……。

　電でん気きを消けして目めをつむっていたら、いつのまにか、寝ねちゃってたのだった。
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　いつものように６時じ前まえに起おきると、ジィちゃんがまだ家いえにいた。

　えんがわに立たって、ブンブンと手てをふりまわし、ナゾの体たい操そうをしてる。

　あいさつしようとして、気きづいたんだけど……。

　今朝けさは、なんだかやけに静しずかだな？

　気きになって台だい所どころをのぞいてみる。

　でも、朝あさごはんを作つくってるバァちゃん１人ひとりしか、いない。

　……あれっ？　シツジはどこだ？

　廊ろう下かをぺたぺたと歩あるきまわって探さがしていると……。

「おはようリョウちゃん！　さっきからどうしたの？」

　ジィちゃんから、いきおいよく声こえをかけられた。

「お、おはよ！　……あ、あのさ、シツジ知しらない？」

「え？　そこにいるけど？」

　そう言いって、ジィちゃんはオレの頭あたまの上うえあたりを指ゆびさす。

「えええ、どこ？　どこ!?」

　オレはあわてて上うえを見みてみたけど、見みえたのは、高たかい天てん井じょうだけ。

「い、いないよ？」

　キョロキョロとあたりを見みまわしていると、ジィちゃんはふいに、真ま顔がおになった。

「もしかして」

　そうつぶやくと、オレのすぐ目めの前まえで。

　　　パチン！

　両りょう手てを、打うちあわせた。

「うわっ!?　な、なんなのジィちゃん！」

　おどろいたオレは、うしろに飛とびのき、廊ろう下かのカベにドスンとぶつかる。

　けど、ジィちゃんはなにも言いわず、右みぎてのひらを上うえにむけ、オレの目めの前まえにさしだした。

「───リョウちゃん。ここに、なにか視みえる？」

「へ？　な、なにもないけど？」

　見みたままのことを、おっかなびっくり答こたえる。

　するとジィちゃんは、すごくむずかしい顔かおになった。

　ジィちゃんのそんな顔かおを見みるのは、はじめてだから、不ふ安あんになってくる。

　けど、すぐに、ふにゃりと、いつものやさしい顔かおにもどった。

「ジィちゃんは今いま、てのひらに、小こ鳥とりの形かたちをしたオバケをだしてるけど……視みえる？」

「小こ鳥とり？　う、ううん、視みえないよ」

「そっかぁ……って、あ！　こら、シツジちゃん！　鳥とりさんいじめちゃダメ！」

　ジィちゃんは、いきなりあわてたけど、なにが起おこってるのか、オレにはさっぱりわかんない。

　小こ鳥とりのオバケってやつも、シツジも、ぜんぜん視みえてないんだ。

「ねぇジィちゃん、シツジも、今いま、ここにいるんだよね？」

　ジィちゃんは、ゆっくりうなずいた。

「オレ……視みえなくなったの？　なんで？」

　オレがそうたずねると、ジィちゃんは腕うでをくみ、考かんがえこんだ。

「視みえるようになったのも、いきなりだったからねぇ。まだ安あん定ていしてないのかも」

「アンテイ？　じゃ、そのうちまた、視みえる？」

「それはわかんない。今日きょうだけかもしれないし、このままずっと、視みえないままかも」

　えっ……マジで？

　……そのとき、ドン、と、肩かたに両りょう手てがのった。バァちゃんだ。

「気きにしないでいいさ、涼りょう。もし視みえないままなら、夏なつ休やすみに、ちょいと変かわった思おもい出でができたと、思おもえばいい。……まぁ、日にっ記きにゃ書かけないだろうけどねぇ」

　大たいしたことじゃない、といったふうに、バァちゃんは笑わらう。

　たしかに、夏なつ休やすみの数すう日じつ間かんだけオバケが視みえたのは……いい、思おもい出でと、いえなくもないけど。

「えっと……じゃあさ、シツジはどうなっちゃうの？」

　もしかして、オレが視みえなくなったら、消けしちゃうのかな？

　いちおうは「ご主しゅ人じん」ってよばれてるオレが、シツジを視みることができなくなったんだ。

　ザンネンでした、で、すませられるような話はなしじゃない。

「大だい丈じょう夫ぶ。そのときは、アタシの手て伝つだいでもさせるさ。そうじも、せんたくも、根こん気きづよくしつければ、できるようになるかもしれないしね。……アンタはちょっと、しずかにしてな」

　バァちゃんはそう言いうと、なにもないとこを指ゆびでつまむ。

　たぶんそこに、シツジがいるんだろう。

　また、ヘンなことを言いったにちがいないんだ。

　オレには視みえないのに、聞きこえてないのに、なんか、おかしな感かんじがする。

　自じ分ぶんだけ、のけものに……ひとりぼっちにされたみたいだった。
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　シツジが視みえなくなっても、オレの仕し事ごとはいつもと変かわらない。

　水みずの入はいったペットボトルをかかえ、お社やしろへとむかう。

　シツジもいっしょに行いきたがってたらしいけど、バァちゃんに止とめられたみたい。

　そりゃそうだ。

　シツジがイタズラしても、今いまのオレは、気きづけないんだもんな。

　朝あさ日ひをあびたお社やしろは、今日きょうもたのもしい。

　なにごともなく、水みずかえをすませたあと。

　オレは目めをとじ、いつも以い上じょうに時じ間かんをかけ、お参まいりしてみた。

「ご先せん祖ぞサマ、また視みえるでしょうか。それとも視みえないままでいくんでしょうか」

　思おもわず声こえに出だしてみたけど、答こたえてくれる人ひとなんていない。

　どうして視みえるようになって、また視みえなくなったのか。

　そして、このあと、また視みえるようになるのか。

　……それこそ、神かみのみぞ知しる、ってヤツなのかも。
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　朝あさごはんのあと、ジィちゃんとバァちゃんは、となり町まちの病びょう院いんへと出でかけてった。

　バァちゃんの、腰こしの診しん察さつのためだ。

　となり町まちの病びょう院いんは患かん者じゃさんがおおいから、朝あさはやくいかないと、午ご前ぜん中ちゅうに帰かえれないんだって。

　ジィちゃんたちが、出でかけたら、オレはいよいよひとりぼっちだ。

　たぶんシツジはそのへんにいるんだろうけど、視みえないんだから、だれもいないのと同おなじ。

　よし！　ジャマされず、宿しゅく題だいができるぞ！

　……って、ダメだ！

　算さん数すうやっても国こく語ごやっても、ぜんぜん集しゅう中ちゅうできない！

　しまいには、タタミの上うえに、ばたんとひっくり返かえってしまった。
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　あー。バァちゃんちの天てん井じょうって、高たかいなぁ。

　……。

　…………。

　……………………あ、そうだ！

　あることを思おもいつき、玄げん関かんのちかくにおいてある電でん話わへと、ダッシュする。

　今日きょうは平へい日じつだから、お父とうさんもお母かあさんも、もう仕し事ごとに行いっちゃってるはず。

　だから電でん話わに出でるのは……。

『おまえなぁ、こんな朝あさはやく、電でん話わしてくんなよなぁ』

　アクビしながら、フキゲンそうに電でん話わに出でたのは、やっぱり兄にいちゃんだった。

　朝あさ早はやくって、もう８時じ半はんを、すぎてるんだけど。

　夏なつ休やすみだからって、だらけてるなぁ。

『母かあちゃんならもう仕し事ごと行いっちゃったぞ。今日きょうは昼ひるすぎまでだってさ』

「ううん、兄にいちゃんに用よう事じがあるんだ」

『オレに、涼りょうクンが!?　めっずらしい！　雪ゆきどころかヤリがふるぞオイ！』

　ワケのわからない茶ちゃ化かしかたをする兄にいちゃんに、文もん句くを言いいたくなるのをぐっとこらえる。

　そして、オバケが視みえなくなっちゃったことを、話はなしてみた。

　兄にいちゃんなら、いい解かい決けつ方ほう法ほうを知しってるかもしれないと思おもったんだけど……だけど。

『そんなもん、オレに言いわれてもわかるわけねぇじゃん』

「えっ、なんでっ？」

『だってオレ、小ちいさいころからフツーに視みえてるし。だから「視みえない」ってのが、わかんねぇんだよ。おまえも前まえは「視みえる」ってのがどういうコトか、わからなかったわけだろ？』

「そ、それはそうだけど……」

『でもまぁ、せっかくの涼りょうクンのシツモンですしねぇ？　教おしえてやってもいいですけどぉ……いくら払う？』

「───は？　お金かねとる気きかよ！」

『あったりまえだろ！　タダで情じょう報ほうをもらおうだなんて、社しゃ会かいはそんな、あまくねぇぞ！』

「それぐらい、サービスしろよ！」

『おまえにとっちゃ〝それぐらい〟でも、オレにとっちゃ大だい事じな情じょう報ほうなの！　……それになぁ』

　兄にいちゃんの声こえが、フキゲン声ごえに、ガラリと変かわった。

「な、なんだよ。こわい声こえだして……」

『この間あいだの電でん話わで言いいそびれたけど。……お兄にい様さまはねぇ、とってもびっくりしてるんだけども』

「びっくりって……なにがだよ」

『なんで、「視みえる」ようになったことを、オレにはやく言いわねぇんだ？　あぁ？』

　うげげげ、やっぱりキゲンがわるくなってる！　でも、なんで!?

「そんなこと言いったって……。だいたい、なんで、兄にいちゃんに言いう必ひつ要ようがあるんだ！」

『バカ野や郎ろう！　おまえが視みえるようになっちまったら、いろいろと、考かんがえなおさなきゃならないことが、でてくるんだぜ？』

「な、なにを考かんがえなおすの？」

『オレ様の、この先の人生の計画について』

「はぁ？　また、ワケのわかんないこと、言いいやがって！」

『あまえんな！　ワケがわかるように、もっと努ど力りょくしやがれ！』

　ねぇ、オレ今いま、どこか、あまえてた!?

　別べつに、あまえてなんか、ないよね!?

　なんて言いい返かえしてやろうかと、オレが必ひっ死しに考かんがえてると。

『ま、「視みえなくなった」ってことは、バァちゃんちに行いく前まえの、おまえにもどっただけだろ。あんま、気きにすることでもないんじゃね？』

　とつぜん、話はなしをもとにもどした兄にいちゃんは、アクビまじりの声こえで言いった。

「そ、そんなカンタンに言いうけどさぁ……」

『カンタンだろ。そもそもなぁ、オバケなんか視みえたって、いいことねぇし？　……じゃあな。オレ、まだ、ねむいんだ』

　兄にいちゃんは、言いいたいことだけベラベラとしゃべる。

　そして最さい後ごに大おおアクビをすると、オレの返へん事じも聞きかず、電でん話わをきっちゃった。

　あいかわらず自じ分ぶん勝かっ手てなヤツだけど……。

　気きにするなって言いわれたのは、はじめてかもしれない。

　……あ！　けっきょく、解かい決けつ方ほう法ほう、おしえてくれなかった！
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　なんの解かい決けつにもならなかった、兄にいちゃんとの電でん話わのあと。

　いつもどおりに宿しゅく題だいしたり、課か題だいの本ほんを読よんだりしてみた。

　でも、いまいち集しゅう中ちゅうできなくて、どうにも長ながく、つづかない。

　シツジがきてからというもの、毎まい日にち、ドタバタしまくりだったからなぁ。

　今いまは静しずかすぎて、体からだがコンランしてるのかも。

　……そうだ。こんなときこそ、気き分ぶんテンカンですよ！

「シツジ！　オレ、散さん歩ぽに行いくからな！」

　いちおう、声こえをかけてみる。

　もしかしたら、ついてくるかも。

　……視みえないから、確かく認にんしようがないけどね。

　あずかってたカギで戸とじまりしたら、いざ出しゅっ発ぱつ。

　行いきさきは……そういや、決きめてなかった。

　テキトーにあるけば、どこかにつくよね。

　門もんをでたら、右みぎと左ひだり、どっちに行いこうか、なやんでしまう。

　どうしようかと考かんがえながら、なんとなく御お山やまをふりかえった、そのとき。

　　　───ぞわり。

　背せ中なかじゅうに、トリハダが広ひろがった。

　な、なんでっ!?

　御お山やまはいつもどおり……の、はずなのに!?

　あそこは神かみ様さまが……ご先せん祖ぞサマが守まもってる山やまなんだ。

　気きのせい……そう、気きのせいだ。ちょっと、つかれてるし！

　オレは御お山やまにクルリと背せをむけると、門もんからとびだした。

　まずは田たんぼぞいの道みちを歩あるき、駅えきのほうをめざす。

　自じ動どう販はん売ばい機きでジュースを買かい、ジュースのみのみ、散さん歩ぽをつづける。

　バァちゃんに見みつかったら、「ぎょうぎが悪わるい！」って、しかられるだろうな。

　……あっついから、見みのがしてください。

　そうして気きがついたら、まわりが田たんぼだらけの道みちを歩あるいてた。

　ここってたしか、アキちゃんちの近ちかくじゃなかったっけ？

　まっすぐ行いっても、行いきどまりだったはずだから、引ひきかえそうと、まわれ右みぎをする。

　そして、前まえへすすめと、足あしをふみだそうとしたとき。

　うしろから、「リョウ」と名な前まえをよばれた。

　……だ、だれっ!?

　びっくりして、ふりかえると、早そう田ださんちの門もんの前まえに、アキちゃんがいた。

　門もんのかげのなかで、白しろいワンピースが、すごくめだってる。

　な、なんで、こんなところにっ……あ、そうか。アキちゃんちだからか。

　アキちゃんは何なにも言いわず、オレを手てまねく。

　……メイレイ、ですよね。やっぱり。

　よばれるがまま、近ちかづくと、アキちゃんはすこし、首くびをかしげた。

「アンタ、今日きょうはやけに好すき勝かっ手て、させてるね？」

　アキちゃんは、ちょっとあきれ声ごえだった。

「なんのこと？」

「その白しろいの、顔かおにへばりついてるじゃない。前まえが見みえなくて、歩あるきにくくない？」

「え！　シツジ、今いま、オレにくっついてるの!?」

　いっしょにきてるかも、とは思おもったけど……シツジのこと、すっかりわすれてた！

　オレが、すごくビックリしてしまったからだろうか。

　アキちゃんは、ジィちゃんがそうしたみたいに、なんだかむずかしい顔かおをした。

　いきなりオレの手てを引ひっぱると、ズンズン歩あるきだす。

「えっ、なになに、アキちゃんどうしたの！」

　アキちゃんはなにも答こたえないまま、えんがわへオレをつれて行いく。

　そして、肩かたをおさえこむようにして、すわらせた。

「どういうことか、話はなして？」

　オレの横よこに腰こしをおろし、アキちゃんは言いう。

　……うわぁ、アキちゃんには、なんでもお見みとおしなんだ。

　こうなったら、しかたない。

　オレはアキちゃんにわけを話はなした。

　今朝けさ、いや、もしかしたら、きのうの夜よるから、シツジが視みえなくなったかもしれない、って。

　アキちゃんは、あいかわらず無む表ひょう情じょうだったけど。

　さいごまで、ちゃんと話はなしを聞きいてくれた。

　こういうところ、兄にいちゃんとは大おおちがいだ。

「つまり……前まえにもどったって、言いえばいいのかなぁ」

　オレの話はなしが終おわると、アキちゃんはじっと空そらを見みる。

　なにか考かんがえこんでるみたい。

　でも、すぐに顔かおをまっすぐにもどすと、少すこし大おおきな声こえで話はなしだした。

「きれかけてる、電でん灯とうみたいなものね」

「へ？　で、電でん灯とう？」

「そう。ついたり消きえたりするみたいに、視みえたり視みえなかったりするものなの。オバケって」

「アキちゃんもそんなとき、あるの？」

　おそるおそる聞きいてみると、アキちゃんはオレを見みて、うなずいた。

「そりゃあ、あるわよ。勉べん強きょうとか、家いえのてつだいで、いそがしいときなんか、視みえなくなるわ。……たぶん、心こころのおくで『今いまは視みたくない』って思おもってるからだって、死しんだおばぁちゃんが言いってた」

　アキちゃんの話はなしを聞きいていると、ふと、兄にいちゃんが言いってたことを思おもいだす。

「兄にいちゃんは、『視みえないっていうのがわからない』って、言いってたなぁ」

「へぇ。──そう言いえば、すごく力ちからが強つよいんだってね？　アンタのお兄にいちゃん」

「うん。レイイチロウって名な前まえなんだけど、生うまれつき力ちからが強つよいのがわかったから、バァちゃんがレイの字じを、霊れい能のう力りょくの『霊れい』って字じにしようとしたぐらいなんだって。でも、お母かあさんがすごく反はん対たいして、今いまの字じになったみたい」

「へぇ！」

　その話はなしが気きにいったのか、アキちゃんはすこし笑わらうと、オレに顔かおを近ちかづけてくる。

　わわわ、ちょっと、ドキッとしたぞ！

「どんな人ひとなの？」

「えっ!?　……うん、すごく……」

「すごく？」

「……ヤなやつ」

　小ちいさな声こえで答こたえると、アキちゃんはすこしだけ、びっくりした顔かおをする。

　でも、すぐに、「ふーん」といつもの調ちょう子しにもどった。

　なんだか、がっかりしたみたい。

　……わるいこと、しちゃったかな。

　兄にいちゃんにじゃなく、アキちゃんに。

　ちょ、ちょっと気きまずいから、話わ題だいをそらしてみよう。

「ねぇねぇアキちゃん、今いま、シツジなにしてるの？」

「アンタの顔かおにまだしがみついてる。『ご主しゅ人じん、なんでボクをムシするんですかー！』だって」

　アキちゃんは、シツジのマネをしながらそう教おしえてくれた。

　顔かおにしがみついてるってことは……このへんかなぁ？

　オレは顔かおの前まえに手てをかざすと、なでるように、動うごかしてみた。

「あ、なんか、ウヒャヒャッて、手て足あしをジタバタさせてる。くすぐったいみたいよ」

　オレは、シツジをさわってる感かん覚かくがない。

　でも、シツジはさわられてるって、わかるのかな？

　なんとなく、シツジのアタマがありそうなとこを、指ゆびでビシッとはじいてみる。

　これ、ヒットしてたら、「ひどい！」とか、さけんでるのかなぁ。

　そんなことを考かんがえながら、オレが、シツジを指ゆびでつつき回まわしていると。

「……ふぅん」

　だまって見みていたアキちゃんが、くすっと笑わらいながら言いった。

「その調ちょう子しなら、すぐに、また視みえるようになるんじゃない？」

　えっ、そ、そうなの!?　そうかなっ!?

　……いや、それがうれしいことかどうかは、よくわかんない。

　この先さき、また視みえるようになりたいのか。

　もとのとおり、視みえないままがいいのか。

　……自じ分ぶんでも、どっちつかずなんだ。
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「あのさ。ホントはオレ……シツジが視みえなくなったわけが、なんとなくわかるんだ。なんとなく、なんだけど」

「そうなの？」

「うん。アキちゃんがこのあいだ、うちにきたとき、オバケはオバケだって言いってたよね？」

　そこで、急きゅうにオレは、言こと葉ばがつづかなくなった。

　こんな話はなしをアキちゃんにしてもいいのか、まよっちゃったんだ。

「あのねぇ。一いち度ど、言いいかけたんだから、さいごまでハッキリ言いいなさい！」

「ヒェッ！　い、言いいます、言いいます！」

　アキちゃんはバァちゃんみたいに、きびしい声こえでさけぶ。

　オレは、背せすじをのばすと、正しょう面めんをむいたまま口くちをひらいた。

「じ……じつはね」










[image: 13　カチカンとオバケ心]







　アキちゃんの迫はく力りょくに、負まけてしまったオレ。

　思おもいきって、きのうのことを話はなしてみることにした。

　ころんじゃった男おとこの子こを、たすけたこと。

　その男おとこの子こに、シツジが、とてもひどいことを言いったこと。

　オレを気き味みわるがった男おとこの子こが、にげちゃったことも。

「そのとき、思おもったんだ。アキちゃんが言いったとおり、オバケはオバケなんだな、そんなヤツはヤだな、って。……だから」

　だから、視みえなくなっちゃったんだ。きっと。

　話はなしおえても、アキちゃんは、考かんがえこんだままだ。

　そうだよね。こんなこと言いわれても、こまるよね。

「ごめんなシツジ。オレ、おまえのことが視みえなくなっちゃったよ」

　今いまは、どこにいるんだろう。

　たぶんまだ近ちかくにいる（と思おもう）シツジにそう声こえをかける。

　するとアキちゃんは、静しずかに立たちあがり───なぜか、オレのまうしろに立たった。

　な、なんだなんだなんだっ？

「『本ほん当とうですか！　わーお！　やりたいホーダイだ！』だってさ。……うりゃっ！」

　オレの頭あたまの上うえへと、うでをのばしたアキちゃんは、なにかを両りょう手てではさむような動うごきをする。

　たぶん、そこにシツジがいるんだろう。

　フシギなことに、シツジがジタバタあばれてるようすが、思おもいうかんだ。

「とりあえずコイツはいつもどおりだから大だい丈じょう夫ぶ……って、コラ、おとなしくしなさい！」

　シツジをつかまえた（らしい）まま、アキちゃんは、えんがわから、庭にわへとおりる。

　そしてオレの正しょう面めんに立たつと、「アドバイスを１つ」と、左ひだり手ての人ひとさし指ゆびをピッとたてた。

　右みぎ手てが、ヘンな形かたちでひらいてるのは、たぶんシツジをつかんでるからだ。

「こいつらオバケには、良いいも、悪わるいもないのよ」

「え……どういうこと？」

「もともと、心しん配ぱいするとか、他た人にんを思おもいやるとか、そういうのがない、とっても気きまぐれなヤツらってこと。たまーに人にん間げんのミカタをするのもいるけど、そういうのはトクベツのトクベツ」

「じゃあ、シツジは悪わる気ぎがあったワケじゃない、ってこと？」

「そのとおり。そしてアンタも、この白しろいのも、まだまだミジュクもの。価か値ち観かんのちがいが受うけいれられないうちは、また同おなじようなことで、腹はらをたてることになるわ」

「カチカンの、ちがい……？」

「そう。いくら友ともだちでも、同おなじものを見みたり食たべたりしたときに、キレイだな、おいしいなって、同おなじようには思おもえないこともあるでしょ。……アンタ、キライな食たべものは？」

「え、ええと、ウメボシかなぁ？」

「たとえばもし、アンタの大だい事じな友ともだちが、大だいのウメボシ好ずきだったら、友ともだちやめちゃう？」

「や、やめるわけないよ、そのぐらいのことで！」

　オレは思おもわず、セイジがウメボシを食たべてるすがたを、想そう像ぞうする。

　好すききらいぐらいでケンカしてたら、だれとも、友ともだちになれないじゃないか！

「でしょ？　小ちいさなことだけど、それが価か値ち観かんのちがいを受うけいれるってこと。逆ぎゃくに、それが受うけいれられないと」

「腹はらがたって、ゼッコウしちゃうかも、ってこと？　……でもそれは」

　アキちゃんにはわるいけど、納なっ得とくいかない。

　シツジがころんだ子こをバカにしたのと、食たべものの好すききらいとじゃ、大おおちがいだ。

　オレのそんな気き持もちが、つたわっちゃったんだろうか。

　アキちゃんは、むすっとした顔かおになっちゃった。

「だから、たとえ話ばなしだってば。私わたしが言いいたいのは、オバケとヒトの価か値ち観かんって大おおきくちがうものだから、それを受うけいれないかぎり、ずっといっしょにいるのはムリってこと！」

　あ、今こん度どのはなんだか、納なっ得とくできた。

　カチカンのちがいってのは、なんとなくわかったけど……。

　まだ、フシギなことがある。

「気きまぐれって言いってもさ。シツジって、バァちゃんの言いうことは聞きくんだよなぁ」

「それは、能のう力りょくでおさえてるからね。おばさまなら、かんたんに、コイツを消けせるでしょ」

「……暴ぼう力りょくにうったえて、言いうこときかせてるってこと？」

「人ひと聞ぎきのわるい言いいかたしないで！　暴ぼう力りょくと能のう力りょくはちがうものでしょ！　それがオバケをつかうときのキホン、ふつうなの！」

　そんなのがキホン？

　ちょっとヤだなぁ、なんて考かんがえてたら。

　それが、顔かおにでちゃってたのかな。

　アキちゃんの目めがすーっと、ほそくなる。

　あ、バァちゃんもよくこんな顔かおするな。……キゲンがわるくなったときとかに。

　これがバァちゃんなら、この次つぎはものすごいカミナリがおちるはず。

　こっそりと身みがまえてると、アキちゃんは予よ想そうもしないことを言いいだした。

「……でもこいつ、アンタの言いうことなら、だいたい聞きくじゃない」

「へっ？　それは……バァちゃんが、オレを主しゅ人じんだと思おもうようにしつけたからだと思おもうよ？」

「それはそうだけど、それ以い上じょうに、白しろいのが、アンタのことを、気きにいってるからよ」

「オレをぉ!?　シツジがぁ!?　……そうは見みえないけどなぁ？」

「なぁに言いってんだか。そうじゃなきゃ、いくら主しゅ人じんとはいえ『視みえてない』人にん間げんあいてに、いつまでもくっついてみたり、『ムシするな』ってわんわん泣ないたりしないわよ」

　アキちゃんは腰こしに手てをあてると、あきれたように言いった。

　そ、そうなのか……な？

「私わたしにはオバケ心ごころなんてわかんないけどさ。白しろいのが、これだけアンタからはなれないんだもん。アンタがもし、また視みたいって思おもったら、視みえるようになるんじゃない？」

　オバケゴコロって、いったいなんなんだ。

　でも、アキちゃんが、はげましてくれてるんだな、ってことは、わかる。

　気きもちがちょっと、軽かるくなった。

「アキちゃんがオレの姉ねえちゃんだったらなぁ。強つよいし、やさし……いや、すごく強つよいし」

「なんで、やさしいって言いわないのよ。……私わたしは、アンタみたいな弟おとうとはイヤ。だいたい、同おないどしだし」

　なんでだろ。

　イヤ、ってはっきり言いわれたのに、くやしくないや。

「でも、ホントにありがと。話はなしたら、すごくスッキリしたよ」

「それはよかったわね」

　いつものようにニコリともせず、アキちゃんは軽かるく、うなずく。

　……と、そのとき、アキちゃんちの時と計けいがなった。

　１回かい、２回かい、３回かいとつづき、11回かいで終おわる。

「おわ、昼ひるだ！　オレ、そろそろ帰かえるね」

　オレはあわてて、えんがわから地じ面めんへと、飛とびおりた。

　と、そのとき、こっちへと近ちかづいてくる車くるまの音おとが、きこえる。

　音おとのするほうを見みると、銀ぎん色いろの軽けいトラックが、門もんをゆっくりと、くぐってるとこだった。

「あ、うちの爺じいちゃんが、帰かえってきた」

「えっ、ホント!?」

　そういえば、アキちゃんちの大人おとなのヒトとあうのって、はじめてじゃないっけ？

　キンチョーしてると、トラックがとまった車しゃ庫このほうから、大おお声ごえがした。

「なんだアキ、ソイツはカレシか？」

　…………か、カレシって……カレシって！

　オレのことッ!?

　オレの、ことなんですかッ!?

「ちがーう。このあいだ話はなした、眠ねむり田ださんのところの、リョウくんよ」

　アキちゃんは、さらっと答こたえた。

　う、うぅ……オレ１人ひとりがアタフタしちゃって、ちょっとはずかしいや……。

「そうかそうか」

　笑わらいながらこっちにきたアキちゃんのジィちゃんは、田たんぼで作さ業ぎょうするときのかっこうだ。

　ツナギの服ふく、長ながぐつ、麦むぎわらぼうし……うん、オレのジィちゃんと同おなじ。

　オバケは視みえない人ひとだって、バァちゃんが言いってたっけ。

「は、はじめまして！　眠ねむり田だ涼りょうといいます！　おじゃましてます！」

　全ぜん力りょくであいさつすると、アキちゃんのジィちゃんは、ニッカリ笑わらった。

「おっ、イイあいさつだな！　どうだ、いっしょに昼ひるメシたべるか？」

「い、いえ。もうすぐバァちゃんたちが帰かえってくるから、家いえに帰かえらないといけなくて」

「そうかぁ。だったら、おみやげ、あげような。ちょっとまってな」

　アキちゃんのジィちゃんは、えんがわで、長ながぐつと、くつしたをぬぎ、家いえへとはいってく。

　……かと思おもえば、奥おくのほうから「アキ、リョウくんを家いえまでおくってやんな！」と声こえがした。

　アキちゃんはそれに「はーい」ってへんじを……えっ、ちょ、ちょっとまって！

「大だい丈じょう夫ぶだよ！　そんなに遠とおくないし、まだ、まっ昼ぴる間まだし、小ちいさな子こじゃないし！」

「いいから」

　オレがあわてていると、アキちゃんが耳みみのそばで、そっとささやいたのだった。
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　タマネギが、ぎっしりつまったふくろを、２さげ。

　缶かんジュースが５本ほんに、ソーメンの箱はこ。

　アキちゃんちでもらったおみやげを持もち、オレはアキちゃんと横よこならびで、歩あるいた。

　ソーメンは、アキちゃんが持もってくれたから、のこりはオレが。

　……タマネギが予よ想そういじょうに、ズズーンときてます。

　でも、さっきアキちゃんに「よゆうで持もてる」って、言いっちゃったからなぁ。

　今いまさら、はんぶん持もってだなんて、かっこわるいこと言いえるわけないです。はい。

「いっしょに帰かえって、よかったでしょ？」

「う、うん。こんなにもらえるなんて、思おもわなかった。ありがとアキちゃん」

「お礼れいはまた爺じいちゃんに言いってあげて。アンタのこと、気きにいったみたい」

「なんで？　ちょっとしか、話はなしてないのに」

「たぶんアンタが男おとこだから。うちの爺じいちゃん、子こどもも孫まごも、みーんな女おんなの子こなのよ」

　そういえば、うちのジィちゃんも、にたようなカンジかも。

　お父とうさんとお母かあさんが結けっ婚こんしたとき、息子むすこができたって、大おおさわぎしたらしいし。

　その話はなしをしようと思おもって、オレはとなりを歩あるく、アキちゃんを見みる。

　……けど、そこに、アキちゃんのすがたはなかった。

　あ、あれっ？　どこ行いっちゃったの!?

　あたりを見みまわすと、アキちゃんはうしろのほうで立たちどまってた。

　それも、シンケンな顔かおをして。

「アキちゃんどうしたの？　やっぱりソーメンが重おもかっ……」

「しーっ。……なんか、音おとがしない？」

　そう言いうなり、アキちゃんは早はや足あしで、歩あるきだす。

　あっというまにオレを追おいぬき、ジィちゃんちの門もんへと、１人ひとりで入はいっていってしまった。

「ちょ、アキちゃんまって…………えっ!?」

　あわてて追おいかけようとして……オレは、足あしをとめた。

　　　わっさわっさ、わっさわっさ。

　……遠とおくのほうから、なんだかすごい音おとが、聞きこえてきたんだ。

　なにかを、らんぼうな力ちからで、ゆさぶっているような音おとが。

「リョウ、はやく！」

　そう、せかされ、オレもバタバタと門もんをくぐる。

　アキちゃんは門もんを入はいってすぐのとこで立たちどまり、耳みみをすましていた。

　オレも同おなじようにしてみると……ヘンな音おとは、家いえの裏うらから聞きこえてるみたいだ。

　ジィちゃんたちが帰かえってて、裏うら庭にわでなにかやってるのかなぁと思おもったけど……。

　庭にわのすみっこにある車しゃ庫こは、空からっぽだ。

　まだ、帰かえってきてない。

　……と、いうことはっ？

　そのあいだにも、らんぼうな音おとは、なりつづける。

　それどころか、よけいにひどくなってるみたい。

　家いえの裏うらにまわって、音おとの正しょう体たいをたしかめてみよう。

　……こっそりと、ね。

　オレは、もらったおみやげを、その場ばにそっとおろす。

　一いっ方ぽう、アキちゃんは、ソーメンの箱はこを地じ面めんに……乱らん暴ぼうに、ほうりだした。

「行いくよ！」

　オレの手てを強つよくひっぱり、アキちゃんはかけだす。

　アキちゃんの足あしが速はやいから、ひきずられる感かんじになっちゃってるのが、悲かなしい。

　……そして『こっそり』見みにいくのは、ダンネンせざるをえなくなりました。

　裏うら庭にわにつくと、音おとのでどころは、すぐわかった。

　御お山やまの木きが、ものすごいいきおいで、ゆれてたんだ。

　まるで、嵐あらしがきたときみたいに。

「うわぁ……山やまの上うえのほう、そんなに風かぜがつよいのかなぁ？」

「そうじゃないみたい。ほら、よく見みて。ゆれてるのは、あのあたりの木きだけよ」

　アキちゃんが指ゆびさすほうを見みると……。

　山やまのまん中なかあたりの木きだけが、バッサバサと、不ふ自し然ぜんにうごいている。

　そこはちょうど、木きがまばらに生はえているところで───オレには、心こころあたりがあった。

「……あそこってたぶん、お社やしろがあるとこだ」

「お社やしろ？　御お山やまの、『眠ねむり田だの社やしろ』？　と、いうことは」

　アキちゃんは、ボソリとつぶやいた。

「オバケのしわざかしら。御お山やまは、このへんじゃ有ゆう名めいな、オバケ出しゅつ現げんポイントだし」

「えっ、そうなの!?」

「そうなのって……アンタが白しろいのと、初はじめてあったのも、御お山やまだったんでしょ？」

　そ、そうでした。すっかり、わすれてた。

　……そのとき。

　　　ガザザザザザザザザザ！

　木きのゆれが、もっとはげしくなった！

　葉はっぱが飛とびちってるのが、ここからでもわかる。
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「あっ、あれがオバケだとしたら、どうしよう？」

「どうもこうも。おばさまたちが帰かえってくるのを、待まつしかないわよ」

　アキちゃんは、キッパリと答こたえた。

　そうは言いっても、バァちゃんたちがいつ帰かえってくるのかは、わかんない。

　２人ふたりを待まってる間あいだに、なにかあったら───そう考かんがえると、目めがはなせないぞ。

　なにか見みえないものかと、オレがけんめいに、目めをこらしていると。

「そうだ！　ねぇ白しろいの、ひとっとびして、ようすを見みてきてよ！」

　アキちゃんがとつぜん、空くう中ちゅうにむかってさけんだ。

　……そうか！　シツジがいたんだっけ！

「シツジ、なんだって!?」

「…………『やなこった！』、だって」

　アキちゃんは宙ちゅうをにらみながら答こたえる。

「お、おいシツジ！　ちょっとでいいから行いってきてくれない!?」

　いちおう「ご主しゅ人じん」である、オレからもたのんでみる。

　けど、ぜんぜんダメでやんの。

　なんだよ、やっぱ、オレの言いうことなんて、きかないじゃん！

　オレが頭あたまをかかえようとした、そのとき。

　　　バキバキバキガザザザバキガザ！

　山やまの、まん中なかあたりだった木きのゆれが、トツゼン動うごきだした！

「───はぁっ!?　ちょっと白しろいのっ、それホントなのっ!?」

　アキちゃんはオレの頭あたまの上うえを見みながら、あせったようにさけんだ。

「なにかが山やまをおりてきてるって！　白しろいのが言いってる！」

「なっ、なにかって、なにがっ!?」

「『しーらなーい』、だって。……オバケかもしれないわ」

「……確かく認にんするけど、オバケが山やまをおりてきたら、どうなるの？」

　いちおう、聞きいとこう。イヤな予よ感かんしかしないけど。

「町まちにでて、わるさするかもね。まずいわ」

　アキちゃんは御お山やまをギロリとにらんだあと、オレを見みた。

「私わたし、ちょっと見みてくる。アレが本ほん当とうにオバケかどうか、確かく認にんしなきゃ！」

「えええええっ!?　ナニをおっしゃる！　あぶないからダメっ！」

　あんなにはげしく木きをゆらしたり、山やまを移い動どうしたりしてるヤツが、相あい手てなのに！

　あれがもし、ほんとにオバケだったら……オバケが視みえるアキちゃんは、キケンだ！

　…………ん？

　オバケが視えると、キケン。

　オバケが視えないなら、キケンじゃない。

　オレは今いま、オバケが視みえない。

　…………つまり？

「アアアア、アキちゃん！　お、オレが、よよ、ようすを、見みてきますぅッ！」

　オレがふるえ声ごえで言いうと、アキちゃんの目めがみるみる、まるくなった。

「はァ!?　アンタねぇ、そんなブルブルしながら言いわれたって……」

「い、今いまのオレはオバケが視みえないからぁ！　大だい丈じょう夫ぶ、ダイジョーブ！」

「ぜんぜん大だい丈じょう夫ぶにみえないっ！」

　だ、だって！

　そ、そりゃ、正しょう体たい不ふ明めいのナニかがあばれてる山やまに近ちかづくのは……たしかにコワイ、けど！

「オレが行いくほうが、なにかおこってても、被ひ害がいがすくないと思おもうんだっ！」

　それに……視みえる視みえないはカンケーなく！

　アキちゃんを、あぶない目めになんて、あわせたくない！

　けど、オレがブルブルしてるもんだから、アキちゃんは、こまり顔がおになる。

　ついには、オレの前まえに回まわりこみ、仁に王おう立だちしてしまった。

「どうしても行いくって言いうんなら……」

「私わたしをたおして行いきなさい、って言いうの？」

「そんなワケあるか！　行いくなら私わたしもいっしょに行いく、って言いってるのよ！」

「それならい……いや！　ぜんぜんよくない！　あぶないからダメ！」

「あぶないから２人ふたりで行いくのよ。なにかあっても、片かた方ほうが助たすけを呼よびに行いけるでしょ？」

「じゃあ、そのときは、『助たすけを呼よびに行いく係かかり』はアキちゃんがやるって、約やく束そくして？」

「気きがむいたらね。……ほら、そうと決きまれば、さっさと行いくよ！」

　まだ約やく束そくも、してないのに。

　アキちゃんはオレの手てをつかむと、ズンズン歩あるきだす。

　さっきからシツジは、「やめといたほうがいいのにー」って、うるさいんだってさ。

　御お山やまの登のぼり口ぐちあたりから、できるだけ身みをかがめ、２人ふたりで、そろりそろりと歩あるいてく。

　木きのゆれは、少すこし山やまをおりたかと思おもうと、またのぼったりを、くり返かえし、騒そう々ぞうしいったらない。

　もしアイツの正しょう体たいがオバケなら、そろそろアキちゃんの目めに視みえてくるんじゃないかな……と、思おもったとき。

　オレの少すこし前まえを歩あるいてたアキちゃんが、急きゅうに立たちどまった。

「どうしたのっ？」

　早はや足あしで近ちかづき、声こえをかけると、アキちゃんは「なに、あれ」とつぶやいた。

「やっぱり、オバケだった……？」

　アキちゃんがにらみつけてるほうを見みてみたけど、オレにはなにも視みえない。

　風かぜもないのに、バサリバサリと上じょう下げ左さ右ゆうにゆれてる、大おおきなクスノキがあるだけだ。

　あ、あんなでっかい木きを、あんな力ちからでゆさぶるなんて……いったい、なんなんだ!?

「オバケなんてかわいいものじゃないわ。……あれは、バケモノよ」

「ば、ばけっ？」

「しずかに。……キノコみたいな形かたちのバケモノが、木きをめちゃくちゃにゆらしてる」

「キノコの形かたちの、バケモノ……キノコのバケモノ……キノコ？」

　───キノコ、で思おもいだした。

　お社やしろの奥おくにあった、さむけのする岩いわのことを。

　シツジが、下したにキノコのバケモノがねむってるって言いってた、あの……。
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　キノコの、バケモノ。

　……いやいや！　そんなまさか！

「シツジのイタズラでしょ……？」

　そうであってほしい、そうにちがいない。

　だけど、アキちゃんはしずかに、首くびを横よこにふった。

　その目めは、クスノキをじっと見みつめたままだ。

「白しろいののせいじゃないよ。だって白しろいの、今日きょうはずっとアンタのそばにいるのよ？」

　アキちゃんはそう言いうと、そっと立たちあがる。

　そして、ふりかえらずに、こう言いった。

「やっぱり、もどって、おばさまたちが帰かえってくるのを待まとう。──あんな大おおきなバケモノ、私わたしだけじゃムリだもん」

「そ、そんなに大おおきいの？」

「うん。白しろいのの、10倍ばい以い上じょうはあると思おもう」

「じゅっ、10倍ばい以い上じょぉっ!?」

　オレは思おもわず、悲ひ鳴めいみたいな大おお声ごえをあげる。

　アキちゃんが「バカっ、声こえが大おおきいっ」とおこったときには……。

　もう手ておくれだった……みたい。

「バケモノがこっちに気きづいた！　逃にげるよ！」

　アキちゃんがさけぶと同どう時じ、あたりの木きが、何なん十本ぽんも、いっせいにゆれはじめる。

　立たちすくんだオレの足あしは、すぐには、うごいてくれない。

　や、やばい！

「なにしてんのっ。はやく！」

　アキちゃんは、わざわざ引ひきかえしてきて、オレの手てをつかむ。

　そして、今こん度どこそ、いっしょに、かけだしたのに。

「──────ッ!?」

　ほんの一いっ瞬しゅん、つよい風かぜがふきつけてきた。

　オレを、おさえこむみたいに。

　そして、アキちゃんとつないでた左ひだり手てから、なんだかヘンな感かんじがする。

　いったいなんだと見みてみたら……。

　ヒジから手て首くびのあたりに、すーっと、赤あかい線せんがうかんでた。

　な、なんだこれ？

　ボールペンで書かいたみたいに、ほそくて、あつくて……あっ、いたい！

　……これ、切きれてるじゃないか！

　赤あかい線せんに見みえてるのって、オレの血ちなんだ！

「ケガしたの!?」

「う……ん。でもそんなに、いたくないから大だい丈じょう夫ぶ」

「それ……信しんじるからね？」

　アキちゃんはそう言いうと、オレをかばうようにして立たち、ぐっ、と上うえをにらみつける。

　たぶん、そこにバケモノがいるんだろう。

「大おお笑わらいしてるってことは、あのバケモノがやったにちがいないわ。超ちょうムカつく！」

　……大おお笑わらい、してるのか？

　オレにはすがたも視みえないし、声こえも聞きこえない。

　……でもアキちゃんは、今いま、あのバケモノがやったって言いったよね？

　とんできた木きの枝えだかなにかでできた、ひっかきキズだと思おもってたのに。

　───えっと？　それはつまり……どういうことかな!?

「な、なんで？　オレ、今いまはバケモノが視みえないのに……視みえてないなら、オバケもオレに、さわれないハズじゃないの？」

「おちついて。こいつは、シツジみたいな、弱いオバケじゃないわ」

　オレはただ、ゴクリとツバを、のみこんだ。

　その音おとがすごく大おおきく聞きこえて、自じ分ぶんでもおどろく。

「強つよいバケモノは、視みえない人ひとのことも、キズつけることがあるの。そういうのを封ふうじるのが、眠ねむり田だの人ひとたちだけど……でもなんで、こんなヤツが、この山やまをウロついてるわけ？」

　アキちゃんにも、バケモノがあばれてる理り由ゆうが、わからないみたい。

「……シツジが前まえに言いってた。この山には、キノコのバケモノが、ねむってるって」

　オレがボソリと言いうと、アキちゃんはいきおいよく、オレをふり返かえった。

「どういうこと？」

「お社やしろの奥おくの林はやしに、キノコのバケモノがねむってるっていう、岩いわがあるんだ。オレ、シツジに引ひっ張ぱられて、見みちゃったんだよ」

「まさか、封ふう印いんをといたの!?」

「ちがうよ、なにもしてない！　ものすごくイヤな感かんじがして、そのときは逃にげたんだ！」

　アキちゃんは、少すこしだけ考かんがえこんだけど、すぐに口くちをひらいた。

「その話はなし、おばさまたちには、したの？」

「し、してないんだ。林はやしの中なかに入はいったことがバレたら、怒おこられるし。べつに、なにもしなかった……し」

「……確かく認にんするけど、本ほん当とうに、封ふう印いんにはさわってないのね？」

「さわってない！　……ただ、シツジが言いってたんだけど、それまでは取とっても取とってもすぐに生はえてきてたキノコが、ぜんぜん生はえなくなってたんだって。それとなにか、関かん係けいあるのかな？」

　　　ガクッ。

　アキちゃんは、大おおげさなくらいに、肩かたをおとした。

　……えっ、オレ、ヘンなこと言いった!?

「わるいけど、キノコの話はなしは、イミわかんない。わかるのは、そのキノコのバケモノとやらが、眠ねむりから覚さめたらしいってことぐらいね。それも、だれかに封ふう印いんされてたぐらい、あぶないヤツ！」

　　　バシン！

　アキちゃんはさけぶと、自じ分ぶんのほっぺたを、両りょう手てで強つよくたたいた。

　気き合あい、入いれたのかな？

「リョウ、今いま、スマホ持もってきてる？」

「う、うん！」

「なら、今いますぐ安あん全ぜんなとこまで逃にげて。それから、おばさまたちに連れん絡らくして、助たすけを呼よんで！」

「なに言いってるのさ！　いっしょに逃にげよう！」

「ダメ。２人ふたりとも逃にげたら、アイツが追おいかけて、町まちへおりてきちゃう。そんなことになったら、ほかの人ひともケガするかもしれない」

「じゃあ、オレがのこる！　助たすけを呼よびに行いく係かかりはアキちゃんだって、言いっただろ！」

「気きがむいたら、って言いったでしょ。大だい丈じょう夫ぶ。私わたしは、アンタよりかは心こころ得えがあるから、少すこしの間あいだなら、どうとでもなるよ」

「でもアキちゃんっ……！」

「いいから早はやく行いって！　このままじゃ、２人ふたりとも、やられちゃうわよ！　それでもいいの!?」

　２人ふたりとも、やられちゃう？

　そんなの───いいわけない！

「くっそぉおおおおお！」

　オレは思おもいっきりさけびながら、坂さか道みちをかけだす。

　アキちゃん１人ひとりのこして、逃にげるなんて！

　くやしい、くやしい、くやしい！

　こうなったら、１分ぷん１秒びょうでも早はやく、助たすけを呼よばなきゃ！

　坂さかをかけおりながら、ズボンのポケットから、スマホを取とりだそうとした、そのとき。

　あたりの木きが、あらあらしく、ゆれはじめる。

　そして、おれた木この葉はや枝えだがバラバラバキバキと、坂さか道みちにちらばった。

　まるで、オレが逃にげるのを、ジャマするみたいに。

　こんなの、だれのしわざかなんて、わかりきってるぞ。

　どうやらバケモノは、アキちゃんをムシして、オレを追おいかけてきたらしい。

　後うしろのほうから、アキちゃんのさけび声ごえが聞きこえる。

「アンタはそのまま走はしって！　私わたしがソイツをひきつけるから！」

　アキちゃんの声こえが、どんどん近ちかづいてくる。

　でも……でも───イヤだ！

「アキちゃんっ！　くるな！」

　だって、アキちゃんをオトリにして、逃にげるなんて、できないし、したくないぞ、オレ！

　バケモノを友ともだちにおしつけて、逃にげるだなんて。

　そんなはずかしいこと、できるか！

「なに言いってんの！　アンタ、バケモノがどこにいるかわかってんの!?　視みえてないクセに！」

「視みえないのが、なんだ！」

　そうだよ。

　視みえないのが、いったい、なんだって言いうんだ！

　これだけ木きをバサバサいわせてるんだ。

　オレのまわりを、ぐるぐる飛とびまわってるってことだろ！

　そんなの、お見みとおしなんだからな！

　そして、気きづいたらオレは、さけんでた。




「視みえないのがなんだ───っ！」

「そーだそーだ！　視みえないのがなんだぁ！　……って、でも視みえてないってやばくないです？　ご主しゅ人じん」




　──────へ？

　真ま横よこからなにか、聞きこえてきた気きがして。

　オレは、その音おとのほうに、手てをのばした。

　そこにいたのは、もちろん。
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　　　むにょにょん。

　しっとりとして、あたたかいようで、つめたいような、この手てざわりは。

　……まちがいなく、シツジだった。

　白しろくて、でっかい米こめつぶみたいな形かたちで、ベラベラしゃべる、ヘンなオバケ。

「シ、シツジ!?」

「わーお！　ご主しゅ人じん、ボクが視みえるようになったんです!?」

「そ、そうみたいだけど……それは、あとでいいや！」

「ひどい！」

　なんだかよくわからないけど、シツジが視みえるようになったってことはだ。

　キノコのバケモノだって、視みえるってことじゃない!?

　オレがそう、気きづいたとき。

　　　バリバリバリバリバリ！

　左ひだりがわに生はえてる木きが、いっせいに、音おとをたてた。

　とっさにそっちを見みたオレは……体からだがゾワゾワした。

　自じ分ぶんでもびっくりするぐらい、鳥とりハダだらけだ。

「これが……キノコの……バケモノ？」

　そこにいたのは、まちがいなく、「キノコのバケモノ」だった。

　エリンギみたいな体からだで、頭あたまにボコボコした赤あか色いろのカサをかぶったキノコ。

　……そいつが、木きにしがみつくようにして、こっちを見みてる。

　バケモノに目めはないから、「見みてる」ってのはヘンだけど。

　とがった歯はがびっしり生はえた、まるい口くちがこっちをむいてるから、たぶん、そこが顔かおだ。

　でも、きもちわるいのは、それだけじゃない。

　キノコの根ねもとから……虫むしみたいなフシのある足あしが、ウジャウジャ生はえてるんだ！

　よく見みたら、胴どう体たい（？）から、小ちいさな人ひとのうでみたいなのが２本ほん、生はえてるし！

「こいつがキノコのバケモノなんだな？」

「もちろんろん！　岩いわの下したでねむってたのはコイツですよ！　ボクもハジメマシテですけど、生はえてたキノコと同おなじカンジがするから、わかりますぅ！」

「コイツ、虫むしかキノコか、どっちなんだ！　……うでもあるけど、人にん間げんじゃあ、ないよね？」

「ね！　キノコのバケモノ本ほん当とうにいたでしょ？　キモチワルイでしょ！　……って、言いったのはご主しゅ人じんなんだぞ、ボクじゃないぞぉ！」

「きもちわるいって言いったのは、おまえだろ！　人ひとのせいにすんな！」

　あいかわらずのシツジに、文もん句くを言いってると、アキちゃんが追おいついてきちゃった。

　こっちにきちゃダメだって、言いったのに！

「アンタまさか、また、視みえるようになったのっ？」

　かけよってくるなり、アキちゃんはすごいイキオイでオレに言いう。

「う、うん。また視みえるように……って、そんなことより、早はやく、逃にげてってば！」

　のんびりおしゃべりしてる場ば合あいじゃない！

　あらためて、オレはアキちゃんにさけんだ。

「逃にげるのは、アンタでしょうが！」

「オレよりアキちゃんのほうが、足あしはやいでしょ！　それにこのバケモノ、なんでか、オレを追おいかけてくるみたいだから、早はやく行いって！　おねがいだから！」

　思おもいっきり早はや口くちで、おねがいすると、アキちゃんは口くちをギュッとむすぶ。

　そして、オレの顔かおを、両りょう手てでぎゅむっとはさみこんだ。

「いい？　もしものときは、その白しろいのをオトリにして、逃にげるんだよ？」

「は、はいっ！　……って、え？　お、オトリ？」

「ひどい！　なんてひどいムスメだ！」

　シツジが悲ひ鳴めいをあげるけど、アキちゃんはそれを気きにすることもない。

「お社やしろのそばに行いけば、神かみ様さまが守まもってくれるかも。だからお社やしろまで逃にげて！　ぜったい、すぐにもどってくるからね！」

　そう言いうと、アキちゃんは猛もうダッシュでかけだす。

　その後うしろすがたは、みるみるうちに見みえなくなった。

　やっぱり、足あしがはやいや……。

　バケモノはブキミなうなり声ごえをあげながら、アキちゃんの逃にげたほうを見みる。

　でも、すぐに興きょう味みをなくしたのか、ゆらりと、こっちへ、むきを変かえた。

　……オレとバケモノの目めがあった（ような気きがする）、そのとき。

『オマエが、ソイつノ、アルジか』

　紙かみをビリビリにやぶったときのような音おとが、また聞きこえてきた。

　でもこんどは、はっきりとした言こと葉ばで、聞きこえてくる！

　まさか、このバケモノがしゃべってるの？　オレにむかって？

「そいつって……シツジのこと？」

「そうだぞぉ！　コイツが、ボクのご主しゅ人じんなんだぞぉ！　弱よわいけど！」

「ちょっ、シツジ、よけいなこと言いうなっ」

『ナラば、ソイツヲつカい、ワシをネムリかラおコシタのも、オマエか！　ワガネムリのチを、アラしオッて！』

　ちょちょっ、ちょっと待まて！

　これ、ぜったいゴカイされてるよね!?　おもに、シツジのせいで！

「オレじゃないってば！　岩いわのあたりをあらしてたのは、コイツの……シュミだから！」

「ご主しゅ人じんひどい！」

『ドチラでもよイ！　メザメたかラニは、オマエのカらだを、イタダこウぞ！』

　カラダヲイタダコウゾ…………カラダって、まさか、オレの体からだのこと!?

　シツジのじゃなくて？

　まさかまさか、オレの体からだをのっとる、って言いってるのか？　このバケモノ！

　じょ、ジョーダンじゃない！

　これ、ぜったいヤバイやつだ！
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　ジリ、ジリとうしろに下さがっていると……。

　ふと、そこでプカプカういてるシツジが目めにはいる。

「なぁシツジ……もしオレがやられそうになったら、オトリになってくれる？」

　アキちゃんが言いっていたことを思おもい出だし、オレはシツジにそうたずねてみた。

「えーっ!?　やなこったー！」

「なんだと！　そもそも、バケモノがねむってた岩いわにいたずらしてたのは、おまえだろ！　だから、おまえをバケモノにさし出だせば、おとなしくなってくれないかなって思おもうんだけど!?」

「ごごごごご主しゅ人じん、ひどい！」

　シツジは、オレのまわりをすごい速はやさでグルグル回まわりながら、わぁわぁと、さけびだした。

「オニ！　アクマ！　マントヒヒ！　ヒグマ！　マンドリル！」

「ウソだよ、そんなことしないって！　……シツジ、逃にげるぞ！　オレにつかまれっ！」

「ガッテンご主しゅ人じん！　イッシンドータイー！」

　オレが呼よぶと、シツジはいつも通どおり、頭あたまにしがみつき……いででだだだ！

「だから、かみの毛けひっぱるなって、言いってるだろぉおおお！」

　オレはさけびながら、一いち目もく散さんに、お社やしろへとかけだした。

　……シツジは家か族ぞくじゃないし、友ともだちでもない。

　バァちゃんにたのめば、すぐに消けしてもらえちゃうていどの、弱よわいオバケだ。

　でも、だからって、ぜったい、見みすてたりなんかするもんか！

　家か族ぞくじゃなくても、友ともだちじゃなくても。

　……人にん間げんじゃなくっても、たすけたいって思おもったって、いいはずだ！

「本ほん当とうですかご主しゅ人じん、ぜったいですねご主しゅ人じん、ウソついたらずっとたたってやるぅううう！」

「やっぱりっ、おいてっ、いこうかな！」

　さけびながらも、オレは全ぜん力りょくで走はしる。

　息いきはくるしいし、うしろからはすごいいきおいで、木この葉はや枝えだが、とんできてるし。

　でも、フシギと、こわくないのは、もう目めの前まえにお社やしろが見みえてるからかも。

　ひとまずお社やしろのうしろにかくれ、アキちゃんがもどってくるまでの作さく戦せんをねろう。

　そう決きめて、お社やしろの前まえの鳥とり居いをくぐったとき。

　　　バシィ！

　音おとがしたかと思おもうと、オレの頭あたまにしがみついてたシツジが、ぽーんっと前まえにとびだした！

　まるで、理り科かの授じゅ業ぎょうで作つくった、空くう気きでっぽうみたいに！

「うひぃあああ！」

　ヘンテコな悲ひ鳴めいをあげながら、シツジは地じ面めんにおちる。

　　　ボヨヨ───ン、ボテーン

　　　　　ボテテッ、ボテッ…………………………ペタリ。

　とんではずんだシツジは、お社やしろの台だい座ざにぶつかり、ようやくとまった。

「どうしたんだシツジ!?」

　すぐに、それをかかえあげたのはいいけど……。

　お社やしろのうらに回まわる予よ定ていが、台だい座ざのおもてに背せ中なかをくっつけて、すわることになっちゃった！

「なにかにおシリをたたかれたぁ！　ひどぉおい、ご主しゅ人じんがやらせたんでしょお！」

「なんでオレがそんなこと……って、ちょっと待まて。おまえが、たたかれたってことは」

　……シツジが叩たたかれたってことは。

　すぐうしろまで、バケモノがきてるってことだろ!?

　いいいいいい、今いまどこにいるんだ、あのバケモノ…………って、あれ？

「近ちかづいて、きてない？」

　あたりを見みまわすと……真ま上うえ。

　鳥とり居いより高たかいところをビュンビュン飛とびまわってる、バケモノが視みえる。

　でも、こっちに近ちかよってこようとは、しない。

　ときどき「ヒギエエエ」なんて、うらめしそうな悲ひ鳴めいをあげるだけなんだ。

「そうか、あいつはバケモノだから、神かみ様さまのお社やしろに近ちかづけないんだ！」

　アキちゃんが言いってたとおりだ！

　よかった……とりあえず、ここで助たすけを待まとう。

「やーいやーい、ボクたちがこわいのかー！　べろべろべー！」

　シツジは調ちょう子しにのって、バケモノにむかい、ヘンな顔かおをしてみせてる。

「ヨケイなこと言いうなって！　今いまはたすかったけど、いつまでこうしてられるか、わかんないぞ！」

「えー、たよりないですねぇご主しゅ人じん」

「ならオマエがどうにかしろよ！　オマエのイタズラで出でてきたオバケだろ！」

「そうやって、すぐボクのせいにするー」

「１００ひゃっ％パーッ、オマエのせいだろ！　オレまでまきこんで！」

「わかいころのあやまちを、今いま、あれこれ言いわれてもこまりますぅー！」

　くっそぉ、ほんっとに、ハラたつなぁコイツ！

　でも、今いまはそんな場ば合あいじゃないよね。

　モンダイなのは、どうやってまた、このバケモノをねむらせるかってことなんだ。

「シツジ、おまえ、あのバケモノがどうやったらまたねむるか、知しってる？」

「さぁ？　ご主しゅ人じんみたく、夜よるになったらおフトンに入はいるんじゃないです？」

「バケモノが、ふとんに入はいるわけないだろ！」

「そんなのわかんないじゃないですかぁ！　フブキ様さまに聞きいてみましょうよ！　バケモノがおフトンで寝ねるかどうか、ご主しゅ人じんの持もってるヘンな板で、おはなしできるんでしょ？」

「ヘンな板いたぁ？　……もしかしてスマホのこと？」

　──なるほど、そういう手てもあるか！

　でもでも、バァちゃんはケータイ電でん話わを持もってない。

　ジィちゃんはスマホを持もってるけど、病びょう院いんにいるときや運うん転てんしてるときは、でないはず。

　だれか、ほかに力ちからになってくれそうな人ひとは……そうだ、１人ひとりだけいた！

　あんまりあてにならないけど！

　ズボンのポケットから、スマホを取とりだし。

　少すこしだけガクガクする手てで、電でん話わをかける。

　大だい丈じょう夫ぶ、アンテナはちゃんと立たってる。

　相あい手ては───眠ねむり田だ麗れい一いち郎ろう。
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　オレのスマホの通つう話わ機き能のうが、ついにカツヤクするときがきた。

　たのむぞオレのスマホ！

　ほとんどカメラしか使つかったことないけど！

　スマホをしっかり耳みみにあて、お社やしろの神かみ様さまにおいのりしながら、つながるのを待まつ。

　兄にいちゃんたのむ、でて！

　今いますぐでて！

　でてくれたら、すこしは見みなおしてやらないこともないから！

『───なんだぁ？　またオマエかぁ。オレのスマホにかけてくるなんて初はじめてじゃね？』

　やった、でてくれた！

　外そとにいるのか、なんだかそうぞうしいけど……どうでもいいや！

「兄にいちゃん！　おおおお、オレ、御お山やまでキノコのオバケに、追おいつめられてるんだけど！」

『……ハァ？　オマエなー、ねぼけてんじゃねぇぞ』

「ちがうって！　御お山やまにキノコと虫むしの合がっ体たいオバケがいて、ビュンビュン飛とんでて引ひっかかれた！」

『マンガ読よんだのか、それともアニメか……ってかおまえ、朝あさに電でん話わしてきたときは、オバケが視みえなくなったって言いってなかったっけ？』

「また視みえるようになっちゃったの！　マンガもアニメも無む関かん係けい！　それより、コイツ、どうやって追おいはらえばいいのっ!?」

『マジかよ、めんどくせぇ。そうだなぁ……お年とし玉だま、10年ねん分ぶんかな』

「…………………………は？」

　この緊きん急きゅう事じ態たいに、お年とし玉だまが、どう関かん係けいあるの？

『おまえのお年とし玉だまを、今こん後ご10年ねん、オレにぜーんぶくれるんなら、教おしえてやらんこともない』

「そんな場ば合あいじゃないんだってば！　あなたの弟おとうとさんが、ピンチなんですけど！」

『じゃ、教おしえない』

「に、に、兄にいちゃんのバカヤロー！　バァちゃんからボッコボコになぐられちゃえ！」

　オレがスマホにむかって大おお声ごえでさけんだ、その直ちょく後ご。

「キェエエエエエエシャアアアアア！」

　オレがさけんだのに、反はん応のうしちゃったんだろうか。

　お社やしろの上じょう空くうを飛とびまわってたバケモノが、いきなり、おたけびをあげる。

「ホギャ────！　ご主しゅ人じん────────！」

「うわああああ!?」

　オレとシツジのさけび声ごえも、きこえたんだろう。

　兄にいちゃんの声こえが、あわてた感かんじになった。

『もしかしておまえ……マジに、おそわれてんの？　御お山やまで？』

「だだ、だ、だからそうだって言いってるだろおおおぉ！」

『しょうがねぇな、御お山やまなら、お社やしろあるだろ、お社やしろ！』

「今いままさに、その前まえに、すわりこんでますけども！」

『よし。お社やしろの中なかにあるもんなら、なんでも霊れい力りょくが強つよいはずだ。テキトーに投なげとけ。そしたら、どうにかな……あっ』プツッ。

　そ、そんな、なげやりな作さく戦せんっ!?

　……って、文もん句くを言いってやろうとしたら、通つう話わがきれてた！

　だから兄にいちゃんはキライなんだ！　やっぱり、見みなおしてなんかやるもんか！

「シツジ、あのバケモノがヘンな動うごきしないか、見みはっててくれ」

「もうヘンに動うごいてますよぉ。足あしがワサワサワサワサしてます。何なん本ぼんあるか、数かぞえます？　いーち、にーぃ……たーくさん！」

「数かぞえなくていい！　こっちに飛とびかかってきそうだったら、教おしえろよ！」

　オレは意いを決けっして、バケモノに背せをむけると、お社やしろのまん前まえに立たつ。

　お社やしろのトビラはいつもしまってて、中なかを見みたことはない。

　だけど、あけるの禁きん止し、とは言いわれてない！　……はずだ。

「神かみ様さまごめんなさい！　トビラ、あけます！」

　全ぜん力りょくであやまりながら、とびらの前まえにおいてた水みずを、台だい座ざの上うえへとおろす。

　そしてゆっくりとトビラをあけ……オレの頭あたまは、まっ白しろになった。

　どういうことだよ兄にいちゃん！

　お社やしろの中なか、空からっぽじゃないか！　なーんにも入はいってないよ！

　神かみ様さまってどこにいるの！

　オレは毎まい日にち、なんのお水みずをかえてたんだよ！

　これって、いよいよゼッタイゼツメイってやつじゃないかな!?

「ねぇねぇ、ご主しゅ人じんご主しゅ人じん」

「なんだよシツジ。シリをたたくな！」

「バケモノ、すぐうしろにきてますけど」

　バカみたいにのんびりとしたシツジのセリフに、あわててふり返かえると……。

　目めと鼻はなのさきに、刃は物ものみたいにとがった歯はだらけの、バケモノの口くちがあるじゃないか！

「うわあああああああああ！　もっとはやく教おしえてくれよ、シツジ！」

「だってだって、ここまでよってくるとは、思おもわなかったんですもん！」

　どうやらバケモノは、バケモノなりにがんばって、ギリギリまで近ちかづいてきたらしい。

　ヨダレみたいなのをダラダラとたらしながら、カチッ、カチッって歯はをならしてる。

　あんなのに、かみつかれたら、かすりキズどころじゃすまないぞ！
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　とにかくバケモノから、距きょ離りをおかなきゃ！

「シツジっ、オレのうしろに……」

　かくれろ、って、言いいかけた、そのとき。

　……オレは、信しんじられないものを、見みてしまった。

「こっ、コノヤロ、コノヤロ！　ご主しゅ人じんになにするんですかぁ！」

　シツジがとつぜん、バケモノの前まえへと飛とびだした。

　そして、短みじかいうでをふり回まわし、バケモノに、いどみかかったんだ。……でも。

「グゥェエギギギギキャア!!」

「ひょえええええ！」

　イカクされたら、すぐに、逃にげちゃったけど。

　……それでもさぁ。

「シツジ……おまえ、いま」

　こいつ、オレを守まもろうとしてくれたのかな？

　いっしゅんで終おわっちゃったけど、いっしゅんだけでも、そうしようとしてくれたのかな？

「ふっ、ふざけるなー、バケモノめ！　ご主しゅ人じんはマヌケの腰こしヌケなんだからなー！　ご主しゅ人じんにランボーすると、フブキ様さまがゆるさないぞー！」

　………………いや。

　別べつにそういうわけじゃないのかもしれないな。

　……って、そんなこと考かんがえてるヒマはない！

「神かみ様さま仏ほとけ様さまご先せん祖ぞサマ！　ほんとにお社やしろにいらっしゃるなら、このバケモノをどうにかしてください！　早はやくなんとかしてくださ───い───ッ！」

　デタラメにお願ねがいしてるあいだにも、バケモノキノコは、フワリとうき上あがる。

　あきらめたのかな？　そのままどっか行いくのかな？

　……ってのは、さすがにあまい考かんがえだった。

「ギシェエエエエエエゾワォオオオオ！」

　体からだを大おおきくふるわせたバケモノは、いままでで一いち番ばん、ブキミなさけび声ごえをあげる。

　そして、すさまじい速はやさで、オレとシツジ目めがけてトツゲキしてきたんだ！

　オレはとっさに、頭あたまをかかえこんだ。

　……も、もう、ここまでか……！

「うああああああああああああああ……ああああ、ああ……あれ？」

　───いつまでたってもなにも起おこらず、オレはおそるおそる目めをあける。

　あ、あれ？

　なにも見みえない……もしかしてオレ、あの世よにいっちゃったの……って、ちがう！

　シツジがまた、オレの顔かおにくっついてるんだ！

　オレは急いそいでシツジを引ひきはがし、あたりを見みまわす。

　そして、とんでもないものを発はっ見けんしてしまった。

「ギヤヒイイイィイイイイ！」

　すぐそばに、お社やしろに頭あたまをつっこんで、もがいている、キノコのバケモノがいたんだ。

「なっ、なにが、どうなったんだ？」

　バケモノは、ぶきみな声こえでわめきちらしながら、虫むしみたいな足あしをワサワサさせてあばれてる。

　……もしかしてこれって、ぬけなくなってるってこと？

　おっと、ぼーっと見みてる場ば合あいじゃあない。

　どう見みてもお社やしろの入いり口ぐちより、バケモノのほうが大おおきいんだ。

　このままだと、お社やしろがこわれる！　どどど、どうしよう!?

「アヒャヒャヒャ！　コイツ、バカですねー！」

　オレがなやんでるのに、シツジときたら、パチパチ手てをたたきながら笑わらってやがる。

　ころんだ男おとこの子こをバカにしたときと同おなじような、よろこびっぷりだ。

「どうしますぅ？　コイツ、ひっこぬきますかぁ？」

「は？　なんでだよ！」

「だってこのままだと、このオンボロ小屋が、こわれちゃいますよぅ？」

「オンボロ小ご屋やとはなんだ！　いいかげんにしないと、ほんとにバチがあたるぞ！」

　……でも、たしかにシツジの言いうとおりだ。

　もしお社やしろがこわれちゃったら、キノコのバケモノが解かい放ほうされちゃうだけじゃ、すまない。

　ほかのオバケたちまで、集あつまってきたりするかもしれない。

　それだけはなんとしても、阻そ止ししなきゃ！

　そのとき……オレは、気きづいてしまった。

　これだけ、バケモノがもがいてあばれてるんだ。

　ミシミシとかメキメキとか、音おとがしそうなもんなんだけど……。

　ぜんっぜん、そんな様よう子すがないぞ？

「ズゴォオオオオオ」

　そうしてるあいだにも、また、ズズズとお社やしろに、バケモノの体からだがすいこまれてく。

　外そとにでてるのは、体からだののこり３分ぶんの１ぐらいと、虫むしみたいな足あしだけだ。

　どんなしくみになってるかは、わからないけど……。

　わからないけど！

　これってやっぱり！

「シツジ、てつだえ！　こいつをぜんぶ、お社やしろにおしこむぞ！」

「えっ？　こんなデカブツが、入はいると思おもってるんです？　ご主しゅ人じん、頭あたまだけじゃなくって、目めもわるいんです？」

「いいからやれって！　じゃないと、おまえもコイツといっしょに押おしこむからな！」

「わー！　やりますやります、今いますぐやりますよぉ！　シツジがんばります！」

　オレとシツジは、力ちからをあわせてグイグイと、バケモノの体からだを、押おしはじめた。

　虫むしみたいな足あしの先さきはするどく、とがってるから、できるだけさわらないよう気きをつける。

　でも、バケモノの抵てい抗こうが強つよいのか、すぐに、押おしこめなくなった。

　なにかが引ひっかかってるような感かんじがして、よくしらべてみたら。

　トビラのヘリのところに、みじかい手てをついて、必ひっ死しにつっぱってたんだ、コイツ！

　ど、どうしよう。

　あせるあまり、オレはアタフタと、まわりを見みまわすことしかできなくなる。

　……そんなオレの目めに、あるものがとびこんできた。

　もう見みなれちゃった、ヘンな犬いぬのイラスト。

　……神かみ様さまにお水みずをあげるための、器うつわだ！

　さっきトビラをあけるとき、ジャマにならないよう、台だい座ざの上うえに動うごかしたんだっけ。

　オレは器うつわを手てにとると、バケモノへと投なげつけた！

　　　バシャリ！

　中なかの水みずが、バケモノにふりかかる。

「ウォオオオオ───ン！」

　バケモノは絶ぜっ叫きょうすると、全ぜん身しんからモワモワしたケムリを出だしはじめ……。

　少すこしずつ、少すこしずつ、お社やしろの中なかへと飲のみこまれはじめた！

　そう言いえば、シツジがおそなえの水みずに放ほうりこんだキノコが、ケムリをあげてたっけ。

　あれって、神しん聖せいな水みずに、バケモノが反はん応のうしてたからなんだ。

　つまりは、きき目めがあったってことだな！　よっしゃ！

「いまだ、シツジ！　ゼンリョクで、おしこめええええ！」

「ゼンリョクってなんですか、ご主しゅ人じんんんんんんん!?」

　このカンジンなときに、力ちからがぬけるようなこと、言いうなよ！

　でも力ちからはちゃんと入いれてるみたいだから、もうそれでいいや！




「グォオオオオオオ……オオオオ……ォォォ」




　最さい後ごの、最さい後ご。

　オレたちを押おしかえしてた力ちからが、すーっとなくなったかと思おもうと。

　ものすごいさけび声ごえをあげながら、バケモノはお社やしろの中なかへ、すいこまれていった……。
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　お社やしろは、いつもどおり静しずかになった。

　オレとシツジはしばらくのあいだ、それを、ぼーっとながめる。

　ひらいたままのトビラが、やさしい風かぜにカタカタゆらされる音おとで、はっとわれに返かえる。

「き、きえた……んだよな？」

「いない、いなーい？」

「やめろ！　そのあと『バァ！』って出でてきたらこまるだろ！」

　シツジとそんなことを言いいあいながら、慎しん重ちょうに、お社やしろへ近ちかづいていく。

　ひらいたままのトビラから、中なかをのぞきこむと、あったはずの底そこが……ない。

　そのかわり、まっ暗くらでなにも見みえない穴あなが、口くちをひらいてた。

　体からだのおくからゾワッとして、オレは思おもわずあとずさる。

　オレと入いれかわるようにして、シツジがお社やしろの中なかをのぞきこんだ。

「わーお、ホントにいなくなっちゃいましたね！　中なかもまっくらだぁ！　このオンボロ小ご屋や、どうなって……って、う、うわあああああ～！」

「シツジ!?」

　悲ひ鳴めいとともに、シツジの体からだが、フワッとうきあがる。

　間かん一いっ髪ぱつ、オレはシツジの頭あたまを、ガシッと両りょう手てでつかんだ。

　うっかりしてた！

　シツジもオバケだから、すいこまれちゃうんだ！

　……いや、まてよ？

　シツジって、しつけるときに神かみ様さまの力ちからを、かりたんだぞ？

　だから、お社やしろに近ちかづくのは大だい丈じょう夫ぶのはず……なんだけどな？

　これまでだって、なんども近ちかづいてたもんな？

　なのに、今いま、すいこまれそうになってるのは……これまでいろいろ、無ぶ礼れいをはたらいたからなの!?

　いやいや、理り由ゆうなんて、今いまはどうでもいいや！

　オレはシツジの頭あたまをしっかり両りょう手てでつかまえたまま、大おお声ごえをはりあげた。

「ご先せん祖ぞサマ、シツジはまた今こん度どでいいです！　ありがとうございました！」

「コンドってなんですか！　うわーん、ボクのアタマがどんどんのびていくー！」

「シツジ、おまえもあやまれ！」

「ボク、なにもわるくないのに～！」

「バカ、すいこむ力ちからが強つよくなったぞ！　はやく、あやまれって！」

「ごめんなさい！　なんかよくわからないけど、すみませんでした～！　もうしません！」
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　シツジがさけんだとたん、お社やしろはすいこむのをやめた。

　当とう然ぜん、うしろに引ひっぱってたイキオイのまま、１人ひとりと１オバケはひっくりかえる。

　いたたたたた、おしり、うった……。

「いだだだ……し、シツジ、大だい丈じょう夫ぶ……じゃ、ないみたいだね」

　いっしょに地じ面めんにころがったシツジを見みた瞬しゅん間かん、ぶじじゃないのがわかる。

　だってシツジは、２倍ばいぐらい、背せが……いや、頭あたまがのびちゃってたんだ。

　なんか、モチみたいだな。

　当とうのシツジは気きをうしなってて、なにかムニャムニャ言いいながら、ねむってる。

　オバケも、気きをうしなったりするのか。

　シツジの長ながくなった頭あたまをながめながら、そんなコトを考かんがえてると。

「リョウちゃあああああん！」

　バタバタという足あし音おとと、さけび声ごえが聞きこえてきた。ジィちゃんだ！

　そのとたん、気きがぬけちゃって、ナミダがあふれそうになる。

　寸すん前ぜんでこらえたけどね！　かっこわるいから！

「リョウちゃんもっ、シツジちゃんもっ、無ぶ事じだったんだね！」

　……ジィちゃん、なに、そのすごいかっこう！

　全ぜん身しんまっしろで、テレビで見みたことあるような、修しゅ行ぎょうするひとの着き物ものみたいなの着きてる！

「かえってきたら、庭にわにジュースとかタマネギとかソーメンの箱はことか落おちてるわ、御お山やまのようすが変へんだわで。なにかあったなって、あわてて着き替がえてたら、アキちゃんが知しらせにきてくれたんだ」

　ジィちゃんはそう言いいながら、オレを立たたせてくれる。

「ジ、ジィちゃん、バケモノ、キノコのカタチした、バケモノがいて……」

「アキちゃんから聞きいたよ。いまは、気け配はいもないけど、どうなったの？」

「お社やしろにすいこまれちゃった。そうじ機きみたいに、ずずずずって。そのあと、シツジも、すいこまれそうに、なったんだけど、ギリギリセーフだった。……あんなに、なっちゃったけど」

　オレは、地じ面めんにころがってるシツジを指ゆびさす。

　すると、ジィちゃんはボソリと「うわぁ、長ながい」とつぶやいた。

　そして、「コホン」と小ちいさくせきばらいをすると。

「もう大だい丈じょう夫ぶだよ、リョウちゃん」

　ジィちゃんが、あらためてそう言いってくれて、オレの体からだはまた、ふにゃりとなる。

「ご先せん祖ぞ様さまがまもってくれたんだねぇ。毎まい日にち、お水みずかえをしてくれてたからだよ」

「でも、お社やしろの中なか、空からっぽだったよ？　像ぞうとかおフダとかも、なかったし」

「うん。お社やしろをとおして、御お山やまそのものに、お参まいりするんだ。眠ねむり田だのご先せん祖ぞ様さまが、そんなふうにつくったんだろうねぇ」

「そうだったんだ……」

　すっかり静しずかになったお社やしろを、しみじみとふり返かえり、オレは、ふと考かんがえる。

　そう言いえば、すいこまれたキノコのバケモノは、どこにいったんだ？

　いつのまに、お社やしろのトビラはもとどおりに、とじてる。

　オレはもう１回かい、そーっとトビラをあけてみて……おどろいた。

　お社やしろの中なかは、やっぱりなにも、なかったんだ。

　バケモノがすいこまれた穴あなさえも、きれいさっぱり、なくなってるじゃないか。

「あ、あれ？　たしかにさっきは、ここに穴あなが」

　必ひっ死しになってお社やしろの中なかをのぞきこんでると、ジィちゃんはオレの肩かたをポン、とたたく。

　そして、お社やしろのトビラを、そっとしめてしまった。

「もう大だい丈じょう夫ぶって、神かみ様さまがおっしゃってるんだよ。あのバケモノは、また、御お山やまのどこかで、ねむりについたんだろうねぇ」

　そういうことか……って、ん？　ちょっとまて。

　今いま、ジィちゃん、なんて言いった？

「ジィちゃん、キノコのバケモノが、この山やまにねむってたってこと、知しってたの……？」

「あぁ、もちろんだよ」

　ジィちゃんはそう答こたえながら、よいしょと体からだをまげ、シツジを片かた手てでだきあげる。

　オレはそのようすをながめながら、言いうなら今いましかないと思おもった。

「バケモノの岩いわのこと、だまっててごめんなさい。すぐに話はなしとけば、こんなコトにはならなかったんだよね？」

　ジィちゃんの顔かおを見みることができなくて、オレはうつむいたまま、ボソボソと言いう。

　ほんとはもっとちゃんと、しっかり、あやまらなきゃならないのに。

「そうかもしれないけど……みんながぶじなんだから、十じゅう分ぶんだよ」

　ジィちゃんは、オレの手てを、ゆっくりやさしく、ひっぱった。

「きちんとあやまるのは、家いえにかえってからね。おバァちゃんもアキちゃんも、心しん配ぱいしてるよ」

　そう言いってくれたジィちゃんの手てを、オレはぐっと、にぎりかえす。

　家いえまでだったら……こうして手てをつなぐのも、たまにはいいかもしれない。

「おなか、へってるでしょ？　かえったら、ソーメンゆでてあげるからね！」

　ざ、ざ、と坂さか道みちをおりながらのジィちゃんの言こと葉ばに、オレの足あしは思おもわずとまる。

「どうしたの、リョウちゃん。どこかいたい？」

　ジィちゃんは、いつもやさしい。

　だからオレは、なるべくジィちゃんに甘あまえないようにしなきゃいけないんだけど……けど。

　男おとこには、時ときとしてゆずれないことがあるって、どこかで聞きいた。

「───ジィちゃん。お願ねがいがある」

「ん？　なんだい、リョウちゃん」

「オレ、昼ひるごはんは、ソーメン以い外がいのを、食たべたい、です」

　勇ゆう気きをふりしぼり、オレはジィちゃんのやさしさに、さからった。

「そうかぁ」

　ジィちゃんはそうつぶやいて、ちょっと……いや、かなり、ションボリしちゃったのだった。

　ごめんねジィちゃん。










[image: 19　やっぱりシツジのせい！]







「ねむってるところを、むりやり起おこしたんだ。バケモノだって、怒おこりもするだろうよ」

　ケガをしたオレのうでに、ホータイをグルグルまきながら、バァちゃんは言いった。

　かすりキズなのに、おおげさだと思おもうんだけどなぁ。

「おかげで、オレまでねらわれちゃったよ。オレ、なにもしてないのに！」

「まぁ、涼りょうはシツジの『ご主しゅ人じん』だからねぇ」

　バァちゃんが笑わらうと、シツジは、まだもとにもどらない頭あたまをユラユラさせて、オレを見みた。

「そうです！　ご主しゅ人じんは、ボクのご主しゅ人じんですもん！　ねー？」

「ねー、じゃない！　おまえがキノコなげつけてきたときは、まだ、ちがっただろ！」

「でも、そのおかげで、私わたしはバケモノから追おいかけられずにすんだワケね」

　アキちゃんは、しみじみと言いった。

　た、たしかに……バケモノがアキちゃんじゃなく、オレとシツジを追おってきてくれたのは、助たすかった。

　もちろん、こわかったけどねっ。

「しかしね、涼りょう。ぜんぶがぜんぶ、シツジのせいってワケでもないんだよ」

「えっ、どういうこと？」

　オレ、ほかになにか、やらかしてたっけ……？

　オレが心こころあたりを、考かんがえてると。

「アンタは……アタシらや麗れい一いち郎ろうとは、ちがう能力があるみたいでねぇ」

「ちがう能のう力りょく？　──なにそれ？」

「オバケを、ひきよせちまうんだよ」

「ひ、ひきよせるぅっ!?」

「よく言いえば、オバケに好すかれ……なつかれやすい。とくに、その米こめつぶていどのヤツに」

「じゃあ、『わるく言いえば』？」

「タチのわるい、それこそ、今日きょうのバケモノみたいなヤツに、目めをつけられることもある」

「う、う、う、うっそでしょおおおお!?」

　孫まごのピンチだっていうのに、バァちゃん、なんでそんなフツーの顔かおで言いえるの!?

「じゃあ、もしかして、あのバケモノも、オレに……？」

「かもねぇ」

　ひっ、ひええええええ！　そんな、ひとごとみたいに！

「まぁ今こん回かいは、そのケガもふくめて、勉べん強きょう料りょうだと思おもいな」

「べ……勉べん強きょう料りょう？　なんの？」

　なんのことか、さっぱりわからなくて、オレがそう聞ききかえすと。

　ギロリと、バァちゃんの目め玉だまが、オレをにらみつけた。

　　　ギクッ！

　こ、これって、バァちゃんのカミナリがおちる前まえぶれだ……！

「なんの、だってぇ？　……アタシの言いいつけを守まもらなかったうえ、かくしごとまでしてただろう！」

「ごごごご、ごめんなさいぃいい！　あとからちゃんと、あやまるつもりだったんだよぉ！」

　タタミにひたいをすりつけ、全ぜん力りょくであやまると、バァちゃんのためいきが聞きこえた。

「──まぁ、今こん回かいはおおめに見みるさ。バァちゃんたちにも、責せき任にんがあるしねぇ」

「責せき任にん？　……バァちゃんたちに？」

「そうとも。……アンタが『視みえる』ようになっちまったときのことを、もっと、考かんがえとくべきだった。そして、その上うえで、御お山やまの見み張はりを強つよめる必ひつ要ようが、あったのさ」

「そ、そうかぁ……」

　オレは、両りょう肩かたを、おとしてしまった。

　やっぱり……オレのせいじゃないかなって、思おもえたんだ。

「でも、アンタももっと、気きをつけな！　一いっ歩ぽまちがえば、バケモノに、とりつかれるところだったんだからね！　とりつかれるのは、あの米こめつぶからだけで、じゅうぶんだろ？」

　バァちゃんは、頭あたまをフスマにあずけてひと休やすみしているシツジを、指ゆびさした。

　…………は？

　───とり、つかれる？

「ちょっ、バァちゃん！　オレってシツジに、とりつかれてるの!?」

「どう見みてもそうでしょ。アンタが視みえないあいだも、ずーっといっしょにいて、はなれなかったんだし」

　バァちゃんのかわりに答こたえてくれたのは、アキちゃんだ。

「そ、そういう大だい事じなことは、はやく教おしえてよぉ！」

「まぁまぁ。あれだけ御お山やまに、でいりしてたのに、米こめつぶ１ぴきですんで、よかったじゃないか」

　えええええ………………。

　……オレ、あしたっから水みずかえに行いくの、ヤだなぁ。

　オレは心こころの中なかでそうつぶやいた、はずなのに。

「……涼りょう。あしたっから水みずかえには行いかない、とか言いわないだろうね？」

「えっ!?　……あっ、あははは、やっ、やだなぁ。そんなわけないじゃん！」

　だからなんでバァちゃんは、オレの考かんがえてること、お見みとおしなんだろうね！
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「キノコのバケモノが封ふう印いんされてたところに、行いってみてもいい？」

　お昼ひるごはんのあと、オレがそう言いってみたら、みんなはひどく、おどろいた。

　あの場ば所しょがどうなったのか、自じ分ぶんの目めでたしかめたかったからなんだけど……。

　アキちゃんは、賛さん成せいしてくれた。

　バァちゃんたちには反はん対たいされたけど、おねがいしまくったら、どうにかゆるしてくれた。

　ナイショで１人ひとりで行いかれるよりはマシ、だってさ。

　ただし、行いっていいのは、バケモノが封ふう印いんされてた、跡あと地ちだけ。

　そして、「確かく認にんしたらすぐにもどること」って、なんども約やく束そくさせられた。

　おゆるしがでたところで、アキちゃんと、ついでにシツジもつれ、あの雑ぞう木き林ばやしへむかう。

　バケモノがねむってた場ば所しょにつくと、シツジは両りょう手てをパタパタさせた。

「わーお！　みてみて！　すっごい穴あなポコですよぉ、ご主しゅ人じん！」

　シツジが言いうとおり、そこにあった岩いわはなくなり、地じ面めんが大おおきくえぐられてる。

　前まえに感かんじたイヤなけはいは、もう、どこにもなかった。

「んー、やっぱりキノコ生はえてませんねぇ」

　ここに生はえてたキノコは、バケモノのわるい気きが形かたちになり、地ち上じょうにでてたものらしい。

　だから、バケモノがいない今いま、もう生はえることはないんだって。

「……よし。確かく認にんしたし、かえるわよ」

　アキちゃんがキッパリ言いったのを合あい図ずに、お社やしろへと、ひきかえす。

　あんまり長ながく御お山やまにいて、べつのオバケをひきよせちゃったら、サイアクだもんな。

　お社やしろまでもどると、安あん心しんすると同どう時じに……。

　とても、とっても、キンチョーしてきた！

「ちょ、ちょっと待まって、アキちゃん！　言いいたいことが、あるんだっ！」

　じつは、アキちゃんといっしょに御お山やまにきたのには、もう１つ、理り由ゆうがあったから。

　……バァちゃんたちの前まえで言いうのは、かーなーり、はずかしくて。

　だから、２人ふたりきりになれるときを、まってたんだ。

　シツジが、そのへんをフワフワ飛とびまわってる、今いまがチャンスだ……！

「どうしたの？」

　アキちゃんが、足あしをとめてくれる。よっ、よし、言いうぞぉ……。

　オレは思おもいっきり、深しん呼こ吸きゅうした。

　うぅ、すごくキンチョーする。

　しかも、こんな時ときにかぎって、あたりが、やたら静しずかだし……ん？

　いくらなんでも、静しずかすぎない？

　セミが１ぴきもないてないし、まわりの空くう気きがスゥッてしてる。

　でも、べつにヤな感かんじがするわけでもなく……うーん、なんだろ？

「もう！　先さきにいくからね！」

「えっ、あっ、ごめん！　まって！」

　オレはアキちゃんのほうへと、あわててかけよる。

　こんどこそ、そのイキオイのまま声こえをあげた。

「アキちゃん、今日きょうはホントにありがと！　アキちゃんがいなかったらオレ、どうしていいかわかんなくて、あいつにやられてたかもしれない！」

「……なに言いってんだか。やっつけたのは、アンタじゃない」

「ううん。やっつけてくれたのは、御お山やまの神かみ様さま……ご先祖サマだから」

　オレは、お社やしろのトビラをあけただけで。

　そうつけたすと、アキちゃんは「そういえばそうか」と笑わらった。

　でも、すぐにその笑え顔がおをひっこめて、マジメな顔かおになった。

「でもアンタ……また、オバケが視みえるようになったんだよね。……それで、よかったの？」

「よかったの、って？　なにが？」

「視みえなくなってた原げん因いんって、シツジの……オバケのヤなとこを見みたり、知しってしまったからでしょ？　視みえるようになったら、また、視みたくないものを視みなきゃいけなくなるかも……いや、ぜったい視みることになると思おもう」

　な、なるほど。……でも。

「それはちょっとヤだけど、視みえるようになっちゃったのは、しかたないし。それに」

「……それに？」

「視みえなくなってたとき、少すこしさみしかったんだ。今いままで視みえてないのがふつうだったのに、不ふ思し議ぎだよね」

　アキちゃんの前まえだと、だれにも言いうつもりがなかったことばが、ボロボロッとでる。

　でも、どうしてか、はずかしいとは思おもわなかった。

　アキちゃんは、だまってオレの話はなしを聞きいてくれてたけど、しばらくして、小ちいさな声こえで言いった。

「でも、おぼえといてね。視みえるのって、楽たのしいことばっかりじゃないのよ」
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　たぶん、アキちゃんはイヤな思おもいをしたことがあるんだろう。

　そして、バァちゃんやジィちゃん、兄にいちゃんにも、あるんじゃないかな。

　でもね。つらいことばっかりじゃないってことも、オレは知しったんだ。

「アキちゃんが助たすけを呼よびに行いってくれたあと、オレ、ちょっといいもの見みたんだよ」

「あんな非ひ常じょう事じ態たいで？」

「そう。あのね、シツジがオレを、バケモノから守まもろうとしてくれたんだ！」

　わざと明あかるく言いうと、アキちゃんは、目めをまるくした。

「オバケが？　ヒトの、アンタを？　……守まもった？」

「うん。ま、それもほんのいっしゅんで、すぐ、オレのうしろに、かくれちゃったんだけどね」

「……そんなこったろうと思おもったわ。びっくりしてソンした」

「でも、ちょっと……いや、かなり、うれしかったんだよ？」

　たとえオバケの気きまぐれだったとしても、オレにはそれでじゅうぶんだったんだ。

「だからオバケと……っていうのはムリだけど、シツジとなら、友ともだちになりたい……かも、しれない」

「なによ。そこは『なりたい』って、ハッキリ、言いいきりなさい！」

　アキちゃんはそう言いうと、ぺしっとオレのせなかをたたく。

　キッパリ言いいきれるほどには、まだカクゴが、できてないんだよなぁ……。

　だって、友ともだちですよ？　あのシツジと。

「まぁ、アンタはオバケになつかれるタイプだっていうし、うまくやれるかもね」

　なつかれるのは、シツジ１ぴきで、じゅうぶんなんだけど……なんて、考かんがえてたら。

「──なんだぁ、どっかで見みたヤツだと思おもったら、涼りょうじゃん」

　坂さか道みちの下したのほうから、声こえがした。

　……できれば、一いっ生しょう、あいたくなかったヤツの声こえが。

　顔かおを見みなくたって、聞きいただけですぐにわかっちゃうのが、くやしいぜ！
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　ニヤニヤといじわるそうに笑わらい、ときどきメガネをおしあげる。

　コイツこそが、眠ねむり田だ麗れい一いち郎ろう。

　オレのたった１人ひとりの……バカ兄にいちゃんだ。

「兄にいちゃん！　なんでこんなところにいるのさ!?」

「母かあちゃんから怒おこられた。おまえも行いけ、って。バァちゃんの腰こし、悪あっ化かしたんだって？」

　兄にいちゃんの問といかけに、思おもわずアキちゃんと顔かおを見みあわせる。

　……さてはバァちゃん、兄にいちゃんをよびよせるため、ウソついたな。

「えっとね、ハラマキみたいなベルトまいてる。それがないと、つらいってさ」

　ウソは言いってないぞ。うん、ウソは言いってない。

　お医い者しゃさんから、まだはずしちゃダメって言いわれたみたいだし。

　ただ、「だいぶよくなりましたね」とも、言いわれたそうだけどねっ。

「じゃ、あんまり動うごけないだろうな。ウヒヒ」

　なにをたくらんでるのか、兄にいちゃんはニタリと笑わらった。

「それより！　さっき電でん話わしたとき、こっちにくるなんて言いってなかったじゃん！」

「だって聞きかなかったじゃん！」

　兄にいちゃんはオレの口くちマネで言いいかえすから、はらがたつ！

「ちょうどバスに乗のるときだったからさ。で、キノコのバケモノってのは、どーした？」

「ちゃんとやっつけたよ！」

「やっつけたぁ!?　ホントかぁ!?」

　わざとらしくおどろいた兄にいちゃんは、頭あたまをボリボリかく。

　そして「しまったなぁ」とつぶやいた。

　兄にいちゃんがこんなときに言いう「しまった」は、たいてい、ロクなことじゃない。

「なにが、しまった、なの？」

「まだ解かい決けつしてねぇと思おもったのにさ。だからオレ様さまが、おまえのお年とし玉だまとひきかえにキノコ退たい治じを……」

　オレは無む意い識しきに、グーパンチをくりだした。

　けど、サッと、よけられてしまう。

　あんまり運うん動どう神しん経けいないくせに！　オレもだけど！

「おっとぉ、涼りょうのぶんざいで、オレを攻こう撃げきしようなんざ、10年ねんはやい」

　兄にいちゃんが、ニヤニヤニヤニヤ笑わらっていると。

　それまでだまってたアキちゃんが、とつぜん、オレと兄にいちゃんの間あいだに、わってはいった。

　そして……兄にいちゃんにむかって、ほほえみかけたんだ！

　オレと初はじめてあったときは、ツーンってしてたのに！

「はじめまして。涼りょうくんのお兄にいさんですね？　私わたし、早そう田だ亜あ綺きといいます」

　ていねいなアキちゃんの声こえに、兄にいちゃんの顔かおが、デレッとなる。

　───兄にいちゃん、女おんなの子こに弱よわいんだよな。すごく。

「ハジメマシテそうです眠ねむり田だです麗れい一いち郎ろうです。……あぁ、あの早そう田ださんちのおじょうさんか」

　兄にいちゃんは、なんだかフワフワなかんじの声こえで言いった。

「涼りょうくんからお話はなしは聞きいてます。つよい霊れい能のう力りょく者しゃで、とってもすばらしいお兄にいさんだとか」

　──────はいィ？

「アキちゃんッ!?　オレ、すばらしいなんて言いったおぼえは──ミジンコほどもないけどッ!?」
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　さすがの兄にいちゃんも、信しんじられないんだろう。ビミョーな顔かおになってる。

　でもアキちゃんは、オレたちにかまわず、話はなしをつづけた。

「こちらへは、おばぁさまのおてつだいに、いらしたんですね！　りっぱです！」

「えっ？　……あぁ、まぁ、そんなカンジ、かなぁ？」

「それに、御お山やまの……いえ、モモキガハラにいる、わるいバケモノを、麗れい一いち郎ろうさんがすべて、退たい治じしてくださるとか」

「はッ!?　なにそのムチャな話はなしっ!?」

　兄にいちゃんの声こえは、あっというまに悲ひ鳴めいみたいになった。

「まさか、ピンチの弟おとうとさんにお金かねをたかるとか……そんなロクデナシではないですよね？」

　アキちゃんの顔かおからは、いつのまにか、ほほえみが消きえ、目めつきがするどくなる。

「ちょ、ちょっとターイム！　……涼りょうクン涼りょうクン!?」

　アキちゃんの圧あつ力りょくにまけた兄にいちゃんは、オレを引ひっぱりよせると、耳みみもとでブツブツ言いいだした。

「この子こはなんなんだっ。バァちゃんの弟で子しかなんかか!?」

「弟で子しかどうかはしらないけど、ソンケーはしてるみたいだよ」

「バカ、バァちゃん２号ごうを誕たん生じょうさせてどうする！　全ぜん力りょくでソシしろよ！」

「いたたたた！　いたいよ兄にいちゃん！」

　兄にいちゃんが、オレの頭あたまを両りょうこぶしでグリグリしていたとき。

「そこまでだぁ！」

　───あー。一いち番ばんメンドーなヤツが、もどってきちゃった。

「ご主しゅ人じんをいじめるなぁ！　びっくりするほどコシヌケだけど、ボクのご主しゅ人じんなんだぞぉ！」

　シツレイな発はつ言げんは、聞きかなかったことにしておいてやる。

　シツジは兄にいちゃんのまわりを飛とびまわると、ボクシングみたいに、手てをブンブンさせた。

「なんだぁコイツ？　……あぁ、これが涼りょうのめしつかいってやつか。見みるからに弱よわそうだ」

「なんだとぉ！」

　シツジは今いままで以い上じょうに、両りょう手てをブンブンふりまわす。

　これは……やる気きだ！

「ちょっと、やめときなさいって、白しろいの！」

　あわてて、アキちゃんがとめる。

「ダイジョーブ、こいつケンカよわそうですよ！　ちょちょいのちょいだ！」

「お、やるのかコラ」

　そう言いうなり、兄にいちゃんがシツジの頭あたまを、かるく右みぎ手てでつかむと。

　　　じゅうぅぅううう！

　もえてる炭すみに、水みずをかけたような音おとがして……

「ギ～～～～～エ～～～～～ッ！」

　シツジの悲ひ鳴めいがあたりにとどろき……オレとアキちゃんが見みたものは。

　……兄にいちゃんの指ゆびの形かたちどおりにへっこんじゃった、シツジの頭あたまだった！

「つよい霊れい能のう力りょく者しゃは、こんなふうに、さわっただけで、よわい霊れいを消けしちゃうのよ」

　だから、とめたんだけどなぁ、と、アキちゃんは顔かおをしかめた。

　初はじめて見みた兄にいちゃんの力ちからに、オレはびっくり……って。

　そんな場ば合あいじゃない！

「兄にいちゃん、シツジは消けしちゃダメ！　ゆるしてやってよ！」

「べつに消けさねぇっての。……そんなことより」

　なにかを言いいかけていた兄にいちゃんは、急きゅうにだまりこむ。

　そして、マジメな顔かおになると、お社やしろをじっと見みつめだした。

　……こんな表ひょう情じょう、見みたことないや。

「兄にいちゃん？　お社やしろがどうかした？」

　そんなふうに、声こえをかけてはみたんだけど。

「あー……メンドーくせぇなぁ。イヤだって、そんなの」

　とつぜん、兄にいちゃんはワケのわからないコトを言いいだした。

「な、なに言いって……なにか視みえてるの!?　ねぇ、ねぇってば！」

「んぁ？　なんだよ涼りょう、横よこからゴチャゴチャとうるせぇぞ」

「それはこっちのセリフだよ！　なにかいるの!?　視みえてるのっ!?」

「フフフ……おまえにはまだ早はやい。でも、情じょう報ほう料りょうをはらうなら、教おしえてやらないこともないぜ」

「───お兄にいさん、今いま、なんておっしゃいました？　わたし、よく聞きこえなくって」

「ナンデモナイデス」

　アキちゃんのつめたい視し線せんに、兄にいちゃんがあわてて目めをそらしていると。

「なんだいアンタら、こんなところで、さわいで」

　いっ、いっ、いつのまに、バァちゃんがうしろに立たってた！

「やけに御お山やまがひっそりしてると思おもったら……なるほど、麗れい一いち郎ろうがきてたのかい」

　バァちゃんは、かるく腰こしをたたきながら言いう。

　まだ、なおってないのに、１人ひとりで御お山やまに登のぼってくるなんて。

「バァちゃん、腰こし、大だい丈じょう夫ぶっ？」

「ゆっくりきたから平へい気きだよ。……御お山やまや家いえのあたりの気け配はいが、みょうでねぇ。またどこかの封ふう印いんでもといたんじゃないかって、心しん配ぱいになってきてみたら……麗れい一いち郎ろうがいるとは」

　……さては兄にいちゃん。

　バァちゃんたちにあいさつもなしに、直ちょく接せつ、御お山やまにきたな。

「麗れい一いち郎ろうがくると、あたりのオバケや神かみ様さまがしずまりかえったり、逆ぎゃくにザワついたりするのさ。……よっぽどイヤなんだろうねぇ、この子が」

「バァちゃん!?　オレ、孫まごなのに、それひどくない？　ねぇ、ひどくない!?」

「ひどくない！　オマエが昔むかしからイタズラばかりしてきたから、神かみ様さまもこりてらっしゃるのさ！」

　神かみ様さまがこりるほどの、イタズラ？

　……聞ききたいような、聞ききたくないような。

　オレがバァちゃんと兄にいちゃんのやりとりを、見けん物ぶつしてると。

　いつのまに目めをさましたのか、シツジがバァちゃんのところへすっ飛とんでく。

　頭あたまの形かたちがおかしいもんだから、さすがのバァちゃんも目めをパチクリさせた。

「これはまた、おもしろい形かたちになったもんだ。今こん度どはなにやらかしたんだい？」

「あの弱よわ虫むしバカにやられました！　フブキ様さま、ボク一いっ生しょう、あたまへっこんだままですか？」

　シツジはわんわんと、バァちゃんに泣なきつく。

「そのうちもどるさ。そのていどですんで、よかったじゃないか。本ほん気きでやられたら、アンタなんて、一いっ瞬しゅんで消きえちまってたよ？」

「うわーん！　あんなおバカに消けされるの、ヤですー！」

　悲ひ鳴めいをあげながら、シツジがオレの頭あたまにしがみついてくる。

　バァちゃんは、兄にいちゃんのほうへと、ゆっくりむきなおった。

「でもまぁ……米こめつぶのカタキは、アタシがとってやろうかねぇ」

「おっ、おバァちゃん？　どうしておててがグーの形かたちをしているの？　……ぼ、暴ぼう力りょく反はん対たいィ！」

　そうさけぶなり、兄にいちゃんはバタバタと、坂さか道みちをかけおりていく。

　バァちゃんもすぐにそれをおいかけ……って！

　まだ、はしったら、ダメじゃない!?　バァちゃん！

「まちな！　今日きょうという今日きょうは、そのまがった性しょう根ねを、たたきなおしてやるからね！」

「バァちゃん、ぎっくり腰ごしが悪あっ化かしたんじゃなかったのかよ！　なんで、はしれるんだ！」

「おかげさまで、アンタの顔かおを見みたらなおったよ！　ありがとうね！」

　そんな言いいあいをしながら、２人ふたりはドタバタと、坂さかの下したへと消きえていく。

　オレはそれを見みおくりつつ、これは、神かみ様さまが兄にいちゃんに天てん罰ばつをくだしてくれたんだと、思おもうことにした。

「アキちゃん、かえろっか。バァちゃん、ぜったいムリしてるから心しん配ぱいだ。とめなきゃ」

　オレが声こえをかけると、アキちゃんは、とても長ながいため息いきをついた。

「眠ねむり田だの人ひとたちってすごいけど……ほんと、そうぞうしいのね」

「ご、ごめんね。兄にいちゃんとバァちゃんは、いつもあんな感かんじで……」

「なに、ひとごとみたいに言いってんの。アンタも眠ねむり田だでしょ」

「えっ、オレもはいってるの!?」

　兄にいちゃんといっしょにされるのはイヤだな！

「うわーんご主しゅ人じん、こんなあたま、イヤですぅううう！」

「ちょっ、シツジ!?　顔かおにはりつくなっ」

　ア、アキちゃんが、ますますあきれちゃうだろ！

「……まぁ、アンタたちみたく、そうぞうしいのって、そんなにキライじゃないけどね」

　視し界かいがシツジで、完かん全ぜんにふさがれてるなか。

　アキちゃんの声こえと足あし音おとが、どんどん遠とおざかってく。

　だからオレは、あわててかけだした。

　顔かおに、シツジをぺっとりと、はりつけたままだったけど。

「ご主しゅ人じん！　ボクのあたま、いつなおるんですかー！　わーん！」

「知しらないよ。べつに、今いままでと、たいしてかわらないんじゃないの？」

「ひどい！」

[image: ]

　あしたからは、もう８月がつ。

　オレと……ついでにシツジの夏なつ休やすみは、まだまだナニかがおこりそうです。
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